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序

ここ数年、上田市街地は空洞化の傾向にあり、その活性化策が様々な角度か

ら検討 。実施され、公々にではありますが、その効果をあげております。これ

と相反するように、上田市街地の東方に広がる染屋台 (神科台)は、上信越自動

車道上田菅平 ICを中核に、これまでの穀倉地帯から大規模な郊外店をともな

つたベンドタウンとして、その姿を大きく変貌させております。

染屋台のほぼ中心部に位置する「西之手遺跡」は、昭和 57年度から5ヵ年に

わたつて実施された略J置の信濃国府跡推定地確認調査」でその一部が調査され、

平成 8年度から第 1次調査と第 2次調査が実施されました。今回報告の第 1次

調査では、掘立柱建物群と大規模な溝で構成された古墳時代中。後期の特異な

集落遺跡であることが明らかとなりました。これまで染屋台の開発は、比較的

新しいと思われてきましたが、この調査の結果、少なくとも古墳時代中・後期

には大規模な開発が行われていたことが実証されました。

近年、全国的に発掘調査が増加し、その結果から得られる個々の事実は、膨

大な量にのぼっております。これらの事実を有機的に結びつけ、地域の皆様に

わかりやすくお伝えし、活用していただくことは、行政の責務であると痛感し

ております。平成 11年度から発刊が始まる「上田市誌」は、この意味において、

素晴らしいものになると確信しております。

最後になりましたが、発掘調査から報告書刊行に至るまでの間、多大なる御

理解と御協力を賜りました株式会社やおふくの皆様と作業員の皆様に哀心より

御礼を申し上げ序といたします。

平成 11年 3月 31日

夫上田市教育委員会教育長 戎 妻



例 言

1 本書は、長野県上田市大字古里字西之手における、棚やおふく新店舗建設に係る西之

手遺跡第 1次発掘調査報告書である。

2 調査は、伽やおふくから委託を受けた上田市が直営で行い、調査に要した費用の一切

は、俯やおふくが負担した。なお、調査及び調査に係る事務は、上田市教育委員会事務

局文化課(平成 8年度まで社会教育課)が担当した。

3 現地調査は、 1996年 10月 7日 から同年 12月 18日 。1997年 3月 3日 から

同年 6月 6日・ 1997年 10月 21日 から同年 10月 27日 の 3回に分けて実施し、

引き続き1999年 3月 31日 まで整理・報告書作成作業を行つた。

4 遺構の実測は、西沢和浩・清水彰・池田市郎 。饗場奈那江・石合好江・斎藤かな枝 。

田村まり子が行つた。

5 整理作業及び報告書作成作業は、清水の指示により、饗場・石合・田村・井沢光子・

市村みつ子 。大井敬子・西沢志保・丸田由紀子・山本万里・池田・井部定雄 。小柳治雄・

林正治が行った。

6 遺構写真の撮影は、西沢 。清水が行つた。

7 遺物写真の撮影は、清水が行つた。

8 現地調査の基準点測量・メッシュ杭打・全体空中写真測量 。図化を脚こうそくに委託

して実施した。

9 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管してある。

10 本書の編集・刊行は上田市教育委員会事務局文化課が行つた。



11 本調査の体制は次のとおりである。

(平成 9年度から、機構改革により社会教育課が文化課に改称)

教  育 長 内藤  尚 (平成 9年 3月 31日 退任)

我妻 忠夫 (平成 9年 4月 1日 着任)

教 育 次 長 荒井 鉄雄 (平成 9年 3月 31日 退任)

官下 明彦 (平成 9年 4月 1日 着任)

社会教育課長 松沢征太郎 (平成 9年 3月 31日 退任)

文 化 課 長 川上  元 (平成 9年 4月 1日 着任)

文化財係長 岡田 洋一 (平成 10年 4月 80日 退任)

細川  修 (平成 10年 5月 1日 着任)

査主 中沢 徳士

尾見 智志

塩崎 幸夫

久保田敦子

久保田 浩

西沢 和浩 (担当者 )

山寺 敦子 (平成 10年 4月 1日 着任 )

清水  彰 (担当者 )

小笠原 正

望月 貴弘 (平成 9年 4月 1日 着任)

古野 明子 (平成 9年 4月 1日 着任)

松野ひろみ (平成 9年 4月 1日 着任)

須齋千恵子 (平成 10年 4月 1日 着任 )

協力していただいた方々 (順不同 。敬称略)

井部 定雄  内山 重利  小柳 治雄  佐野 和男

中島 昭吾  林  正治  東山 唯夫  東山 恒子

横沢 生枝  横沢  昇  竹内 和好  竹内 勇

饗場奈那江  井沢 光子  石合 好江  市村みつ子

斎藤かな枝  西沢 志保  丸田由紀子  山本 万里

主

技  術

主

12 調査に参加・

池田 市郎

田中 正美

村田 宣子

児玉 和衛

大井 敬子

任
　
員
　
事

託嘱



凡 例

遺 構
1 遺構は、( )内に示す略号で表し、続く番号は任意である。
掘立柱建物跡 (ST― )・ 竪穴住居跡、竪穴状遺構 (SB― )・ 溝跡 (SD― )。

上墳 (SK― )・ ピット (P― )・ 掘立柱建物跡のピット (P)

2 遺構実測図は原図 1:20・ 縮尺 1:3を原則としたが、溝跡については縮尺 1:6
としたところもある。なお、水準値は、海抜高を示す。

3 遺構実測図の方位は、掘立柱建物跡・竪穴住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土墳については図
中に示し、ピットについては頁の上を国家座標による真北とした。

4 土層断面の観察は、主体となる土を『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会
議事務局監修 。財団法人日本色彩研究所色票監修 1988及び 1990)を用いて判別した。

5 SK― ・ P― 。Pの規模は、(長軸×短軸×検出面からの深さ)で示した。

6 海抜高の単位は、全て「m」 である。

7 掘立柱建物跡の桁行。梁行は、長辺を桁行・短辺を梁行とした。

8 掘立柱建物跡の主軸方向は、国家座標の真北と桁方向とのなす角度で示した。

9 掘立柱建物跡の面積は、桁行×梁行で示した。

10 竪穴住居跡の主軸方位は、国家座標の真北と住居跡の中軸線とのなす角度で示した。

■ 遺構写真の縮小は任意である。

遺 物
1 遺物実測図は、土器・土製品については、原図 1:1・ 縮尺 1:3と した。なお、石
製品については、原図 1:1・ 縮尺 1:1を原則としたが、縮尺 2:1と したところも
ある。      ・

2 土器の実測方法は、右 1/2に断面・内面、左 1/2に外面を記録する4分割法を原
則とし、必要に応じてその率を変えた。

3 遺物実測図中の降彗剤は赤色塗彩を示し、踵饉期は黒色処理を示す。



4 遺物観察表中の遺構は、掘立柱建物跡を「建物跡」・竪穴住居跡を「住居跡」と省略
した。

5 遺物観察表中の法量は、上から口径 。残高 。底径あるいは裾径を示す。同表中の器質
は、胎土を「胎」、焼成を「焼」、色調を「色」とした。なお、色調は、遺物の内面及び

外面の基本的な色調を『新版標準土色帖』 (前出)を用いて判別した。

6 遺物写真の縮小は任意である。

7 遺物写真の番号は、遺物実測図の図版番号と一致する。
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第 一 章 序 説

第 1節 調査の経過

平成 7年 10月 、株式会社やおふくより、上田市教育委員会事務局社会教育課 (以下、

「社会教育課」という。なお、平成 9年度から機構改革により文化課に改称)に、国道 1

44号線拡幅に伴い、取り壊される僻やおふく神科店の移転先である上田市大字古里宇西

之手地区の埋蔵文化財の有無について、問い合わせがあった。

社会教育課では、遺跡分布図・埋蔵文化財分布調査報告書を確認すると、事業地は「染

屋台条里水田跡遺跡」の範囲内であった。また、昭和61年度に実施された「創置の信濃

国府跡推定地第 5次確認調査」で調査されたD・ E地点をも含んでいた。特に、E地点で

は2× 2間廂付掘立柱建物跡等が確認されている (『創置の信濃国府跡推定地確認調査概

報V』 1987上田市教育委員会)ので、事業地内に遺跡が存在することは明白であつた。

このため、仰やおふくと社会教育課で遺跡の保護について協議し、事業地内の遺跡の範囲

を確定するために試掘調査を実施し、その結果により、保護措置を講ずることとなった。

これにより、社会教育課では、平成 8年 5月 8・ 10日 に試掘調査を実施した。この際、

腑やおふくを通して地権者から試掘調査の承諾を得た。試掘調査の結果、古墳時代の遺構・

遺物が出上し、遺跡が事業地内約 13,000だ にわたつて広がっていることが確認された。

(『市内遺跡V』 1997上 田市教育委員会)

この結果、仰やおふくと社会教育課で再協議が行われ、移転工事着手前にこの遺跡の発

掘調査を実施し、記録保存を図ることが決定された。なお、この際の調査に要する費用の

一切は、仰やおふくに負担していただいた。

これをうけて、社会教育課では、平成 8年 10月 7日 から平成 9年 6月 6日 (冬期中断

を含む)にかけて現地調査を実施した。さらに、施行区域内の住居の移転が終了したため、

その地点についても試掘調査を平成 9年 10月 20日 に実施したところ遺跡が確認された。

(『平成 9年度市内遺跡』1998上 田市教育委員会)

この部分についても、平成 9年 10月 21日 から27日 にかけて現地調査を実施した。

その後、整理作業を行い、平成 11年 3月 31日 までに本報告書を刊行し、全ての調査を

終了した。
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第 2節 調査の方法

本遺跡は、周知の埋蔵文化財包蔵地である「染屋台条里水田跡遺跡」の範囲内に存在す

るが、「創置の信濃国府跡推定地第5次確認調査」において、「西之手遺跡」として取り扱

われているため、今回もそれによつた。これに伴い、Ni― Shi一 No― Teの 「NT」

を本遺跡の略記号 として用いた。

調査区域の設定は、事業地内の試掘調査によつて判明した遺跡の範囲とした。調査にあ

たっては、バックホーにより表上を除去した後、遺構検出・掘上作業を人力により行つた。

また、 3m× 3mのメッシュを設定し、遺構の測量 。遺物の取り上げ等に利用した。メッ

シュの設定方法は、基準点 0を設定し、その点から国家座標にのるように設定した。その

際、東西南北にそれぞれ記号 (EWSN)を あたえ、基準′煮からの距離を組み合わせて使

用した。ここで使用した基準点 0の座標値は、X=+42,480,000、 Y=-20,145.000(第

Ⅷ量系)である。また、調査地区が 2ヵ所に分割されたので、西からA・ B区とした。

遺構測量は、このメッシュを利用した簡易遣り方法で行つたほか、全体遺構写真撮影及

び図化を脚こうそくに委託して実施した。

第 3節 調査日誌 (抄 )

平成 8年

10月  7日 (月 )バ ックホーによる表土剥作業 (A区)開始

10月 18日 (月 )遺 構検出作業 (A区)開始

10月 30日 (水)ノミックホーによる表土剥作業 (A区)終了

11月  7日 (木)遺 構掘上げ作業 (A区)開始

11月 15日 (金)基 準点測量及びメンシユ杭打 (A区)開始

12月  2日 (月 )前 日からの降雪により現場に約 20 cmの積雪

12月 17日 (火)航 空写真撮影 (A区 )・ 第 2号溝跡遺物取り上げ

12月 18日 (水)機 材搬出 本年の現地調査終了
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１

　

　

１

平成 9年

3月  3日 (月 )バ ックホーによる表土剥作業 (B区)開始

3月  6日 (木)遺構検出作業 (B区)開始

3月 10日 (月 )包含層 (A区)掘 り上げ開始

3月 18日 (火)A区 調査終了 基準点測量及びメッシュ杭打 (B区)開始

遺構掘上げ作業 (B区)開始

3月 31日 (月 )バ ックホーによる表土剥作業 (B区)終了

4月 10日 (木)第 27号掘立柱建物跡から臼玉出土

4月 28日 (月 )第 5号溝跡掘上げ終了

5月  6日 (火)上 田33.5℃を記録

6月  5日 (木)航 空写真撮影 (B区)

6月  6日 (金)機 材搬出 現地調査終了

0月 21日 (火)ノミックホーによる表土剥作業開始

0月 22日 (水)ノミックホーによる表土剥作業終了 遺構検出及び堀上作業開始

10月 27日 (月 )機 材搬出 現地調査終了

以後、埋蔵文化財整理室において整理作業を実施し、平成 11年 3月 31日 までに

調査報告書の刊行を行い、すべての調査事業を終了した。
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第 二 章 環

第 1節 自然的環境

染屋台条里水田跡遺跡は、千曲川の第一段丘面にあたる染屋台地に所在する。染屋台地

は、上田市域の東方部に位置する。北に虚空蔵山と横山丘陵をのぞみ、その麓では東西の

長さ約 3.5km、 東は、神川に望む段丘崖が東北方からやや西南方向に約 3.8km、

西は、染屋段丘崖が西方から東南方向に約 3kmの三側線に囲まれた三角形状の地域であ
り、面積は約 5,76kポ をはかる。東辺は神川河床から25～ 30m、 西辺は上田市街
面から15～ 20mの高さを持っている台地である。土質は下部が段丘礫層、上部は 2～
3mの ローム層で第四紀洪積世に形成されたものであり、地質学的には染屋層と呼ばれて

いる。

染屋台地は北辺部が海抜高 580m、 南端部は海抜高 500m、 比高差 80mを はかり、
模式的な隆起扇状地と呼ばれている。この扇状地は、神川本流及び支流の浸食を受けてい

ない。その反面、自然流の乏水地域である。また、この台地は地下水位が低く井戸水をえ

られにくく、田用水は飲料水に適していないといわれている。土質は有効燐酸、マンガン

に乏しく酸性の強い強粘土地帯である。

扇状地の微地形的考察では、同心円状に等高線があり、そこに凹凸のあることがわかる。

その大半は平行しており、東西方向の流路となっている地点が凹地となっている。そのう

ち、もつとも大規模なものが新屋堰であり、扇状地の最高地を貫く大幹線となっている。

また染屋堰・岩門堰も等高線を切つている。その他にも小さな凹地がいくつかあり、それ

らが扇状地面上に変化を与えている。しかし、染屋台のこのような変化は人工による堰の

開設後に、その浸食によつて生じたものと考えられている。

第 2節 歴史的環境

染屋台地は、自然流がなかったことからその開発が比較的遅く、当地域からは縄文 。弥

生時代の遺跡および遺物の知見は比較的少ない。主として弥生時代以降のものが、台地周

縁部に知られている。弥生期については発掘調査がされたことがなく、表面採集調査によ

つている。西方の第 2段丘面には信州大学繊維学部を中心とする常入遺跡群 (57)が存在し、

平成 8年の調査により弥生時代の集落が確認されている。

古墳時代には、北縁の虚空蔵山麓に新屋古墳群 (45)がある。当初は、大字上野字鴻呂館
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及び矢花地籍にかけて 20数基あったと伝えられている。現在は鴻呂館地籍に 3基、矢花

地籍に「矢花の七つ塚」と呼ばれているもののうち 3基が残存している。塚田地籍の上田

市立第五中学校の敷地内にある塚田塚古墳 (46)は小規模ながら横穴式石室を残している。

また、岩門地籍に社宮寺古墳 (51)、 向田地籍の向田古墳 (53)が存在するが、墳丘のあるこ

とのほか、詳しいことはわかつていない。発掘調査例としては、昭和 58年から5次にわ

たつて行われた「創置の信濃国府跡推定地確認調査」・平成 2年の柳町遺跡 (445)が挙げら

れるが、いずれも遺跡の密度は薄い。

奈良・平安時代になると、土師器・須恵器等の遺物が各所で表面採集されているが、発

掘調査例がないため、遺跡の範囲などは明確ではない。また、この台上に信濃国府がおか

れたとの説があるが、これを裏付ける調査事例はない。北方の第 3段丘面には、信濃国分

寺跡 (55)がある。昭和 37～ 46年にかけての発掘調査により、僧寺と尼寺が並置して確

認された。現在、史跡公園として整備され、市民の憩いの場となっている。

中世以降、・当地域は主として水田地帯として発展していつた。平成 7年に調査された大

畑遺跡 (A)では、青磁連弁文碗の破片と宋銭が出上している。

近年では、止信越自動車道と北陸新幹線の開通とともに、周辺地域の開発が進み、住宅

地域としても活用されつつある。

なお、染屋台全域にわたつて「条里遺構」が展開しているが、この形成年代等について

は明確にされていない。

今回、発掘調査を実施した西之手遺跡は、染屋台の中央部やや北寄りに位置している。

平成 9年度には、今回の発掘調査範囲の東側隣接地を第 2次調査として発掘し、西之手遺

跡の東側縁辺部と思われる遺構を検出している。 (『西之手遺跡Ⅱ』1998上 田市教育委員

会 )

第 3節 創置の信濃国府跡推定地第 5次確認調査

上田市教育委員会では、昭和 57～ 61年度まで「創置の信濃国府跡推定地確認調査」

と称して、古里地区の各所において発掘調査を行った。今回の発掘調査範囲が、昭和61

年度に実施した第 5次調査のDoE地点と重複するため、簡単に触れてみたい。詳細につ

いては、「『創置の信濃国府跡推定地確認調査概報V』 1987上 田市教育委員会」を参照し

ていただきたい。

D地点では、明確な遺構の検出はなく、若干の上師器と鉄製の鋤先が出上した。

E地点では、 2棟の掘立柱建物跡 (SB-01・ 02)と 4基のピットを確認した。
SB-01で は、 7基のピットが検出され、桁行 4間梁行 1間以上の建物であることが
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第 1図 周辺遺跡図(1/20,000)
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番 号 遺  跡   名 時  代 備 堵 番号 遺 跡 名 時  代 備 堵

19 人千原遺跡 縄弥平 89年調査 46 塚田塚古墳 古

20 堂下遺跡 縄～平 47 野竹塚古墳 古

21 太田・法楽寺遺跡 古～平 95年より調査 48 篠井久保遺跡 弥・平

25 林之郷遺跡 縄～平 88・ 89年調査 49 笹井塚古墳 古

26 日ノ井古墳 古 50 掛の宮遺跡 縄・古

27 高寺古墳群 古 51 掛の宮塚古墳 古

28 生地場古墳 古 52 染屋台条里水田跡遺跡 弥～平 断続的に調査

29 中村Ⅱ遺跡 縄 53 向田古墳 古

30 荒神田遺跡 平 54 国分遺跡群 弥～平 97年より調査

31 訳日上遺跡 平 87年調査 55 信濃国分寺跡 奈 国指定史跡

32 中吉田遺跡 縄弥平 56 国分寺周辺遺跡群 縄～平 94・ 95年調査

38 今井遺跡 平 57 常入遺跡群 縄～平 96年調査

34 いなご坂遺跡 縄 58 金井裏遺跡 縄～平 85。 96年調査

35 吉田原古墳群 古 83 坂下古墳 古

40 上野東遺跡 縄 412 岩門城跡 近

41 陣馬塚古墳 古 440 東之手・西之手遺跡 古～平 82～86年調査

42 玄蕃塚古墳 古 445 柳町遺跡 古 90年調査

43 熱泰寺古墳 古 447 宮平遺跡 古～平 94年調査

44 熱泰寺遺跡 縄 457 染屋城跡 近

45 七ツ塚古墳 古 市指定史跡 A 大畑遺跡 中 95年調査

第 1表 周辺遺跡名表
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推定された。この建物のP it 6か らは、古墳時代後期の上師器の甕・郷が出上した。 SB

-02は 、桁行 2間梁行 2間廂付建物である。この建物のPit1 0か らは、土師器の甕・

壺・杯のほかに土製模造鏡が出上した。この上製鏡は、柱穴内部からの出上のため、建物

の構築に際しての地鎮のための鎮壇具である可能性が指摘されている。両遺構とも古墳時

代後期のものと想定されるが、今後の検討が必要とされている。

なお、下記に今回の調査と前回の調査 (創置の信濃国府跡推定地第 5次確認調査)と の

遺構の対応を示した。

第4節 遺跡の基本層序

土層凡例  I

Ⅱ

Ⅲ

A区基本層序

耕作土

2.5Y6/2灰黄色粘土

2.5Y7/8黄色粘土

B区基本層序

5Y5/1灰色粘土

2.5Y3/2黒褐色粘質土

Ⅳ
　
Ｖ

前

回

の
調
査

SB-01 SB-02

Pit
1

１

４４

Pit
5

・１

ハ６

Pit
7

・１

（υ

Ｐ Pit
10

Pit

ll

Pit
12

Pit
13

Pit
14

Pit
15

Pit
16

Pit
17

Ｐｉｔ

‐８

Pit
19

Ｐｉｔ

２０

Pit

21

Ｐｉｔ

２２

今
回

の
調
査

ST-12 ST-20 ST-21

不

明

不

明Ｐ

５

Ｐ

４

Ｐ

３

Ｐ

２

Ｐ

ｌ

Ｐ

６

Ｐ

‐８

Ｐ

９

Ｐ

８

Ｐ

７

Ｐ

６

Ｐ

ｌ０

Ｐ

Ｈ

Ｐ

５

Ｐ

ｌ

Ｐ

２

Ｐ

３

Ｐ

４

Ｐ

ｌ

Ｐ

２
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西之手遺跡の基本層序は、土層図に示すとおりである。

B区からA区にかけてなだらかに傾斜しているが、いずれの地区も土砂の堆積は少ない。

表上を除去すると強粘上が現われ、その中に遺構が存在する。これは、染屋台がローム層

の風化した強粘上で形成されているためである。遺構検出面は、A区でGL-4 0cm前後、

B区でGL-3 0cm前後である。
‐
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第 2図 西之手遺跡位置図(1/2′ 500)
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第 圭早 調査の結果

第 1節 概 要

西之手遺跡は、染屋台の中央部やや北寄りに位置しており、昭和 57～ 61年度に実施

された「創置の信濃国府跡推定地確認調査」においてその一部が調査された。特に、昭和

61年度の調査で確認された 2棟の掘立柱建物跡は、今回の発掘調査区域内にある。この

内容については、第一章第 3節において簡単に触れた。

また、今回の報告の発掘調査区域の東側隣接地を平成 9年度に「西之手遺跡第 2次発掘

調査」として実施 した結果、古墳時代後期の所産と推定される掘立柱建物跡・溝跡等の遺

構が検出されている。 (『西之手遺跡Ⅱ』1998 上田市教育委員会 )

西之手遺跡第 1次発掘調査区域は、A区からB区に向かつて標高が徐々にあがつていく。

方位でいうと南東から北西に向かっており、その比高差は海抜高 537.3～ 542.0

m間の4.7mを はかる。

検出された遺構は、竪穴住居跡 1軒・掘立柱建物跡 88棟・溝跡 9条・土噴 8基・ピッ

ト229基である。 うち、A区の遺構は、竪穴住居跡 1軒・溝跡 3条・土墳 2基・ピント
34基であり、B区の遺構は、掘立柱建物跡 38棟・溝跡 6条・土墳 6基・ピット195

基である。

遺物は、溝跡を中心に古墳時代中 。後期の土師器・須恵器が出土している。

第 2節 検出された遺構 と出土遺物

1 掘立柱建物跡

今回の調査の結果、 38棟の掘立柱建物跡が検出され、調査区域内の主要な部分を占め

ている。出土遺物量は微少で、図示できたものは古墳時代後期と推定される杯・甕・対の 7

個体 (第 79図)であった。詳細なデータは、実測図・観察表を参照していただくこととし、

ここでは、特徴的な建物跡・遺物について述べた後、概観してみたい。

特徴的な建物跡として、第 12・ 20。 25'27・ 34号をあげる。

第 12号 (第 17図 )は、桁行 4間×梁行 4間の大型の建物跡である。この建物跡内部

には、4基のピットが確認された。このピットを束柱として考えると、全体あるいは部分

的に床が存在した可能性が大きい。

第 20号 (第 25図)は、前回調査時点では、調査範囲の制約上規模の確定ができなか
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遺構名 規模 桁行 (m) 桁間 桁間 (m) 梁行 (m) 梁間 梁問 (m) 面積 (だ ) 主軸方向 *

第1号 5× 4 1.40 5 7.00 1.60 6.40 44.80 N-39° ―W N-51° 一E

第2号 2× 1 1.82 2 3.64 2.64 1 2.64 9.61 N-50° 一W N-40° 一E

第3号 2× 1 1.68 2 3.35 3.40 1 3.40 11.39 N-54° ―W N-36° 一 E

第4号 2× 1 1.80 2 3.60 3.10 1 3.10 11,16 N-37° 一W N-58° 一E

第5号 2× 2 2.54 2 5.07 1.63 2 3.26 16.53 N-13° ― E N-13° 一E

第6号 3× 3 1.74 5.24 1.45 4.36 22.85 N-84° ―W N-6° 一 E

第7号 3× 1 1.83 3 5.48 4.00 1 4.00 21.92 N-3° ― E N-3° ―E

第8号 3× 1 1,7C 3 5, 11 3.90 1 3.90 19.93 N-3° ― E N-3° ―E

第9号 3× 1 1.47 4.40 3,75 1 3.75 16.50 N-3° 一 E N-3° ―E

第10号 2× 2 1.64 3.28 1.62 3.23 10.59 N-58° 一 E N-58° ― E

第11号 2× 1 1.60 3.20 3. 15 1 3.15 10,08 N-83° ―W N-7° 一 E

第12号 4× 4 l.88 7.50 1,75 7.00 52.50 N-3° 一れた N-87° 一E

第13号 4× 3 1.60 6.40 1.90 5,70 36.48 N-3° 一W N-87° 一E

第14号 2× 1 2.05 4.10 3.40 1 3.40 13.94 N-56° ―W N-34° ―E

第15号 2× 1 2.03 4.06 3.68 1 3.68 14.94 N-21° ― E N-21° 一E

第16号 1× 1 3.14 1 3.14 2.60 1 2.60 8.16 N-68° 一W N-22° 一E

第17号 2× 1 1.87 3.73 3.10 1 3.10 11.56 N-23° ― E N-23° 一E

第18号 4× 4 1.60 6.40 1.50 6.00 38.40 N-8° 一W N-82° ―E

第19号 3× 2 1.58 4.75 1.95 3.90 18.53 N-20° 一 E N-20° 一E

第20号 3× 2 1.64 4.93 1,94 3.87 19.08 N-84° 一E N-84° 一E

第21号 1× 1 3.05 1 3.05 1.80 1 1.80 5。 49 N-10° ―E N-10° ― E

第22号 2× 1 1.80 3.60 3.10 1 3,10 11.16 N-82° 一 E N-82° 一E

第23号 2× 2 1.14 2 2.27 1.80 3.60 8,17 N-75° ―W N-15° ―E

第24号 2× 1 1.57 3. 15 3.04 1 3.04 9.58 N-16° 一W N-74° ―E

第25号 4× 3 1.25 4.98 1.48 4.44 22.11 N-25° 一W N-65° 一E

第26号 2× 3 1.95 3.90 1.30 3.90 15.21 N-76° 一W N-14° ― E

第27号 1.65 8.24 2.00 N-30° 一 E N-30° ―E

第28号 3× 3 1.66 5.00 1.53 4.60 23.00 N-10° ―W N-80° 一E

第29号 3× 3 1.87 5.60 1.37 4.10 22.96 N-85° 一W N-5° 一E

第30号 2× 1 1.45 2.89 2.66 1 2.66 7.69 N-82° 一 E N-82° ― E

第31号 3× 1 1.23 3.7C 3.00 1 3.00 11.10 N-30° ―W N-60° ―E

第32号 1.60 1.50 3.00 N-82° 一 E N-82° 一E

第33号 1.67 1.45 N-64° ― E N-64° 一E

第34号 2× 2 1.79 3.57 1,72 3.44 12.28 N-23° 一W N-67° 一E

第35号 2× 1 2.66 2 5,32 4.05 1 4.05 21.55 N-63° ― E N-63° 一 E

第36号 2× 1 1.85 3.70 3.09 l 3.09 11.43 N-45° ― E N-45° 一 E

第37号 1.50 3.80 1 3.80 N-42° ― E N-42° ―E

第38号 1× 1 2,86 1 2.86 2.80 l 2.80 8.01 N-72° 一E N-72° 一E

第 2表 掘立柱建物跡の値
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つたが、今回の調査により3間 ×2間の入側柱式の建物であることが判明した。入側柱式

の建物跡は第 20号のみであり、第 12号と同様に部分的に床が存在した可能性が大きい。

遺物としては、前回調査時にP7から土製模造鏡 (第 127図 -6)が出土している。この模

造鏡が、地鎮のための鎮壇具である可能性が指摘されていることについては、前述のとお

りである。

第 25号 (第 30図 )は、桁行 4間×梁行 3間の側柱式の建物跡である。この建物跡の

南辺では、柱穴が一直線上に並ばず、P13・ 14が外側に張り出している。これは、北

辺と南辺の比高差が 1 2cmを はかるという地形の制約のためとも考えられる。しかし、第

18号においては、比高差が 2 4cmをはかつているにもかかわらず、柱穴が一直線上に

ならんでいるので、地形上の制約を受けている可能性は薄く、何らかの特定の機能があつ

たと考えられる。また、P7・ 8は、P5・ 1に対応する控柱のような印象を受ける。だ

が、他の建物跡には、控柱の痕跡が確認できなかったため、この建物跡は、入側柱式的な

要素を持つ可能性が強い。

第 27号 (第 32図 )は、西側が調査区域外になってしまうため、規模の確定はできな

いが、 5間 ×3間以上の大型の建物跡である。確認できた一辺も8,24mを はかり、今

回の区域内で最長である。柱穴の平面形態は、他の建物跡はほとんどが円形であるのに対

して、P7を除いて楕円形を呈し、柱自体の掘り方も明確である。 P6からは、臼玉 (第

128図 -1。 2)が 2個出上した。

第 34号 (第 39図 )は、桁行 2間 ×梁行 2間の側柱式の建物跡である。遺物としてP

3・ 7からそれぞれ完形の小型甕・増 (第 79図 -6・ 7)が出土した。いずれも古墳時代後

期の所産と推定される。遺物が完形で出上しているということは、この建物の廃絶時に埋

められた可能性が非常に高い。この建物跡において、P3は北隅 。P7は南隅に位置し、

2基の柱穴が紺角線上に存在することを考え合わせると興味深い。

さて、建物跡の概観であるが、規模・柱間の寸法。切り合い関係・主軸方向の4点につい

規 模 遺 構 名 計

1× 1 第16・ 2卜 38号

2× 1 第2・ 3・ 4・ H。 14・ 15・ 17・ 22・ 24・ 30。 35'36号 12

2× 2 第5・ 10,23・ 34号

2× 3 第26号 1

3× 1 第7・ 8,9。 31号 4

3× 2 第 19・ 20号 1

3× 3 第6・ 28・ 29号 3

4× 3 第13・ 25号 2

4× 4 第12・ 18号 2

5× 4 第1号 l

不明 第27・ 32・ 33・ 37号 4

第 3表 掘立柱建物跡の規模

て分析してみたい。

まず、規模については、第 3

表。第 3図に示すとおりである。

これらからわかることは、 2間

×2間以下の小規模の建物跡が

全体の半分を占めるということ

である。特に、 2間 Xl間の建

物跡は全体の 1/3を 占める。

また、 2間 ×3間以上の建物跡

の割合は、それぞれ 10°/。内外
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である。これは、 2

間×2間以下の小規

模の建物跡が今回の

発掘調査区域内で最

も使用されていたこ

とになる。一般的に

掘立柱建物跡は、遺

物等が少ないため、

その用途を特定する

ことは難しい。今回

についても同様であ

るが、一般の竪穴住居跡とは、違いがあるということだけは確かである。

柱間の寸法は、桁行。梁行それぞれ 1間の長さの散らばりを第4図に示した。

桁行は、ほぼ 1.50～ 2.00mに 集中していることがわかる。さらに、この範囲の

中でいうと1.60m付 近と1.80m付 近に集中するといえないこともない。梁行にな
ると、そのばらつきは、さらに顕著になり1.50～ 2.00m、 3.00～ 4,00m
の範囲にピークがきている。また、 11・ 13～ 15・ 33・ 38号は、桁行・梁行の長

さはほぼ一致している。これらから、 1間の長さの基準が 1.50～ 2.00mの 範囲に

あるのではないかと推定される。

切り合い関係は、建物跡同士では第 1号と第 2号、第 13号と第 15号、第 21号と第

国 1× 1

■ 2× 1

日 2× 2

回 2× 3

日 3× 1

熙 3× 2

■ 3× 3

日 4× 3

■ 4× 4

■ 5× 4

口不明

3%     10%

第 3図 掘立柱建物跡の規模

と

■
B日

■

___      ●B   tt H

|   _ ● B

・・ 皇: 
°・ :⌒  aIB ~. ...・・

B
●

・
..畠   .a・

B・

● ■ ロ 日 〓.
●  ・

4 50

400

3 50

3.lXl

2 50

21111

1 50

l l10

15             20             25

第 6図 桁行・梁行の長さ

遺構番号
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新 1日

遺
構
名

ST-22 ST-21

ST-23 ST-24

ST-18 SD-08

SD-04 ST-27

SD-04 ST-37

第 4表 切 合 い の 新 旧 関 係

少なく妥当性を欠く可能性が大きいので取り扱わない。

主軸方向は、国家座標の北と桁行方向のなす角度であらわしているので比較しにくいた

15       20        25

第 5図 主軸方向の散らばり 遺構番号

め、ここでは】ヒから東に傾いているものはそのまま使用し、西に傾いているものは 90°

加算したものを使用した。これらをまとめたものを第 2表の*欄及び第 5図に示した。第

5図によると主軸方向は、まんべんなく分散している。そのなかで主軸方向が集中する箇

所を中心に 4群に分類してみたい。4群の内訳は、N-3～ 10° 一Eを I群 (第 6～ 9・

11・ 21・ 29号 )、 N-13～ 45° ―Eを Ⅱ群 (第 2・ 3・ 5・ 14～ 17・ 19・

23・ 26・ 27・ 36・ 37号 )、 N-51～ 67° 一EをⅢ群 (第 1・ 4・ 10・ 25。

31・ 33～ 35号 )、 N-72～ 87° ―EをⅣ群 (第 12・ 13・ 18・ 20・ 22・

24・ 28・ 30・ 32・ 38号 )と した。各群の特徴は次に示すとおりである。

I群は、第 6～ 9号が主要な構成要素である。第 7～ 9号については、同規模の建物跡

が同一の主軸方向で北から南に並び、その北側に第 6号が配置されている。このため、関

連した遺構と考えられ、注目される。Ⅱ群は、主に第 5号溝跡の南側にそって配置されて

22号、第 23号 と第 24号の 4ヵ 所、建物

跡と溝跡では第 18号と第 8号溝跡、第 25

号と第 8号溝跡、第 27号 と第 4号溝跡、第

37号 と第 4号溝跡の 5ヵ所認められた。こ

の新旧関係について明確なものは、第 4表に

示すとおりである。これ以外の切り合い関係

について新旧を明確にすることは、遺物等が

主

軸

方

位

0・ ●   _0●
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いる。Ⅲ群は、第 12・ 13・ 18号が主要な構成要素である。いずれも4間×3間以上の

建物跡であり、その機能は、注目される。Ⅳ群は、調査区全体に散在しているため、その

規格性は薄い。

さて、各群の時期であるが、遺物が非常に少ないため、遺構の切り合い関係に限定して

検討してみたい。第 4表の第 21号 と第 22号、第 23号と第 24号からそれぞれ I群よ

りⅡ群が新しく、Ⅱ群よりⅢ群が新しい。このため、 I群が最も古くⅡ群、Ⅲ群と新しく

なると考えられる。Ⅳ群の時期については、不明である。

なお、各群の角度の範囲は、 7° ～ 32° とばらつきがあるため、今後の調査の進展に

より更に精密な分類が期待される。

以上、掘立柱建物跡について簡単に概観した。

2 竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡 (第 44図 )は、南側 1/4が撹乱を受けているため平面形態は不明
であるが、北側部分と考え合わせると隅丸長方形と思われる。火処は確認できなかった。

遺物 (第 81図 )は、床付近と遺構検出面付近の 2ヵ所から主に出上し、前者より弥生

時代後期から古墳時代初頭の所産と思われる甕・台付甕・甑・高不等が、後者より古墳時

代後期の所産と思われる甕・郷・高郷等が出土した。

本住居跡の所産期は、床付近からの遺物からみて弥生時代後期から古墳時代初頭と考え

られ、他の時代の遺物は他所からの流れ込みと推定される。

第 2号竪穴状遺構 (第 45図 )は、調査開始当初は竪穴住居跡として考えていた。しか

し、遺構を掘り上げた結果、床面が確認できず、平面プランも一定しないため、竪穴住居

跡としての可能性は薄いと判断し、竪穴状遺構として報告した。

遺物は、土師器の小破片が十数〕点出上している。

3 溝跡

今回の調査により、溝跡は 9条確認された。このうち、第 7～ 9号については遺構全体

を調査できたが、その他については一部の確認にとどまった。

第 1・ 3・ 4号 (第 46・ 47・ 52図 )は、遺構の一部のみの調査であるため、その性格付

けは難しい。遺物としては、第 1・ 4号 (第 82・ 102図 )についてのみ図示できた。いず

れも古墳時代後期の所産と推定される。なお、第 1号から管玉 2点、石製模造品 1点 (第

128図 3・ 4・ 6)が出土した。

第 7～ 9号 (第 58・ 53・ 77図 )は、いずれも自然遺構と思われる。第 7・ 8号の存在す

る場所は、小規模な段丘の裾にあたり、降水があつたときに機能したと考えられる。遺物

(第 121・ 122図 )は、いずれも古墳時代後期の所産と推定される。
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第 2号 (第 48～51図 )は、A区西部を北東から南西へ横切つており、約 27mの長さ

にわたつて検出された。最大幅 4.80m、 溝底の比高差は海抜高 537.00～ 536.

47m間 の0.53m、 その深さは北半で 6 4cm、 南半で 4 4cmを はかる。そのプラン

は一定せず、南東にいくにしたがつて幅は狭くなる。溝底には大小の円礫が存在し、覆土

の観察所見とあわせると、本遺構の機能時には水流があつたことが推定される。遺物 (第

88～ 101図 )は、イ・甕を中心として他に高杯 。靖 。臨等が出上した。その所産期は、古

墳時代中期が中心と考えられる。なお、第 48図 中に示した二十数点の一括土器は、覆土

の 4層下部より出土し、それと同じ高さで大小の円礫を多数確認した。また大部分の上器

が 4層を中心に出土した。

第 5号 (第 54～ 56図 )は、B区北部を東から西へ横切つており、約 70mの長さにわ

たって検出された。最大幅 7.20m、 溝底の比高差は海抜高 541.25～ 540.6

7m間の 0。 58m、 その深さは西半で 5 2cm、 東半で 4 4cmを はかる。覆土の観察所

見から考えると、本遺構の機能時には水流があり、その流れも何度か変更している。この

変更の要因は、プランが一定しないため、自然的要因である可能性が高い。溝底には、東

から約 25mにわたつて大小の円礫が多数確認されたが、そこから西側については、ほと

んど礫は確認されなかった。遺物 (第 103～■7図 )は、不・甕を中心に高杯 。対等が多

数出土した。その所産期は古墳時代後期前半が中心と考えられる。また、匙形土製品 2点

(第 127図 -1・ 2)・ 管玉 1点 (第 128図 -5)が出上した。遺物の大部分は、溝底に礫のな

いところからの出上であり、そのほとんどが破片としての出上であった。出上したイの中

に、体部に稜を持つもの (第 105図 -46～57)があるため、本遺構の機能は第 2号に比べ

ると新しい時期まで残ると推定される。なお、西之手遺跡第 2次調査で検出した第 1号溝

跡と本遺構が接続する可能性が想定される。

第 6号 (第 57図 )は、B区西部を北から南へ横切つており、約 36mの長さにわたつ

て検出された。最大幅 1.96m、 溝底の比高差は海抜高 540.80～ 540.14m

間の0.66m、 その深さは北半で 9 cm、 南半で 2 9cmをはかる。そのプランは、北半

部でクランク状を呈する場所が 1カ 所存在し、中央部で南西方向と南方向の 2又に別れる。

南方向へ向かうものは南端で消滅してしまうため、南西方向へ向かうものが本流と推定さ

れる。溝底には、円礫が数ヵ所に確認された。水流は、北端に水源となるものが皆無のた

め、降水のあつたときにのみ存在したと考えられる。本遺構は、自然的要因ではできにく

いクランク状を呈する箇所があるため、人為的に作られた可能性が強い。位置的関係から

考えると2号と接続する可能性も考えられる。遺物 (第 ■8～ 120図 )は、古墳時代中・後

期の所産と思われるイ・甕等が出土した。
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4 土墳

第 1～ 8号 (第 59図 )は、規模・配置とも規格性が薄く、遺構の性格は不明である。

遺物は、土師器 。須恵器の小破片が大部分であり、第 7号から出上した不 (第 123図 )のみ

図示した。
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第1号掘立柱建物跡

遺構図版 第 6図 遺物図版 規模 桁行 5間 (7.00m)× 梁行 4間 (6.40m)

主軸方向 N-39° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.40m 梁行1.60m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.42 0.4C 0.07 円形 征
＾

0.46 0.42 0.34 円形 征
＾

2 0.39 0.38 0.42 円形 有 0.37 0.86 0.30 円形 征
ヽ

3 0。 38 0.3C 0.23 円形 征
小

10 0。 42 0.38 0。 16 円形 鉦
ツヽ、、

4 0.47 0.43 0.38 円形 有 0。 42 0.39 0。 39 円形 錘
ヽ

5 0.41 0.38 0.10 円形 征
小

12 0.56 0.48 0.42 円形 征
小

6 0,38 0.3C 0.14 円形 征
＾

0.46 0.43 0.40 円形 征
小

7 0.26 0.2E 0.36 円形 征
小

備

考

P2・ 4・ 6・ 7・ 8・ 9か ら土自市器片出土
北西隅は調査区域外
ST一 02と切り合い関係

第2号掘立柱建物跡

遺構図版 第 7図 遺物図版 規模 桁行 2間 (3.64m)× 梁行 1間 (2.64m)

主軸方向 N-50° ―W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.82m 梁行2.64m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

l 0。 36 0.38 0.34 円形 征
〔

4 0.34 0.34 0。 42 円形 征
〔

2 0.48 0.46 0.46 円形 征
＾

5 0。 42 0。 36 0.42 円形 征
＾

3 0.34 0.26 0.36 円形 鉦
ヽ

6 0。 32 0.30 0.28 円形 任
ヽ

備

考

P2か ら土師器片出土
ST-01と 切 り合い関係

第 5表 掘立柱建物跡観察表(1)

-88-



第3号掘立柱建物跡

遺構図版 第 8図 遺物図版 規模 桁行 2間 (3.35m)× 梁行 1間 (3.40m)

主軸方向 N-54° ―W 棟方向 北西南東棟

柱問寸法 桁行1.68m 梁行3.40m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.38 0。 36 0.21 円形 征
＾

4 0,38 0.36 0.28 円形 征
小

0,34 0。 33 0.28 円形 征
ヽ

5 0.3( 0.36 0。 35 円形 征
小

0.40 0.39 0.42 円形 征
＾

6 0,37 0.36 0,31 円形 鉦
〔

備

考

・ 3・ 5か ら土日峙 芹 出土

第4号掘立柱建物跡

'遺
構図版 第 9図 遺物図版 規模 桁行 2問 (3.60m)×梁行 1間 (3.10m)

主軸方向 N-37° ―W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.80m 梁行3.10m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.36 0.34 0.22 円形 征
＾

4 0。 36 0.34 0.18 円形 征
小

2 0.42 0.38 0.18 円形 鉦
小

5 0.38 0.3[ 0。 24 円形 征
小

0.40 0.36 0,26 円形 鉦
＾

6 0.34 0.34 0.28 円形 征
〔

備

考

2・ 5から土師器片出土

第 6表 掘立柱建物跡観察表(2)
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第5号掘立柱建物跡

遺構図版 第 10図 遺物図版 規模 桁行 2間 (5.07m)X梁行 2間 (3.26m)

主軸方向 N-13° ― E 棟方向 南北棟

柱間寸法 府行2.54m 梁行1,63m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,32 0.30 0。 24 円形 征
ヽ

5 0.31 0.30 0.lg 円形 征
＾

2 0.38 0.34 0。 24 円形 征
小

6 0.34 0,34 0,24 円形 伍
＾

0.40 0,34 0.23 円形 鉦
ヽ

7 0,30 0.28 0.16 円形 征
＾

4 0,3C 0.36 0。 24 円形 征
小

8 0.36 0.32 0,24 円形 伍
ヽ

備

考

P6。 8か ら士師器片出土

第6号掘立柱建物跡

遺構図版 第 1 1図 遺物図版 規模 桁行 3問 (5.24m)× 梁行 3間 (4,36m)

主軸方向 N-84° 一W 棟方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.74m 梁行1.45m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,32 0.26 0。 2E 円形 征
〔

8 0.38 0.38 0.30 円形 征
＾

2 0.34 0,32 0.24 円形 征
ヽ

9 0。 42 0,38 0.25 円形 征
ヽ

0,34 0.32 0.18 円形 征
＾

10 0.44 0.44 0。 26 円形 征
＾

4 0。 40 0。 40 0.18 円形 征
〔

0.34 0.34 0.26 円形 征
小

5 0.38 0,36 0。 16 円形 征
ヽ

12 0,34 0.32 0.23 円形 征
小

6 0.38 0.38 0.28 円形 征
＾

0。 34 0.30 0.26 円形 征
＾

7 0.40 0,36 0。 28 円形 征
〔

備

考

P3・ 5・ 8・ 9・ 13か ら土師器片出土

第 7表 掘立柱建物跡観察表(3)
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第7号掘立柱建物跡

遺構図版 第 12図 遺物図版 規模 桁行 3間 (5,48m)× 梁行 1間 (4.00m)

主軸方向 N-3° 一 E 棟方向 南北棟

柱間寸法 桁行1.83m 梁行4.00m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

l 0.48 0.46 0.22 円形 征
ヽ

5 0.49 0。 39 0.22 円形 鉦
小

2 0.4ε 0。 44 0,19 円形 征
＾

6 0.48 0.42 0.20 円形 征
＾

3 0.42 0.38 0.24 円形 征
＾

7 0.45 0.44 0.21 円形 鉦
＾

4 0.4C 0.40 0.18 円形 征
小

8 0,42 0,40 0.22 円形 征
ヽ

備

考

P4か ら土師器片出土

第8号掘立柱建物跡

遺構図版 第 13図 遺物図版 規模 桁行 3間 (5。 1lm)× 梁行 1間 (3.90m)

主軸方向 N-3° 一 E 棟方向 南北棟

柱間寸法 桁行1.70m 梁行3.90m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

l 0.58 0.42 0.36 楕円形 征
＾

5 0.40 0.38 0.4C 円形 征
〔

0。 38 0.37 0.28 円形 征
＾

C 0。 42 0。 36 0。 28 円形 征
ヽ

0.3C 0.31 0.30 円形 征
小

7 0。 36 0.34 0.30 円形 征
＾

4 0.34 0,38 0.38 円形 征
小

8 0.34 0.33 0,22 円形 征
＾

備

考

第 8表 掘立柱建物跡観察表(4)
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第9号掘立柱建物跡

遺構図版 第 14図 遺物図版 規模 桁行 3間 (4.40m)× 梁行 1間 (3.75m)

主軸方向 N-3° ― E 棟方向 南北棟

柱間寸法 桁行1.47m 梁行3.75m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.40 0.38 0.34 円形 鉦
＾

0.46 0.38 0.48 精円形 鉦
小

0.42 0.38 0.36 円形 征
＾

C 0.40 0。 38 0.44 円形 征
ヽ

0.50 0.36 0.42 楕円形 征
＾

7 0.44 0.42 0,38 円形 鉦
＾

0。 44 0,40 0.48 円形 征
＾

8 0.46 0。 44 0.50 円形 征
＾

備

考

1か ら土師器庄出土

第10号掘立柱建物跡

遺構図版 第 15図 遺物図版 第 7 9図 規模 桁行 2間 (3.28m)X梁行 2間 (3.23m)

主軸方向 N-58° 一 E 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 桁行1.64m 梁行1,62m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.30 0,29 0。 24 円形 征
〔

0。 30 0。 28 0.28 円形 征
小

2 0.28 0。 26 0.16 円形 笠
＾

C 0.36 0.3C 0。 16 円形 征
小

0.28 0.28 0。 16 円形 征
小

7 0,36 0。 34 0.2C 円形 征
＾

4 0。 30 0,28 0.24 円形 征
＾

8 0.22 0.21 0.3C 円形 鉦
小

備

考

5(第 79図 -1)が ら土師器片出土

第 9表 掘立柱建物跡観察表(5)
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第11号掘立柱建物跡

遺構図版 第 16図 遺物図版 規模 桁行 2間 (3.20m)×梁行 1間 (3.15m)

主軸方向 N-83° ―W 棟方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.60m 梁行3.15m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.24 0.24 0.28 円形 征
＾

4 0.38 0.32 0,38 楕円形 有

2 0。 21 0.20 0,04 円形 征
＾

5 0。 28 0.27 0。 11 円形 征
ヽ

3 0。 25 0.25 0.22 円形 征
＾

6 0.28 0.28 0。 14 円形 征
小

備

考

5・ 6か ら土師器片出土

第12号掘立柱建物跡

遺構図版 第 17図 遺物図版 第 7 9図 規模 桁行 4間 (7.50m)×梁行 4間 (7.00m)

主軸方向 N― 3° ―W 棟方向 南北棟

柱間寸法 桁行1.88m 梁行 1.75m

柱

火

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.36 0.34 0.34 円形 征
＾

0.42 0.38 0.40 楕円形 征
ヽ

0.52 0,38 0.40 楕円形 有 12 0.32 0。 30 0.36 円形 征
＾

3 0.39 0,30 0.38 精円形 鉦
ヽ

0.34 0,30 0.30 精円形 征
小

4 0.54 0,40 0.36 精円形 有 14 0.48 0,34 0,36 精円形 征
小

0.38 0。 36 0.38 円形 征
ヽ

0。 44 0.38 0。 36 楕円形 包
小

6 0.40 0,34 0,44 楕円形 征
＾

16 0.32 0.28 0.40 楕円形 有

7 0.40 0。 38 0,33 円形 征
＾

0.22 0.20 0.20 円形 狂
小

8 0。 38 0。 28 0.34 精円形 征
（

18 0.23 0.20 0.18 円形 鉦
＾

9 0.44 0.44 0,30 円形 有 19 0,32 0。 22 0.24 精円形 征
ヽ

10 0.58 0.34 0,38 精円形 征
＾

20 0.28 0,20 0。 22 精円形 鉦
＾

備

考

P6・ 8(第79凶 -2)。

前回一部調査

2・ 3・ 9か ら土師器片出土

第10表 掘立柱建物跡観察表(6)
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第13号掘立柱建物跡

遺構図版 第 18図 遺物図版 規模 桁行 4間 (6.38m)× 梁行 3間 (5。 70m)

主軸方向 N一 3° ―W 棟方向 南北棟

柱間寸法 桁行1.60m 梁行 1.90m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.28 0.26 0。 20 円形 征
＾

8 0。 26 0.24 0,34 円形 征
小

2 0.25 0.25 0.24 円形 征
〔

9 0.2C 0.29 0。 18 円形 延
＾

0.27 0。 27 0。 30 円形 征
＾

0。 2G 0.27 0.14 円形 鉦
＾

4 0.30 0.28 0.20 円形 征
ヽ

0.33 0,32 0。 12 円形 毎
ヽ

0.28 0。 2C 0.16 円形 征
〔

12 0.32 0.31 0。 22 円形 征
＾

0.28 0.28 0.15 円形 征
ヽ

13 0.32 0.31 0。 21 円形 征
＾

7 0,26 0。 24 0。 24 円形 征
ヽ

14 0.29 0.28 0。 1[ 円形 銀
ヽ

備

考

P9。 13か ら土師器片出土
ST-15と 切 り合い関係

第14号掘立柱建物跡

遺構図版 第 19図 遺物図版 規模 桁行 2間 (4.10m)× 梁行 1間 (3.40m)

主軸方向 N-56° 一W 陳方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行2.05m 梁行3.40m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.48 0.40 0.18 円形 鉦
＾

4 0.37 0.37 0.21 円形 征
小

2 0,30 0.30 0。 14 円形 笠
小

5 0.40 0.36 0。 18 円形 征
小

0.38 0.37 0.18 円形 征
ヽ

6 0.39 0.34 0.14 円形 銀
〔

備

考

第11表 掘立柱建物跡観察表(7)
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第15号掘立柱建物跡

遺構図版 第 20図 遺物図版 規模 桁行 2間 (4.06m)× 梁行 1間 (3.68m)

主軸方向 N-21° ― E 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 府行2.03m 梁行3.68m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,38 0.36 0.18 円形 征
＾

4 0.40 0.36 0,44 楕円形 征
小

2 0.38 0.36 0.12 円形 征
ヽ

0.42 0.40 0.22 円形 征
小

3 0.51 0,36 0.24 円形 有 6 0.44 0,38 0.18 円形 征
〔

備
　

　

考

Pl・ 3・ 6か ら土師器片出土
ST-13と 切 り合い関係

第16号掘立柱建物跡

遺構図版 第 21図 遺物図版 規模 桁行 1間 (3.14m)× 梁行 1間 (2.60m)

主軸方向 N-68° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行3.14m 梁行2.60m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0。 4[ 0.42 0。 16 円形 征
ヽ

4 0.4g 0:46 0.32 円形 鉦
ヽ

2 0。 4〔 0.38 0.36 円形 征
ヽ

0.4C 0.40 0.36 円形 征
〔

備

考

P4か ら土師器片出土

第12表 掘立柱建物跡観察表(8)
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第17号掘立柱建物跡

遺構図版 第 2 2図 遺物図版 規模 府行 2間 (3.73m)× 梁行 1間 (3.10m)

主軸方向 N-23° ―W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.87m 梁行3.10m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.31 0.28 0,22 円形 征
ヽ

4 0。 38 0,36 0。 15 円形 征
ヽ

0,36 0。 12 0。 14 円形 征
＾

5 0.32 0,30 0.11 円形 征
＾

0.33 0.30 0.18 円形 延
ヽ

6 0.29 0.28 0.20 円形 征
＾

備

考

第18号掘立柱建物跡

遺構図版 第 2 3図 遺物図版 規模 桁行 4間 (6.40m)× 梁行 4間 (6.00m)

主軸方向 N-8° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.60m 梁行1.50m

柱

　

　

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.62 0.60 0.52 円形 征
ヽ

10 0.3C 0.46 円形 鉦
小

つ
つ 0,38 0,3ε 0.36 円形 有 0,30 0。 28 0.42 円形 征

〔
0.42 0.4C 0,46 円形 征

ヽ
12 0.36 0,32 0,34 円形 錘

小
4 0.38 0。 36 0.40 円形 有 0,34 0.32 0。 32 円形 征

〔
5 0,42 0.36 0.50 円形 征

＾
14 0.43 0。 38 0.32 円形 征

＾
6 0.40 0.36 0。 42 円形 征

〔
15 0.46 0.40 0,36 精円形 有

7 0.36 0.34 0.38 円形 征
＾

16 0.50 0,40 0,42 楕円形 征
〔

8 0.44 0.86 0,44 楕円形 征
〔

0.50 0.41 0,46 楕円形 鉦
〔

9 0.32 0,40 円形 有

備

考

Pl・ 2・ 3・ 6・ 7・ 11・ 12・ 14から土師器片出王
P10が P9をきる
SD-08を きる

第13表 掘立柱建物跡観察表(9)
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第19号掘立柱建物跡

遺構図版 第 24図 遺物図版 規模 桁行 3間 (4.75m)× 梁行 2間 (3.90m)

主軸方向 N-20° 一 E 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 桁行1.58m 梁行1.95m

柱

　

　

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.22 0。 22 0。 23 円形 征
＾

C 0.32 0,28 0,10 円形 延
＾

2 0.44 0.36 0.22 円形 任
（

7 0。 32 0.32 0.26 円形 鉦
ヽ

0,38 0.37 0.23 円形 征
ヽ

[ 0.36 0.36 0.26 円形 征
ヽ

0.34 0,34 0.2C 円形 征
〔

C 0.36 0.32 0.20 円形 征
ヽ

0.36 0,3C 0.2コ 円形 征
小

0.34 0.32 0。 16 円形 征
＾

備

考

P4・ 5・ 8・ 10か ら土師器片出土
ST-19P2が P-135を きる

第20号掘立柱建物跡

遺構図版 第 25図 遺物図版 第 79図 規模 桁行 3間 (4.93m)× 梁行 2間 (3.87m)

主軸方向 N-84° 一 E 棟方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.64m 梁行1.94m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.36 0。 35 0,20 円形 有 7 0.50 0.4( 0.29 円形 有

2 0.44 0,40 0。 23 円形 有 8 0.34 0,32 0.29 円形 延
ヽ

0.28 0.26 0.16 円形 征
小

9 0.36 0。 34 0.24 円形 有

4 0.28 0.28 0.19 円形 征
ヽ

0.33 0。 25 0.29 円形 有

5 0.27 0.26 0.38 円形 征
〔

11 0.28 0.24 0.13 円形 有

6 0.34 0.33 0。 19 円形 征
＾

備

考

P6(第 79図 -3)・ 7か ら土師器症出土
入側柱式

前回調査

P7か ら土裂模造鏡出土

第14表 掘立柱建物跡観察表(10)
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第21号掘立柱建物跡

遺構図版 第 26図 遺物図版 規模 桁行 1間 (3.05m)× 梁行 1間 (1.80m)

主軸方向 N-10° 一 E 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 府行3.05m 梁行1,80m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.50 0.50 0。 30 円形 征
ヽ

0.48 0.44 0。 32 円形 征
小

2 0.44 0,43 0.38 円形 鉦
小

4 0.52 0.2C 0.26 楕円形 征
小

備

考

P2から土師器片出土
ST-21P4が ST-22P31こ 切られる

第22号掘立柱建物跡

遺構図版 第 27図 遺物図版 第 79図 規模 桁行 2間 (3.60m)X梁行 1間 (3.10m)

主軸方向 N-82° 一 E 棟方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.80m 梁行3.10m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0。 48 0,44 0,34 円形 征
ヽ

0,42 0,40 0。 24 円形 鉦
＾

0.48 0.38 0。 45 楕円形 鉦
小

0.4C 0.4C 0.31 円形 征
ヽ

0.50 0.4C 0.26 精円形 征
＾

C 0.58 0.53 0.40 円形 毎
＾

備

考

Pl(第 79図 -4)・ 2・ 3・ 4・ 5から土師器片出土 P6(第79図 -5)から土師・須恵器片出土
ST-22P3が ST-21P4を きる

第15表 掘立柱建物跡観察表(11)
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第23号掘立柱建物跡

遺構図版 第 28図 遺物図版 規模 桁行 2問 (2.27m)× 梁行 2問 (3.60m)

主軸方向 N-75° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.14m 梁行1.80m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.60 0.32 0。 3℃ 円形 征
＾

6 0.60 0.5C 0.22 円形 有

0。 36 0,34 0.3C 円形 征
小

7 0.46 0.44 0.3C 円形 征
ヽ

4 0.42 0,38 0.32 円形 征
〔

8 0.44 0.40 0.42 円形 征
ヽ

0.42 0.40 0。 3C 円形 有 9 0,36 0。 36 0.24 円形 征
＾

備

考

P4・ 5・ 6・ 7・ 8,9から土師器片出土
ST-23P6が ST-24P2を きる

第24号掘立柱建物跡

遺構図版 第 2 9図 遺物図版 規模 桁行 2間 (3.15m)X梁行 1間 (3.04m)

主軸方向 N-16° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 府行1.57m 梁行3.04m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

l 0.34 0,32 0。 2C 円形 有 4 0。 35 0,34 0.24 円形 有

2 0.36 0.34 0.38 円形 征
＾

5 0。 36 0。 28 0.27 楕円形 有

3 0。 34 0.28 0,38 円形 有 6 0。 30 0,30 0。 20 円形 征
〔

備

考

Pl・ 3・ 4・ 6から土師器片出土
ST-24P2が ST-23P6に 切られる

第16表 掘立柱建物跡観察表(12)
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第25号掘立柱建物跡

遺構図版 第 30図 遺物図版 規模 桁行 4間 (4.98m)× 梁行 3間 (4,44m)

主軸方向 N-25° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.25m 梁行1.48m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0。 35 0.35 0.24 円形 征
＾

12 0,34 0。 30 0,20 円形 征
〔

0,40 0.30 0。 20 楕円形 有 0.3C 0.29 0。 22 由形 征
＾

0.34 0.3( 0。 14 円形 征
〔

14 0.34 0.34 0.22 円形 征
＾

0,48 0.34 0.16 楕円形 有 15 0。 30 0.28 0,1` 楕円形 征
＾

7 0。 28 0.2ε 0,08 円形 征
＾

16 0.30 0。 3C 0.2ε 円形 征
＾

8 0。 36 0.2ε 0,14 楕円形 征
＾

17 0.28 0.27 0.2C 円形 征
＾

0.35 0.34 0。 14 円形 征
＾

18 0.26 0,2C 0.19 円形 征
小

備

考

P10・ 12・ 16・ 17・ 18か ら土師器駆
SD-08と 切り合い関係

第26号掘立柱建物跡

遺構図版 第 31図 遺物図版 規模 府行 2間 (3,90m)× 梁行 3間 (3.90m)

主軸方向 N-76° 一W 棟方向 南北棟

柱間寸法 桁行1.95m 梁行1.30m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.56 0.54 0。 30 円形 有 8 0.7C 0.55 0,35 楕円形 有

2 0.44 0,42 0.34 円形 有 10 0。 42 0。 36 0.20 円形 征
ヽ

3 0.60 0.48 0.32 精円形 有 0.52 0.44 0.30 円形 有

5 0.68 0.48 0.34 精円形 有
つ
う 0.38 0,3[ 0.34 円形 有

7 0,58 0.52 0.37 円形 征
＾

14 0。 62 0.5C 0.38 円形 有

備

考

Pl・ 2・ 3・ 5。 7・ 8・ 10。 11・ 12・ 14か ら土師器片出土

第17表 掘立柱建物跡観察表(13)
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第27号掘立柱建物跡

遺構図版 第 3 2図 遺物図版 第 128図 規模 府行 5間 (8.24m)× 梁行 間(  m)

主軸方向 N-30° ― E 棟方向

柱間寸法 桁行1.65m 梁行2.00m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.64 0.48 0.58 楕円形 有 5 0.50 0.42 0,34 精円形 有

2 0.54 0.42 0.52 楕円形 有 6 0.52 0.36 0,36 精円形 有

3 0.66 0.44 0.5C 楕円形 有 7 0.41 0。 40 0.22 円形 征
小

4 0.50 0.45 0。 28 楕円形 有 8 0.66 0,42 0.58 楕円形 有

備

考

P4から土師器片出土
SD-04に 切られる

P6か ら臼玉 2個 (第 128図 1・ 2)出土

第28号掘立柱建物跡

遺構図版 第 33図 遺物図版 規模 桁行 3間 (5,00m)× 梁行 3問 (4.60m)

主軸方向 N-10° 一W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.66m 梁行1.53m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,32 0.30 0.20 円形 鉦
ヽ

0.32 0。 30 0,24 円形 征
ヽ

2 0.28 0.26 0.28 円形 征
＾

8 0.30 0.30 0.16 円形 征
＾

3 0.26 0.24 0.30 円形 征
＾

9 0.30 0.30 0。 12 円形 征
〔

4 0.32 0.32 0.26 円形 征
小

10 0。 32 0.30 0,16 円形 伍
＾

5 0.30 0.26 0.22 円形 征
＾

0.2[ 0。 30 0.20 円形 鉦
ヽ

6 0。 28 0,24 0。 18 円形 征
＾

12 0.2( 0.26 0.20 円形 征
〔

備

考

2・ 3・ 4から土帥器庁出土

第18表 掘立柱建物跡観察表(14)
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第29号掘立柱建物跡

遺構図版 第 34図 遺物図版 規模 桁行 3間 (5.60m)× 梁行 3間 (4.10m)

主軸方向 N-85° 一W 棟方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.87m 梁行1.37m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.50 0.46 0.34 円形 径
小

0。 48 0.46 0.42 円形 有

2 0.48 0。 44 0,30 円形 征
＾

8 0.40 0,36 0,36 円形 征
＾

3 0.54 0.50 0。 46 円形 征
（

9 0.44 0.42 0.40 円形 征
＾

4 0.58 0.56 0。 36 円形 征
ヽ

10 0.53 0.48 0。 44 円形 征
ヽ

5 0.46 0.44 0.34 円形 征
ヽ

0.44 0.43 0.46 円形 鉦
小

6 0.46 0.40 0.46 円形 征
＾

12 0.42 0.40 0.30 円形 有

備

考

P2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 7・ 8。 9・ 1 0fl l・ 12から土師零万冨工

第30号掘立柱建物跡

遺構図版 第 35図 遺物図版 規模 桁行 2間 (2.89m)× 梁行 1間 (2,66m)

主軸方向 N-82° ― E 凍方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.45m 梁行2.66m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,33 0,32 0.20 円形 征
＾

4 0,38 0,3C 0,22 円形 征
ヽ

2 0,37 0,34 0.23 円形 鉦
＾

5 0。 3C 0。 3C 0,34 円形 伍
小

3 0,33 0。 32 0.19 円形 征
＾ 6 0,3C 0.38 0。 21 円形 鉦

＾

備

考

1・ 3・ 6か ら土師器片出土

第19表 掘立柱建物跡観察表(15)
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第31号掘立柱建物跡

遺構図版 第 36図 遺物図版 規模 府行 3関 (3,70m)× 梁行 1間 (3.00m)

主軸方向 N-30° ―W 棟方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1.23m 梁行3.00m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.4C 0.36 0,34 円形 征
ヽ

5 0.48 0。 46 0.42 円形 有

2 0.50 0,44 0.36 円形 有 6 0.50 0.46 0。 40 円形 有

3 0.46 0,42 0.38 円形 征
＾

7 0.50 0.48 0。 32 円形 有

4 0.50 0.44 0.44 円形 有 8 0。 4[ 0,46 0.32 円形 征
〔

備

考

P2・ 4・ 7か ら土師器片出土

第32号掘立柱建物跡

遺構図版 第 37図 遺物図版 規模 桁行 間(  m)× 梁行 2間 (3.00m)

主軸方向 N-82° ― E 棟方向 東西棟

柱間寸法 桁行1.60m 梁行1.50m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.36 0.34 0。 31 円形 征
ヽ

0.5E 0,42 0.31 円形 錘
〔

2 0.50 0.48 0.26 精円形 征
＾

5 0,41 0.3( 0.4[ 円形 征
〔

3 0。 37 0,36 0.32 円形 有 6 0。 44 0,3C 0.2C 楕円形 征
〔

備

考

P2・ 6から土師器片出土
東側は調査区域外

第20表 掘立柱建物跡観察表 (16)
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第33号掘立柱建物跡

遺構図版 第 38図 遺物図版 規模 桁行 間(  m)× 梁行 間(  m)

主軸方向 N-64° ― E 棟方向

柱間寸法 桁行1.67m 梁行1.45m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0。 4ε 0.42 0.58 円形 征
＾

4 0.44 0。 40 0.52 円形 鉦
＾

2 0.4g 0。 43 0.56 円形 有 0.47 0.42 0.40 円形 征
＾

3 0.4[ 0.42 0.54 円形 征
ヽ

6 0.46 0.44 0.50 円形 有

備

考

P4・ 5。 6か ら土師器片出土
南側は調査区域外

第34号掘立柱建物跡

遺構図版 第 39図 遺物図版 第 79図 規模 桁行 2間 (3.57m)× 梁行 2間 (3.44m)

主軸方向 N-23° 一 E 陳方向 北西南東棟

柱間寸法 桁行1,79m 梁行 1,72m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.51 0.44 0.30 不整形 有 5 0.32 0.30 0,37 円形 征
＾

0。 26 0.24 0.21 円形 鉦
〔

6 0.27 0.26 0,27 円形 征
小

0.34 0。 30 0.28 円形 征
ヽ

7 0.44 0,43 0,38 円形 征
＾

0,37 0,34 0.44 円形 征
ヽ

8 0.40 0.39 0。 27 円形 征
小

備

考

Pl・ 3(第 79図 6)・ 7(第79図 -7)・ 8から土呻

第21表 掘立柱建物跡観察表(17)
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第35号掘立柱建物跡

遺構図版 第 4 0図 遺物図版 規模 桁行 2間 (5.32m)× 梁行 1間 (4,05m)

主軸方向 N-63° 一W 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 桁行2.66m 梁行4,05m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0.24 0.22 0。 12 円形 有 0.27 0.25 0.12 円形 征
小

2 0.31 0.28 0.18 円形 征
〔

0.36 0。 22 0.18 楕円形 有

0.28 0。 26 0。 16 円形 征
＾

C 0.24 0.24 0。 14 円形 征
小

備

考

第36号掘立柱建物跡

遺構図版 第41図 遺物図版 規模 桁行 2間 (3.70m)× 梁行 1間 (3.09m)

主軸方向 N-45° ― E 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 桁行1.85m 梁行3.09m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,36 0.32 0,44 円形 征
ヽ

0,42 0.40 0.20 円形 征
小

2 0.40 0.34 0。 30 円形 征
ヽ

0.40 0,36 0.30 円形 鉦
〔

3 0,42 0。 4C 0.26 円形 有 C 0.36 0.34 0,26 円形 征
＾

備

考

P2 6から土師器片出土

第22表 掘立柱建物跡観察表 (18)
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第37号掘立柱建物跡

遺構図版 第42図 遺物図版 規模 桁行 間(  m)× 梁行 1間 (3.80m)

主軸方向 N-42° ― E 棟方向

柱間寸法 桁行1.50m 梁行3.80m

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番 号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

1 0,3C 0.26 0.26 円形 征
＾

4 0。 18 0.18 0。 14 円形 征
〔

2 0,40 0.40 0.40 円形 征
ヽ

5 0.40 0。 36 0.17 円形 征
ヽ

0.44 0.38 0.26 円形 征
ヽ

6 0.36 0.35 0.14 円形 征
＾

備

考

P2・ 4か ら土師器片出土
SD-04に 切られる

第38号掘立柱建物跡

遺構図版 第 43図 遺物図版 規模 桁行 1間 (2.86m)× 梁行 1間 (2.80m)

主軸方向 N-72° ― E 棟方向 北東南西棟

柱間寸法 桁行2.86m 梁行2.80m

柱

　

　

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡 番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 柱の痕跡

0.28 0.24 0。 20 円形 征
ヽ

4 0.26 0.24 0。 20 円形 征
＾

2 0.24 0.24 0。 20 円形 征
ヽ

0。 28 0.24 0,20 円形 征
＾

備

考

P3・ 4か ら」二日帖 庁 H土

第23表 掘立柱建物跡観察表(19)
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第1号堅穴住居跡

遺構図版 第44図 遺物図版 第 80・ 81図 平面形態 不明

主軸方向 N-36° 一W 規模 5.94× 壁高 Э。20(南)～0.28(北西)

床高 586.72-536.77 床面積 不 明

柱

穴

番号 長 径 短 径 深 さ 平面形 備考

1 0.32 0.3C 0。 34 円形

備

考

雨側は撹乱を受けている。床面は締まり、凹凸は少ない。

第24表 竪穴住居跡観察表

第25表 土城観察表

長 径 短 径 深 さ 平面形態 断面形態 備 考

SK-01 1,70 1.68 0。 20 円形 たらい状

SK-02 0.94 0,78 0。 16 楕円形 たらい状

SK-03 0。 92 0.44 0.40 楕円形 なべ底状

SK-04 0。 94 0。 90 0.14 不整形 たらい状

SK-05 0,70 0.08

SK-06 0.80 0.80 0.14 円形 たらい状

SK-07 0.86 0.58 0.08 不整形 たらい状

SK-08 2.60 1.86 0。 16 不整形 たらい状
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番 号 長 径 短 径 深  さ 番 号 長 径 短 径 深  さ 番 号 長  径 短  径 深  さ

P-1 0.46 0.44 0,2C P-32 0.18 0,16 0.08 P-74 0.26 0.24 0.41

0,36 0.30 0.28 33 0,24 0.21 0.38 0.36 0.36 0.03

0,46 0.38 0,lε 34 0.34 0.30 0.28 76 0.28 0.22 0。 lC

0,24 0,24 0,14 35 0.76 0.66 0.50 0.40 0,38 0。 14

0。 22 0.22 0,10 36 0.24 0.24 0.44 78 0,18 0,14 0.lC

0.20 0.20 0,18 40 0。 14 0,13 0.06 79 0.44 0.44 0。 45

7 0。 38 0.32 0.12 刀
生 0.46 0.34 0.10 80 0。 26 0,24 0.17

0.22 0.22 0.05 47 0。 16 0。 16 0.10 81 0。 10 0,08 0。 lC

0。 12 0.11 0。 20 49 0.68 0.34 0,46 82 0.22 0.22 0。 lC

0.20 0。 20 0.07 50 0.22 0.22 0。 12 83 0。 26 0,24 0。 lC

0。 14 0。 14 0,14 51 0.26 0.22 0.26 84 0.24 0.22 0。 lC

0.25 0.22 0.30 52 0.48 0.32 0.40 Ｏ
Ｏ 0。 16 0。 14 0.lC

0.20 0。 20 0.12 53 0。 21 0.20 0。 16 86 0.18 0。 16 0.14

0.40 0.38 0.40 54 0.46 0.42 0.17 Ｏ
Ｏ 0.38 0。 36 0.3C

0.14 0.14 0.14 55 0。 36 0.30 0。 19 88 0。 15 0。 14 0,Og

0.22 0.20 0.32 56 0,32 0.30 0.20 89 0.38 0。 14 0.2C

0.24 0.22 0,18 57 0。 38 0.34 0.40 90 0.35 0。 34 0.24

0,18 0.14 0.08 58 0.24 0。 24 0.14 91 0,37 0.36 0.19

0.24 0.22 0.11 59 0。 36 0.35 0,49 92 0.32 0。 31 0.34

つ
る 0。 20 0.20 0.18 60 0.38 0,30 0.30 ｎ

コ 0。 29 0,29 0。 22

0.20 0.20 0,14 62 0.20 0。 20 0.08 94 0。 36 0,12 0,4C

22 0.19 0.18 0.10 64 0.22 0,20 0,40 95 0。 30 0.26 0.03

０
４ 0.22 0.21 0.26 65 0.30 0,28 0。 22 96 0.28 0.26 0,10

24 0,17 0,16 0,12 66 0.30 0.28 0。 16 97 0.28 0.28 0.02

０
と 0.26 0。 25 0。 18 67 0.24 0.22 0。 18 98 0.26 0,24 0.04

26 0,15 0.15 0.11 68 0,30 0。 27 0.10 99 0。 22 0,21 0,16

０
冷 0.26 0。 24 0.32 69 0。 18 0.16 0.14 100 0。 18 0.17 0.18

28 0.19 0.18 0,12 70 0,20 0,18 0.16 102 0。 38 0.36 0。 24

29 0.22 0.22 0.29 71 0.16 0,15 0.OE 103 0.39 0.38 0.28

30 0.20 0.20 0,17 72 0.24 0.24 0.lC 104 0.26 0。 24 0.11

31 0.16 0.16 0.06 73 0.20 0.18 0.34 105 0.26 0.20 0.20

第26表 ピット観察表(1)
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番 号 長  径 短 径 深  さ 番 号 長  径 短 径 深  さ 番 号 長 径 短 径 深  さ

P-106 0.26 0.22 0。 14 P-139 0。 24 0.22 0,20 P-174 0。 22 0.20 0。 28

107 0.22 0.21 0.22 140 0.20 0。 20 0,24 0。 12 0。 12 0.12

108 0.28 0.28 0,lC 141 0.24 0。 24 0,06 176 0。 19 0。 19 0。 13

109 0.35 0,32 0.24 142 0.22 0,20 0,10 0.24 0.20 0.24

110 0,32 0.31 0。 lε 143 0。 26 0.24 0。 18 178 0.51 0.26 0。 34

112 0.23 0.22 0。 14 144 0。 20 0.18 0。 10 179 0.32 0.22 a14

0.16 0.13 0.07 145 0。 18 0.12 0,06 180 0,30 0.20 0.lC

114 0.20 0.19 0。 12 146 0.18 0,18 0.10 181 0。 36 0,34 0.17

0,18 0,17 0.2E 147 0.26 0.24 0.12 ０
ね
０
０ 0,14 0.14 0,07

116 0.32 0.28 0.lε 148 0,20 0。 20 0.32 183 0,18 0.16 0。 24

117 0。 22 0.18 0.22 149 0,22 0.20 0,2[ Ｏ
Ｏ 0.28 0,24 0.30

118 0。 26 0.24 0,09 150 0.20 0.18 0.2( 191 0:22 0。 20 0.26

119 0.36 0.32 0.lC 0.18 0,18 0.11 193 0,13 0,12 0.18

120 0.16 0。 16 0.38 152 0.16 0。 16 0.lε 194 0,18 0,16 0.32

121 0,22 0,21 0,11 0,22 0.20 0,12 ６
フ 0。 12 0.10 0。 18

122 0.20 0,19 0。 3C 154 0,38 0.30 0.2G 196 0.30 0.28 0.27

123 0.20 0,16 0.04 155 0。 12 0.12 0.12 197 0.20 0.18

124 0,32 0。 30 0.17 156 0.38 0.36 0,08 198 0.20 0。 18 0.18

125 0。 28 0.26 0,16 医
υ 0.12 0.10 0,06 199 0.20 0.18 0.08

126 0.28 0.26 0。 12 158 0.24 0,22 0.12 .200 0.20 0.18 0,18

127 0.20 0.20 0。 18 159 0,26 0.26 0.08 201 0。 16 0,14 0.08

128 0.40 0,36 0.08 160 0。 30 0.23 0。 21 202 0.25 0。 23 0.24

129 0.40 0。 32 0.26 162 0.28 0,28 0.20 203 0.52 0,44 0。 25

130 0.34 0.32 0。 26 165 0.26 0.24 0。 20 204 0,40 0.38 0.12

131 0.24 0.22 0.08 166 0。 18 0.18 0。 16 205 0,23 0.22 0.12

132 0,20 0。 18 0.06 167 0。 16 0,14 0,10 206 0.20 0。 20 0,18

133 0。 16 0。 16 0.04 168 0.32 0,32 0.08 ｎ
υ
つ
る 0.18 0.18 0。 20

134 0.26 0.24 0,06 170 0,24 0,24 0。 16 208 0.24 0。 20 0.18

135 0.28 0。 26 0。 18 0.31 0.30 0.22 209 0.40 0.36 0,30

186 0。 28 0。 26 0.27 172 0,12 0。 12 0。 15 211 0。 2 0。 18 0,18

138 0,36 0,34 0,16 173 0,16 0.14 0,08 212 0.28 0.26 0.32

第27表 ピット観察表(2)
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番 号 長  径 短 径 深  さ 番 号 長 径 短 径 深  さ

P-213 0.20 0.16 0.06 P-246 0。 36 0,34 0.20

214 0.20 0。 18 0。 10 247 0.24 0.24 0。 23

215 0,34 0.28 0。 14 248 0.22 0.22 0.2C

216 0.34 0.28 249 0.22 0.22 0.04

219 0.28 0.28 0.22 250 0.34 0,33 0。 14

220 0,3 0.30 0。 14 251 0.22 0.20 0。 37

０
４ 0.26 0.24 0.26 Ｒ

υ
Ｏ
る 0.24 0.18 0.22

222 0.40 0,40 0.18 253 0.36 0.34 0.24

223 0.32 0,32 0.06 254 0.36 0.34 0.20

224 0.42 0.38 0.27 255 0.22 0,21 0.37

225 0.26 0。 26 0.09 256 0.21 0,18 0.30

226 0,17 0.16 0,08 257 0。 25 0.22 0.24

227 0.18 0,18 0.12 258 0.17 0。 14 0,10

228 0.30 0.28 0,30

229 0。 28 0.27 0.20

230 0.22 0,22 0.30

231 0.40 0.36 0.06

232 0,32 0.32 0。 24

233 0,30 0.24 0.08

234 0.22 0。 24 0.10

235 0。 42 0.32 0,16

236 0。 20 0.20 0.25

237 0,38 0.36 0,10

238 0.38 0。 38 0.14

239 0。 18 0。 18 0。 26

240 0。 18 0。 18 0。 16

241 0。 24 0.22 0.24

242 0。 18 0,16 0.18

243 0.18 0。 18 0,32

244 0.26 0.26 0.16

245 0。 23 0。 22 0.07

第28表 ピット観察表(3)

-110-



第4節 遺 物 実 測 図

＼  ` 甲 3

＼＼＼＼＼嗚____」!三三二とと
'ア

ケ/1

氏ミ
く
:や

:::::::::言曾言専

~~~~~~~一―――

i,テ

″
力
万ク

5

第79図 掘立柱建物跡出土遺物実測図

第80図 第 1号竪穴住居跡出土遺物実測図(1)

♀ . 1 1 ,  1 1 . . .1° Pm

― ■ 1-



＼」ノ

∠ 生 o上 _ゴ ＼ 4

/

/f巡
＼汚∠ /＼ぉ

＼
ヽ_ユ三j″

/9

/

第81図 第 1号竪穴住居跡出土遺物実測図(2)

― H2-

♀_キ_キ_キ_キ_キーキーキー■―ユ2,m



べ`
iiii〔

i:::::::::I:::::::::::'''チ
チチチアア'1

第82図 第 1号溝跡出土遺物実測図

6

0                  10Cm

第33図 第2号滞跡出土遺物実測図(1)
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第86図 第2号溝跡出土遺物実測図(4)
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第88図 第 2号溝跡出土遺物実測図(6)
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第90図 第 2号溝跡出土遺物実測図(8)
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898図 第2号溝跡出土遺物実1測図(11)
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第94図 第 2号溝跡出土遺物実測図(12)
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第97図 第2号溝跡出土遺物実測―図(15)
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第98図 第2号溝跡出土遺物実測図(16)
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第lo7図 第5号溝跡出土遺物実測図(5)
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第111図 第5号溝跡出土遺物実測図(9)
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第116図 第 5号溝跡出土遺物実測図(14)
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第119図 第6号溝跡出土遺物実測図(2)
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離 配

図版 血
維
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

10勘

第 79図-1

甕
　
卸

3.5

5.8

廓 1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5YR4/8赤 褐

(内)2.5YR5/8明赤褐

転 (外)撫で

(内)撫で

と2手ヂ央砦ウZ膨本

第79図-2

甕
　
罰

2.0

4.0

的

月台;雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(姉 51R4/8赤禍

(内)2.鸞す1早

平底 lal撫で

(内)撫で

勘

第79図-3

鍵

ELHW

2.0

3.2

底部のみ

胎洒瑛・雲母・礫靖靱粒含む

焼;良好
色;la12.劇噛/6赤褐

(内)7.5YR7/4にぷ 追

平底 (pl・l撫で

(内)撫で

拗

第79図-4

杯
　
卸

16.5

6.5

日続酢特郭1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR3/1黒褐

(内)7.5YR6/4にぶい橙

口縁ロレV薄する (外)箆磨き

(内)箆磨き

22テン芙≧彩方レホ

第79図-5

甕
　
鎌

18.4

3.5

口鹿癬郁―導郭

胎;粗砂壮含む

焼浪好

色;(姉 N5/灰

(内)N6/灰

口纏矧骸材オする (外)軸枢による撫で

突帯と波状文を有する

(内)軸櫨による撫で

34勘

第 79図-6

鉢
　
抑

10。 1

7.0

5.5

舗

胎;石英・雲母。粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)2.5YR5/6明赤褐―N2/黒

(内)2副町/6明縮

平底より立ち上がり、胴

部上位で最大径を測り、
口棘 する

(prl撫で

(内)撫で

34;夕葉醤宅Z励ホ

第79図-7

靖
　
卸

8.6

18.2

1まぼ秀訂字

胎;石英・雲母・粗砂粒含む
焼;良好

色ila17.o07/8黄橙

(内)5Y3/1オリーブ黒～5報7/6橙

丸底より立ち上がり、

部偏平な球状を呈し、

縁部直線的に開く

体

口

(PI・l撫で

(内)撫で

1→号t□醐

第 80図 -1

甕
　
帷

16.0

4.9

口海岸部―導都

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR5/6明赤褐

(ぬ)5YR5/6明縮

口縁制レ粒オする。
口眉判隠翻皮りを施す

(外)波状文・烈膊〔を施す

(内)

l 判 醐

第80図 -2

餐

姓

9.0

5,6

底菊翻賠惚 /3

月台;白色微砂粒含む

焼;良舜

色;例95YR6/6橙

(内)5YR7/4にぶい橙

平底より内弯して立ち上

がる

州
　
耐

と判 醐

第81図-3

餐

卸

14.6

5.1

口鞠

月含;狛栗・雲母難躍和含む

焼;良好

色 ;(2f・17.51R7た にか 澄

(内)51TR6/6橙

口縁部「く」状を呈する (外)刷毛調整

(内)撫で

1柳

第81図-4

鮒
甕
卸

4.5

14.6

台鰤

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.51TR7/3に ぶい橙

(内)7.5N/4にぶい橙

釧 lal刷毛調整

(内 )

1提イ主厘訓床

第81図 -5

甑

帥

3.8

57
底部のみ

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la151a5/6明赤褐～3/1黒褐

(内)5YR4/4にぶい赤褐

底部に1孔を有する (71・l撫で

(内)撫で

1掲堆」醐

第81図 -6

訪
　
姓

18.0

68

ラ下喜ヽ 2/3

月台;白色腕琳臨瀞

焼浪舟

色;(外)10R3/6暗赤

(内)10R3/6暗赤

イ部外傾して開き、回縁

翻 こヽ内弯する

lal箆磨き

(内)鱗き
外内面赤色塗彩

1 柳

第81図-7

謗
　
卸

3.3

接合部のみ

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.51TR3/1黒褐～73瞬絹
(内)5YR4/410ド し坊韓府νl黒褐

期 (如撫で

(内)撫で

1 柳

第81図 -8

沸
ア
卸

8.3

7.2

3.4

薪

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1 lol15/8赤-5YR4/4に勘功輻

(内)loR5/8赤～5YR74にぶし湘

平底より外傾して立ち上

がり、日縁部「く」状を呈

する。

(21・l撫で

(内)撫で

内面に炭化物?付着

第29表 遺物観察表(1)
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図版 配
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法  量 器 質 成 形 ・ 形 態
。
文 様 ほ か 整 形 ほ か

1碍イ主屋報亦

第81図-9

沸
ア
卸

1.8

3.6

底部2/3

胎 ;白色砂粒含む

焼;良好

色;(外 )2 5YR5//6明艤 Wた ISし澄
(内)2鵡

=亀
明瀕母粥驚れに出澄

駈 (如撫で

(内)撫で

1蜘

第81図-10

疑

■HT

11.3

10.5

8.4

1/3

胎;雲母・紳砂粒含む

焼;良好

色;la12.5Y8/2灰白

(内)2.5Y5/2灰 白

平底から内弯して立ち上

がり、胴部下位で張りを

持ち、口縁部「く」状を呈

する。粘土帯積み上げ

(如撫で

(内)撫で

1 翻 動

第 81図-11

不
　
卸

194
5。 1

1/5

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/31こぶヤЧ登

口糎講獅彗かt已外財 る (71・)撫で

(内)撫で

1提軒主屋報亦

第81図 -12

イ
　
卸

15.0

4.3

口鹿癬祁1/6

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la12.熙16橙
(内)2.5Y5/1黄灰

口縁苗増笏 tゝづ吋鷲する lal撫で

(内)撫で

1柳

第81図-13

イ
　
卸

11.2

4.2

口庖癬祁1/2

胎;雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;la15Y6/1灰

(内)2.5Y3/1黒掲

口縁部内弯する (PI・l撫で

(内)箆磨き徹 で

1翻 唇謡亦

第81図-14

局 不

卸

15.4

5,3

杯部 1/2

胎;雲母・粗砂粒含む
焼浪舞

色;la1loYR8/3浅炭燈

(内)1011R3/2灰白

イ部下位で稜を持ち、開

く

(加撫で

(内)撫で

1弓雅ヨ跡

第81図 -15

謝
　
卸

4.6

10.2

囲 1/5

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)101R7/2にぶい黄橙

(耐 7.5YR7/64-N3/暗灰

脚部に三角形状の透かし

穴を4孔 ?持つ
(外)撫で

(内)撫で

1 翻 醐

第81図-16

訴
　
卸

5,3

脚 1/2

胎灘靱粕含む

焼;良好

色;(姉 2.5Y73浅黄
(内)2.5Y73浅黄

脚部下位で屈曲し、直線

的に開く

lal撫で

(内)撫で

1手許滓鯉亦

第82図 -1

不
　
卸

13.2

4.6

1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色ila12.5Y8/2灰白

(内)2.5Y7/3浅庚

丸底より立ち上がり、口

触 排ヽ 反する

lal撫で

(内)撫で

2 H勘

第83図-1

不
　
笥

11.4

4.5

1/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1loYR5/2ラ醸禍

(耐 2.bY3/1黒掲～阻/暗灰

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(外)撫で

(内)底部指での押さえ鰊 で

2 鋤

第83図-2

然
　
卸

12.5

4.7

1よ Iゴテ朝字

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色ilalttR4/4にぶヤ坊鵡卜N3/暗灰

(内)制恥/410封 鴻 N3/暗灰

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(外)撫で

(内)底部箆で押え後撫で

2テ裁勘

第83図-3

イ
　
卸

11.3

5.5

1よばテ朝字

月台;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 lolR7/3に創 演檻卸2爆

(内)1倒R73に瀾r浅誰外柁/黒

丸底より立ち上がり、日

触 にゝ冽砺ごする

(外)撫で

(内)1到蒼き鰊 で

2縄審朝亦

第83図 -4

郷
　
帥

，
７
　
・
９

一
海

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la15YR6/8橙

(内)5YR7/8橙

体部内弯し、口縁部開く (外)撫で

(内)撫で

2 獄 鋤

第83図-5

郭
　
卸

14.2

3.8

口鹿癬祁1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR73とこぶい黄橙■柁/黒

(D101R73にぶい黄橙

体部内弯し、口縁部開く (外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2 引 勘

第83図-6

イ
　
卸

14.8

3.3

1/3

胎;石英・粗恥 釣

焼浪舟

色;(pl.17.51a8/4浅黄橙

(おう7.5YR7/6用監

浅い丸底より立ち上が

り、 口縁部開く
lal撫で

(内)撫で

第30表 遺物観察表(2)
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離 配

図版 配
糎
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

2号響勁亦

第 83図-7

邦
　
卸

179
7.0

1/8

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;い loYR7/31Sし 渡船■Nν棘
(内)10YR73 1こぶい黄橙

丸底より立ち上がり、日

縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

2 勘

第83図-8

イ
　
卸

10.0

52

締

胎;石英・雲母・礫。粗砂粒含む

焼;良昇
色:(外)5YR7/64-N3/暗灰
(内)5YR6/6C-4/2灰 褐

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

2ヨ 勘

第83図-9

不
　
卸

10.5

4.9

1よイゴ折罰学

胎;石英・雲母・礫。粗砂粒含む

焼;良舜
色;(外)5YR7/4にぶい橙年3/1黒褐
(内)51TR4/1褐灰

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外,撫で

(内)撫で

2 矧 勘

第88図 -10

郭
　
卸

14.0

50

1/3

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17 m731ぶヤ餘 il翻
(内)7 5YR73に詢IL3/1黒褐

丸底より立ち上がり、 口
縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

2 ヨ 勘

第88図 -11

イ
　
卸

‐２

．

５

５

．

５

一

舗

月台:石英・雲母。粗砂粒含む

焼;RIT
色;la17.51a6/6橙 ～

7/4にぶい橙

(D5YR5/6明縮

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

俳 ) 撫で

(内)撫で

2勘

第 83図 -12

イ
　
卸

12.8

5.6

口縁 1/4体部 1/2

胎拓漠・礫・粘砂粒釣

焼;良舟

色;(外)10YR7/2にぶい黄橙年黒

lb1 10YR7れ に向 ゞ證
.

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

2号解勁亦

第 83図 -13

坪
　
卸

・
３
　
・
６

一
海

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la12.5Y7/3浅 炭

(内)2.5Y7/2灰黄

浅い丸底より立ち上が

り、 口脚 ハ解禁する
(外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2勘

第83図 -14

杯
　
卸

14.0

3.8

口帝弾郭1/3

月台;石英。雲母。粗砂粒含む

焼娘昇

色;lal酬げ41コ飩浅進■71褐灰
(内)1側R6/41⊇飩掏 1褐灰

口縁部内弯する (外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2 鋤

第83図 -15

杯
　
罰

13.4

4.7

1/5

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好
色;(対 lllYR7/2にぶし難 fヽl兵歌

(内)10YR4/1黒灰

丸底より立ち上がり、口

脚 ハ解募する

(如撫で

(内)箆磨き鰊 で

2弓解勁亦

第 84図 -16

イ
　
卸

11 7

5。 9

1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR7/6橙■7.5YR8/3浅黄橙

い )7.5YR7れ に熱 澄

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外 )撫で

(内)撫で

2 封 勘

第84図 -17

郭
　
卸

12.8

4.2

1/4

胎 ;石英・礫・粗恥 釣

焼 ;良好

色;la12田V6橙司OIR7ん にれ 灘
(耐 2評V6糧卜101R7ん にれ 済譴

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(州撫で

(内)撫で

2髪鷲覇亦

第 84図 -18

イ
　
卸

12.1

4.8

口わ弾郭1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(姉 2.5YR4/6赤褐

(内)2.5YR4/6赤褐

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2弓宙璃服本

第84図 -19

郭
　
卸

162
3.9

口わ癬祁1/5

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;171・1101R6/41こ ぶい安謝登

(内)2.5Y6//2灰黄

口縁部内弯する (州撫で

(内)撫で

獄 勘

第 84図 -20

郷
　
卸

18.0

4.1

口綱撃都→郭

胎;雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;la1 loYR7/21こ ぶヤヽ黄橙

(内)10YR7/21こ ぶい黄橙

口縁部内弯する (姉撫で

(内)撫で

2堤痛期弥

第84図 -21

郭
　
卸

12.1

5.7

口形葬郭1/5

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.51TR6/84-2.5YR4/1赤灰

(耐 51R3/1黒裡卜101TR7/1灰 自

口縁部内弯する (外)撫で

(内)撫で

第31表 遺物観察表(3)
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�

配
離
酌
維
籐

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

2=封勘

第84図 -22

杯
　
卸

４
．
４
４
．
６

一
路

月台;礫囃即粒含む

焼;良好

色;la1loYR8/4浅黄橙

(内)1011R8/4渡接橙

丸底より立ち上がり、回

触 Wこ内弯する

(外)撫で

(内)撫で

2号鐸朝亦

第 84図 -23

イ
　
卸

・
３
　
・
０

一
ん

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5釈V4浅羨橙
(内)7.5YR8/6浅演橙

口縁釧動州こ内弯する (PIl撫で

(内)撫で

2ナ謝翻

第84図-24

不
　
卸

11.6

3.8

口縁部2/3

胎;礫靖靱粒含む

焼;良好
色;(外)lCIR6/8赤橙

(内)10R5/8赤

口縁日増勤 にヽ内争 る (PIl撫で

(内)撫で

2;封鋤

第 84図-25

イ
　
鋤

13.6

3.8

口鹿癬祁1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR7/1明褐灰

(内)7.5YR7/2明徹

口縁日曜笏 こヽ内争 る (外)撫で

(内)撫で

2=謝翻

第84図-26

不
　
卸

13.6

3.9

1/3

胎;石英・粗憐 釣

焼;良好

色;(外)7.5YR7/31こぶい橙
～
配/暗灰

(お07.5YR7/41こ ぶセ琲登

浅い丸底より立ち上が

り、口縁部僅力ヽ こ内弯す

る

(外)撫で

(内)撫で

2ナ裁鋤

第84図 -27

不
　
帥

12.4

49

口形癬祁1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)2.5YR5/6明赤褐―N2/黒

(内)2.51a4/6赤褐

丸底より立ち上がり、口

触 Wこ内弯する

(サ

'1、

)撫で

(内)撫で

2ナ謝勘

第84図 -28

イ

卸

16.0

6.0

1/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5 1ヽヽC―N3/暗灰
(内)7.51R6/6橙

丸底より立ち上がり、口

舶 こヽ内弯する

(外)撫で

(内)箆磨き後撫で

矧 勘

第 84図 -29

イ
　
卸

12.2

4.7

口棲癬祁1/5

月台;井q砂粒雀祠争

焼;良好

色;la17.5YR8/3浅黄橙

(内)75関 /3浅羨橙

口縁瀾唱勢 こヽ内争 る (外)撫で

(内)撫で

2;謝勘

第 84図 -30

郷
　
卸

12.7

5.2

1/3

月台;礫囃W粒含む
焼;良好

色;(外)5YR7/3にぶヤhe-6/6橙

(内)5YR7/3にぶ豆簿 ,G橙

丸底より立ち上がり、口

縁部僅かに内弯する

(如撫で

(内)撫で

矧 勘

第84図 -31

イ
　
卸

16.0

5.0

ロル癬祁1/5

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR5/3にぶヤ璃

(内)7.Ы誦/3にぶい褐

口縁部僅かに内弯する (外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2ナ謝鋤

第84図-32

郵
　
卸

13.4

4.1

1/2

胎:雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)101R5/3にぶい黄褐

(内)10YR6/4にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

帥 する
(如撫で

(内)箆磨き後撫で

2手裁訪

第85図 -33

不
　
卸

14.8

5.0

口縁 1/5底部 1/2

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1loYR8/2灰白

(内)10YR8/3浅黄橙

丸底より立ち上がり、回

頼 る

(射撫で

(内)箆磨き後憮で

2 獄 勘

第85図 -34

郷
　
卸

２
．
３

４
．
‐

．
聰

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.5YR5/8明赤褐-6/6橙

(内)2.5YR6/8橙

丸底より立ち上がり、日

縁部外傾する

(如撫で

(内)撫で

2 醐

第85図 -35

不

卸

14,3

5.7

2/3

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR7/4にぶい黄橙

(向 lllYR7/41事しい饂抑 7噺飯

丸底より立ち上がり、口

縁部外傾する

(外)箆削り後撫で

(内)撫で

2:弁勘

第 85図 -36

邦
　
帥

14.6

52

2/3

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼浪舞

色;(外)10YR6/2灰黄褐～5/1褐灰
(内)10YR6/2灰黄褐-4/1褐灰

丸底より立ち上がり、口

縁部外傾する

(外)撫で

(内)撫で

第32表 遺物観察表(4)
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配

配
離
鴎
絶
籐

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

2ヨ 鋤

第 85図 -37

郵
　
卸

・
７
　
・
８

一
ん

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.5Y72灰黄
(広D2.5Y7カ 灰黄

丸底より立ち上がり、口

縁日防M舜する

(姉撫で

(内)撫で

2手謝勘

第 85図 -38

イ
　
卸

・
８
　
。
９

一
海

月含;石夷・雲母・擦・裡砂種奮む

焼;良好

色;(Pl17.5YR3/1黒褐

(内)7 5YR4/1裾灰～7/2明倣

浅い丸底より立ち上が

り、口縁部外傾する

(PI・l撫で

(内)箆磨き後撫で

2f封勘

第85図 -39

イ
　
卸

12.6

4.5

1/2

胎;礫・粗砂粒含む

焼:良好
色;(3・110R5/6赤～51a7/6橙

(内)5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁日ψM舟する

lal撫で

(内)撫で

2堤痛勁赤

第85図 -40

郷
　
卸

剛

５
．
６

一
黙

胎;石英・雲母・礫・粗砂絃含む

焼ぶ舟

色;(外 )10YR7/21こぶい期 1倣
(内)lolR7/2にぶい黄橙■71褐灰

丸底より立ち上がり、口

縁部外傾する

(PIl 撫 で

(内)箆磨き後撫で

2 封 勘

第85図 -41

イ
　
卸

13.0

4.8

1/4

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好
色;(21・1101R6/3とこデ封浮軸静ヤN3/暗灰

(内)10釈 731こぶい黄橙

丸底より立ち上がり、日

帥 する

(pl・・l撫で

(内)撫で

2 獄 醐

第85図 -42

不
　
卸

14,0

3.9

1/6

胎;石英。雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.51a4/1赤灰-6/8橙

(内)10YR6/3にぶい黄橙

口帳譜レЧ環する (21・l撫で

(内)撫で

2f弁鋤

第85図 -43

郷
　
卸

15.6

5.2

1/6

胎 ;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)lCIYR7/31弔 Ⅲ難舒η l裡灰

(内)10釈7/2にぶΥヽ離

口続常レЧ興する (外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2手謝鋤

第85図 -44

イ
　
勤

15.0

6.1

1/8

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(21・l剛留/3に崩 渡橙毘 5YR6//効鵡

(内)101TR7/2にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

帥 する
(外)撫で

(内)撫で

2 鋤

第85図 -45

杯
　
卸

12.4

6.0

1/3

胎;石英・雲母靖即粒含む

焼涙野
色;(外)10釈3/8浅炭橙■配/暗灰

(内)101R7/2にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

縁部緩く外傾する

lal撫で

(内)箆磨き後撫で

2手謝鋤

第85図 -46

杯
　
卸

15.4

4.5

口穆癬郭1/7

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/41こぶい橙
～
M/灰

(内)7.51R74にぶし性 5/1褐灰

口縁部緩く外傾する (PI・l撫で

(内)撫で

2=謝鋤

第85図 -47

郭
　
卸

25,4

10,0

口わ癬郭1/7

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・1 10YR8/3浅黄橙

(内)7 5YR8/4濃黄橙

口鵬 く夕M責する (21・l撫で

(内)箆削り後撫で

2 9勘

第 86図 -48

邦
　
卸

14,0

5.2

締

胎;石英。雲母・礫。粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7 5YR7/4に ぶしH4-5釈2/1黒褐

(内)10YR73にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

翻 にゝ列栃きナる

(夕り剣磨き鶴 で

(内 )箆磨き後撫で

2号醤覇亦

第 86図 -49

イ
　
卸

，
０
　
・
４

一
ん

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;lalttR6/6橙 ■7駅7/4にぶヤ澄
(内)5YR6/8橙

丸底より立ち上がり、 口
棚 こヽ外反する

(PI・l撫で

(内)撫で

2=謝鋤

第86図―b0

イ
　
卸

12.3

5.0

1/3

月台鍔狙翻畔立雀祠争

焼;良好

色;(外)2.引誦/8橙～
51R7/6橙

(内)5YR6/8橙

丸底より立ち上がり、口

触 こヽ外反する

lal撫で

(内)撫で

2テ謝鋤

第86図 -51

イ
　
卸

14.8

5,0

1/4

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1lo釈7/4にぶし演橙■3/1騨
(内)ltllR73 1こぶい黄橙■N3/暗灰

丸底より立ち上がり、口

棚 こヽ外反する

(外)撫で

(内)撫で

第33表 遺物観察表(5)
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配

配
離
醜
維
顧

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

2期

第 86図 -52

イ
　
帥

・
２
　
・
０

一
ん

胎;石英・礫雌靱粕唸む

焼;良舜

色ila15YR4/6赤褐～黒

(内)51R5/6明赤褐々 751R3/1黒褐

丸底より立ち上がり、口

綴謝聴勤 にヽ孵 る

lal撫で

(内)撫で

2 載 勘

第86図 -53

郷
　
卸

。
２
　
・
１

一
ん

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色 la17.5YR8/4離
(内)7.鵡子ヽ 法羨橙

丸底より立ち上がり、口

縁罰幽榊こ外反する

lal撫で

(内)撫で

2弓解朝床

第86図 -54

郵
　
卸

16.0

4.4

2/3

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR5/1褐灰～76橙
(内)5YR3/1黒褐～76橙

丸底より立ち上がり、口

縁書陣多いI"る
(如撫で

(内)箆磨き練 で

2 ヨ 勘

第86図-55

イ
　
卸

130
5,7

1/4

胎;石英・雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI1 101R5/1褐 灰～71灰白
(D101R7/2にぶい難

口綴苗贈勤 1ヽ鬱キ[鷲する (畑撫で

(内)撫で

2£鐸鞘妹

第 86図 -56

杯
　
帥

11.4

5.5

1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色ila12駅7/607/41ぶし坊鵜
(内)2.5YR7/41た樹争■咄r灰

丸底より立ち上がり、口

縁謝贈勤 1ヽこ列栃きする

鉢 )鷹

(内)撫で

2 封 鋤

第86図-57

郭
　
卸

14.0

7.4

1/4

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼 ;良舟

色 ;υりloYR7/4にぶし離 7 5WR骸 6橙

(内)lolR7/4にぶい器 7 5hR6/6橙

丸底より立ち上がり、日

魏 する

(外)撫で

(内)箆磨き後撫で

25鐸朝亦

第 86図-58

郷
　
卸

10.8

5.0

1′
/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良昇
色;(外)2.5Y4/1黄灰―N3/暗灰

(内)2.5Y72灰黄
～
N7灰

丸底より立ち上がり、口

勅 する
lal撫で

(内)箆磨き鰊 で

2醐

第86図 -59

邦
　
卸

４
．
７

６
．
８

一
開

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1loYR8/2灰白―N14/灰

(D101R8/31鐸篭

丸底より立ち上がり、口

縁部外反する

(外)撫で

(内)箆磨き鰊 で

2封 鋤

第86図-60

坪
　
獅

４
．
４

７
．
３

一
璃

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼:良好
色;(外)2.殿|ヽ橙■10R5/6赤
(内)2.5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、口

鱒 する

(如撫で

(内)撫で

2ナ謝勘

第86図-61

イ
　
卸

13.3

5.3

1/4

胎;白色麟 釣

焼;良好

色;(姉 2.5Y7/3浅黄

(内)2.5Y8/4惨凄おぺy敵

口続鰭レ吋鷲する (姉撫で

(内)撫で

2テ謝勘

第87図-62

イ
　
卸

16.0

5.5

1/6

胎洒戻・礫・粘賜粒釣
焼涙舞

色;(外)7.51TR8/4法演橙
(内)7.5V電/4繊演橙

丸底より立ち上がり、日

姫 る
lal撫で

(内)撫で

2号審朝亦

第 87図-63

杯
　
封

15.6

7.8

1/7

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良舟

色ilall朗7/41ぶヤh-4/触
(内)1蜘7/4イ 0飩難 輯1褐灰

丸底より立ち上がり、日

縁部外反する

lal撫で

(内)撫で

2髪制勁亦

第87図 -64

郭
　
卸

５．５
５．９
一
笏

胎;雲母・礫。粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)7.51R8/4法茂橙
(D75Wれ tびし常多10YR5/2磨鵡

丸底より立ち上がり、回

触 する
(外)孫で

(内)箆磨き後撫で

2鞠

第 87図-65

鉢
　
卸

14.2

5,0

1/2

胎;礫・対潮粒釣

焼;良好

色;(姉 10YR8/4浅黄橙

(耐 10YR8/41鐸篭

丸底より立ち上がり、口

勅 する

(PI・l撫で

(内)箆磨き後撫で

駒

第87図-66

杯
　
卸

1.9

底部のみ

胎;雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外加OYR8/8浅黄橙

(内 101R8/2灰白

墟 (PI・l撫で

(内)撫で

第34表 遺物観察表(6)
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離 配

図版 配
維
顧

法  量 質器 成 形 ・ 形 態 ・ 文 様 ほ か 整 形 ほ か

2提解罰亦

第 87図 -67

鉢
　
卸

138
11.3

口縁 1/8体部 2/3

胎;雲母・礫。粗砂粒含む

焼;良好

色;la12駅 5/6明赤母■OYR71翻
(内)黒

丸底より立ち上がり、

部中位で張りを持ち、

縁部「く」状を呈する

体

口

(外)撫で

(内)撫で

2f封勘

第87図-68

鉢
　
卸

12.6

6.9

口縁部 1/8

胎;石英・雲母。傑・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.n4t7/64-4/1赤 灰
(内)7.5YR3/1黒禍

体部中位で張りを持ち、
口縁部「く」状を呈する

(外)撫で

(内)撫で

2ナ謝勘

第87図 -69

鉢
　
卸

15.0

6.0

口わ癬郭1/4

月台;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)10YR7/4にぶい黄橙

(内)N3/暗灰

体部中位で張りを持ち、
口縁部「く」状を呈する

(外)箆削り後撫で

(内)撫で

2号響朝床

第 87図 -70 ELHT

鉢 12.6

4.5

口帝弾郭1/5

胎;石英。礫・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)10YR5/31こぶい黄褐
(内 10YR5/2廃摯持 71舗

口縁部「く」状を呈する lal撫で

(内)撫で

2弓解勁亦

第 87図 -71

鉢
　
卸

12.6

9。 2

1/3

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色 ,(外)5R猫 明雑 芦 7 5hR7れ に出 澄

(内)7.511R7/4とこぷ 鳩

丸底より立ち上がり、体

部中位で張りを持ち、日

縁部屈曲し、僅力Wこ内弯

する

(外)撫で

(内)口綴日嚇〔Ц辞禅網劉磨き

2掲響鞘亦

第 88図 -72

鉢

■BT

13.5

9,0

1/3

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR7/6橙■N助4灰

(内)7.5YR7/4にぶい橙

丸底より立ち上がり、

部中位で張りを持ち、

縁部「く」状を呈する

体

口

(PI・l撫で

(内)撫で

2 矧 勘

第88図-73

鉢
　
卸

13.6

8.8

1/3

胎;雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;lallttR73口飩濃語■卜B/暗灰
(内)10YR7/31こぶい黄橙

丸底より立ち上がり、

部中位で張りを持ち、

縁部「く」状を呈する

体

口

lal撫で

(内)撫で

2;謝勘

第 88図 -74

鉢
　
卸

０
・
５

６
．
９

一
確

月台;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR8/4浅黄橙

(内)7.肛陽/4渡炭橙

丸底より立ち上がり、

都上位で張りを持ち、

縁部短く外反する

体

口

(外)撫で

(内)撫で

2 劉

第88図-75

鉢
　
卸

14.0

6.0

1/2

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.5Y6/2灰黄

(内)2.5Y73浅黄

丸底より立ち上がり、

部下位で張りを持ち、

縁部短く外反する

体

回

(内)箆磨き後撫で

で撫(知

2勘

第88図-76

鉢
　
卸

15.0

6.5

口鹿癬郭1/7

胎;石英。粗婉 釣

焼;良好

色;(PI・12.5Y7/2灰黄

(内)2.5Y6/2灰黄～嶋/暗灰

丸底より立ち上がり、

部上位で張りを持ち、

縁部短く外反する

体

口

(外)撫で

(内)箆磨き

2 矧 勘

第88図-77

鉢
　
卸

11.4

4.5

口縁部 1/4

胎;礫糊恥 釣

焼;良好
色;(外)101R7/4にぶい黄橙

(内)10YR7/41こぶい黄橙

口縁部短く外反する (外)撫で

(内)撫で

2 鋤

第88図 -78

鉢

■BT

９
。
９

４
．
‐

．
賄

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;la12.劇崎/6橙

(内)2.5YR4/1黄灰

口続常V豆く列づをする (分)孫で

(内)撫で

2号馨鞘亦

第 88図-79

鉢
　
卸

12.5

6.3

1/6

月台;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)2.5Y72灰黄
～
嶋/暗灰

(内)2.5Y73浅黄

丸底より立ち上がり、

部中位で張りを持ち、

縁割短く外反する

体

口

lal撫で

(内)撫で

2期

第88図-80

鉢
　
勧

10,8

5.4

口縁部体部 1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR8/3浅黄橙
～
配/暗灰

(内)2.51TR6/1黄灰

体部中位で張りを持ち、
口続賠U霊く刻栃をする

粘土帯積上げ

(PI・l撫で

(内)撫で

2 ヨ 勘

第88図-81

鉢
　
卸

13.2

3.5

口わ癬郭1/4

胎瀬漠・雅賜粒釣

焼;良好

色;lal p留 /鶴ぢ囃鰤お|ざし齢

(内)剛留/3にぶヤ澄消/3にぶ▼済謁

口縁部短く孵 る (外)撫で

(内)撫で

第35表 遺物観察表(7)
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目青配

図版 配
維
顧

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

2=謝勘

第88図-82

鉢

ELE雨

13.0

5.1

1/5

月台;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色ila151R6/4にぶい隆司賜/黒

(内)lolR73 1こぶい黄橙年72灰黄褐

浅い丸底より立ち上が

り、体部中位で張りを持

ち、口縁部短く外反する

(外)撫で

(内)撫で

2=封鋤

第88図-83

鉢
　
笥

‐５．８８．０
．舗

胎;石英・雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.5Y助/2灰白引島/暗灰
(内)2.5Y7″ 賤

体

口

丸底より立ち上がり、

都中位で張りを持ち、

縁部短く外反する

lal箆磨き後口縁部撫で

(内)箆磨き後憮で

2=謝勘

第88図 -84

鉢
　
卸

・
０
　
，
７

一
ん

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色 (対 10hR73にか 灘 争 3カ 翻

(内)10YR73 1こぶい黄橙

体

口

丸底より立ち上がり、

部中位で張りを持ち、

縁部短く外反する

(外)撫で

(内)箆磨き後撫で

第88図-85

引 勘2 鉢
　
卸

11.5

7.4

43
薪

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;la17 5YR7/41こ ぶい橙■〃1黒

(内)5YR6/6橙

平底より内弯気味に立ち
上がり、体部上位で張り

を持ち口縁部外反する

(如撫で

(内)箆削り徴 で

2 鋤

第89図 -86

鉢
　
卸

14.8

11.3

6.2

1よI鎌

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(刻02.5YR4/6赤褐
～
N助/醍勒天

(内)5YR4/6赤褐-3/1黒褐

体平底より立ち上がり、

都中位で張りを持ち、

縁部外反する

口

(pll撫で

(内)撫で

2封 勘

第 89図 -87

鉢
　
卸

11.8

6.7

57
1/3

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR8/3浅黄橙～5YR6/6橙

(内 7.5YR8/3セ撃給

平底より立ち上がり、口

縁叡曜勢 こヽ内弯する

(外)撫で

(内)撫で

2期

第 89図 -88

拠
甕
卸

12.4

9.6

イよI]サ諏序

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良斉
色;(外)5YR4/6赤褐

～
祀/黒

(内)5YR4/6赤褐～W/黒

丸底より立ち上がり、胴

部球状を呈し、口縁部外

庫 る

(外)撫で

(内)箆磨き後撫で

2 潮 勘

第89図 -89

樫
甕
獅

105
11.1

舗

胎;雲母・粗p粒含む
焼;良舟
色;(外)5YR7/64-4/1褐 灰
(内)7 5YR3/1黒協～Ю釈8/4浅黄笹

丸底より立ち上がり、胴

部球状を呈し、口縁部「く」

状を呈する

粘土帯積上げ

で撫(州

(内)箆削り後撫で

2妄謝鋤

第89図 -90

樫
甕
卸

10.2

4.1

口わ癬都3/5

胎;粗砂粒釣

焼;良好

色;(外)10R6/4にぶい赤橙

(内)2.研3/1黒褐

口縁部「く」状を呈する

粘土帯積上げ

lal撫で

(内)撫で

2弓器勁亦

第 89図 -91

拠
甕
卸

10.6

9。 1

口縁 1/3胴部 1/4

胎;石英・雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・12.51R6/6橙

(内)7働馳/1褐灰～7/4にぶい橙

胴部球状を呈し、日縁部
「く」状を呈する

(外)撫で

(内)撫で

2 獄 鋤

第89図 -92

拠
甕
卸

15.6

6.7

口わ癬祁1/4

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5YRl,71赤 黒～76橙
(内)7.5YR7/41こか 澄

口縁部「く」状を呈する (外)撫で

(内)撫で

2月響期亦

第 89図-93

樫
甕
卸

16.6

4.0

口庖癬祁1/5

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR5/4にぶい褐

(内)Ю釈7/3にぶい4-4/2万罐鴇

口縁部「く」状を呈する (外)撫で

(内)撫で

2=封鋤

第89図-94

/Jゼ型

甕

ELET

15.0

9,7

口縁鍋隅部2/3

月台;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色 (PI・12昭6/8倭75用/3t齢し鴻
(内)7 5YR3/1黒 褐～7/4にぶい橙

胴部上位で張りを持ち、
口縁部「く」状を呈する

1/11撫で

(内)撫で

2 獄 勘

第89図-95

拠
甕
師

110
9。 2

口厄胡同ほIゴ筑罰字

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼涙舜

色;(外)10hR71褐灰～7 5YR6/2灰褐

仙 )lllYR7/2に 勲 撃證

胴部中位で張りを持ち、
口縁部直線的|こ開く

(如撫で

(内)撫で

2ナ封鋤

第89図 -96

甕
　
帥

13.0

15.5

口わ研同ほほテ罰字

月台;石英。粗砂粒含む

焼;良好

色;lall蝋7/3にか 難 1ヽ1茶板
(内)2.51a7/2灰黄～10報〃1黒

胴部は球状を呈し、口縁

部「く」状を呈する

粘土帯積上げ

(外) き後憮で

(内)箆削り徹 で 頸部指頭に
よる押え

鱗

第36表 遺物観察表(8)
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酷 �

図版 配
維
顧

法  量 質器 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

2号辞節亦

第90図 -97

餐

■HW

18.0

25.2

7.4

1よイ:J::テ i:,子 :F:

月台;在柔。礫・粗嘘 む

焼;良舟

色;(外)lCIYR72 1こさ 黄`橙年配/黒

(内)10YR7/31こぶい黄橙

平底より外傾して立ち上

がり、胴都球状を呈し、

口縁部「く」状を呈する

粘土帯積上げ

lal口陣 き 撫で

(内)底部箆による押え 撫で

2獄 勘

第90図 -98

甕
　
卸

17.0

19.4

口続解部1よ 1ゴチ詞停

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/1明褐灰―N3/暗灰

(内)7.51R7/1明徹

口縁部「く」状を呈する (外)撫で

(内)撫で

2テ謝鋤

第90図-99

甕
　
卸

23.6

9.0

劇 のみ炉榔 1/2

月台;在束・粗砂位釣

焼;良好

色;(PI・1 10YR7/21こ ぶい難

(内)10YR6/1裾灰

平底より立ち上がり、胴

部球状を呈する

(射撫で

(内)撫で

2;封勘

第 91図 -100

姿

匈

22.5

6.6

口縁部 1/4

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2 aR6/6橙■l蜘8/3辮
(内)10YR3/2灰白

口縁部「く」状を呈する

粘土帯積_ヒげ

(外)雪簗 き後撫で

(内)撫で

2期

第 91図 -101

甕
　
卸

195
95

口縁部 3/4

月台;石英・雲母・粗砂位含む

焼;良好

色;(外)10YR7/2にぶい黄橙
～
N7灰

(内)10YR72にぶい黄橙年M/灰

口縁部「く」状を呈する (外)箆磨き後撫で

(内)箆磨き後撫で

2;謝勧

第 91図 -102

甕
　
卸

・
０
　
・
４

一
ん

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR7/6橙■配/暗灰

(内 5YR8/3雉

口縁部「く」状を呈する

粘土帯積上げ

(如撫で

(内)撫で

2 ヨ 勘

第91図 -103

甕
　
卸

18.7

5.0

口わ葬郭1/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舜

色;彿拠OIR8/2灰白

(内)10YR8/2灰白

口縁部「く」状を呈する (外)撫で

(内)撫で

2

第91図 -104

封 勘 餐

ELHT

14.8

4.7

口形癬邪1/3

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5Y7/2灰 黄

(耐 2.研7/2灰黄

口縁部「く」状を呈する lal撫で

(内)撫で

2手封鋤

第91図 -105 IBT

餐 14.4

4.0

口形癬祁1/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1loYR7/31翌 鈍 黄`橙

(内)101R7/3にぶい黄橙

口縁部「く」状を呈する (PI・l箆磨き後撫で

(内)撫で

2=邦鋤

第91図 -106

甕
　
笥

15.5

3.8

口帝癬祁1/2

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(射 7.51TR8/4浅黄橙

(耐 7.51TR8/4渋黄橙

口縁部「く」状を呈する (21・l撫で

(内)撫で

2 矧 鋤

第 91図 -107

資

ELm

15.2

5.6

口帝舞郭1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR7/2にぶい黄橙

(内)N3/暗灰

口縁部屈曲外反する

口唇部向収りを施す

lal箆磨き後撫で

(内)撫で

2;封鋤

第 92図 -108

甕
　
卸

17.7

28.9

7.2

1よ憾場詞字

胎;石英・雲母・粗砂位含む

焼;良好

色ilalЫ町/6明赤褐
～
陽/黒

(内)5YR5/6明縮

平底より外傾して立ち上

がり、口縁部「く」状を呈

する

粘土帯積上げ

(外)刷毛調整 口縁部憮で

(内)箆削り後撫で

2期

第92図 -109

甕
　
卸

28.3

66
月閣 1/2嚇

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼浪舞

色;俳)5YR4/6赤褐～10YR3/1黒褐
(内)5YR4/31こぶい赤褐

平底より立ち上がり、胴

部下位で張りを特つ
(Pll撫で

(内)撫で

2期

第92図 -110

甕
　
卸

20,4

10.5

口帝癬邪1まぼ折罰序

胎;石英。雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR4/3褐―N2/黒

(内)10YR3/2黒褐

口縁部「く」状を呈する lal撫で

(内)撫で

2=謝勧

第98図―■1

甕
　
卸

16.4

6.7

口形癬率1/5

月台;石英・雲母・粗砂位含む

焼;良昇

色;(夕05YR4/4にぶい赤褐

(内)7 5YR2/1黒

口縁部「く」状を呈する (州撫で

(内)撫で

第37表 遺物観察表(9)
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離 配

酌 配
納
顧

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

2鞠

第93図 -112

甕
　
卸

18.6

13.2

日夜癬祁1/3

胎洒英・礫囃切粒釣

焼;良好

色i17115YR6/6橙

(内)例踊/6橙年5/4にぶい赤褐

口縁部「く」状を呈する

粘土帯積上げ

lal撫で

(内)撫で

2勘

第93図―■3

甕
　
卸

17.4

19,0

1/3

月台;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI15W町/6明赤縁朔/4醐
(内 5YR5/6明赤母刊/4瞬

口縁部 く」状を呈する

粘上帯積上げ

(外)撫で

(内)箆削り後撫で

2ヂ封勘

第 93図―■4

甕
　
卸

17.3

5.7

日縁部 1/4

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.51R5/3にか 溜

(内)7.5YR7/4にぶい笹

口縁部「く」状を呈する 鉢 )郷J発詞軽遷鰺翻にで

(内 )昂1毛調整後撫で

21謝勘

第 98図―■5

甕
　
卸

16.0

4.0

口頼癬郭1/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色 卸 則V6明縮
(向 7.団酌/3褐

口縁郡 く」状を呈する (外)撫で

(内)撫で

2ナ謝勧

第93図―■6

甕
　
卸

15.0

7.1

口形弾郭1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.51R5/6明赤褐

(内)2.副昭/1暗赤灰～7 5YR4/2灰褐

口縁苗暖く外反する

粘土帯賞上げ

(外)撫で

(内)撫で

2期

第 93図―■7

甕
　
卸

18.8

6.4

口縁部 1/4

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;彿妬YR6/6橙■ 101R4/1褐灰
(向 7.5YR6/4にぶい橙

口縁部「く」状を呈する (外)撫で 鎖静簡剤こよる押え

(内)撫で

2月鐸節亦

第98図 -118

甕
　
卸

14.4

5.7

口頼癬郁1/3

胎;石英・礫囃p粒含む
焼;良好

色;(外)2.5YR5/6明赤褐

(内)記/黒

口縁部「く」状を呈する (PI・l撫で

(内)撫で

2矧 勧

第93図 -119

甕
　
卸

19.4

3.5

口縁部 1/2

月含;石栗。和砂粒含む

焼浪舟

色 ;(71・12m4/4にぶい赤褐
(内)2.5邪的/6縮

口縁部「く」状を呈する (州撫で

(内)撫で

2手謝鋤

第94図 -120

甕
　
卸

17.8

5.9

口帝癬部3/4

胎;雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;1/1・12.5YR6/6橙

(内 2.m6/6橙

口縁部「く」状を呈する (/1・l撫で

(内)撫で

獄 勘

第 94図 -121

甕
　
卸

18.4

6.0

口わ弾郭1/2

胎;石英・雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)25鴎F亀橙マ淑6/4にぶい橙
(内)5YR5/6明赤褐

口縁部「く」状を呈する (射撫で

(内)撫で

2勘

第 94図 -122

甕

卸

15.8

5.7

口帝舞郭1/2

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(姉風電/1黒褐

(内)尉隠/1黒褐

口縁部「く」状を呈する (外)孫で

(内)撫で

2月鐸鞘亦

第 94図 -123

甕
　
獅

26.4

5.0

口鹿癬郭1/6

胎;石英・礫・粗砂粒含む

比 良好

色;(外)2.倒肥/4暗赤褐

(均 7.5YR3/2写鵠

口縁部緩く外反する

粘土帯積上げ

υ卜)用嘱覇躍暫資憮で

(内)撫で

2 鞠

第94図 -124

甕
　
卸

16.0

3.0

口頼癬祁1/3

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外万1TR5/6明縮

(内)7.m6/4にか 澄

口続解欄髪く列づをする lal撫で

(内)撫で

2 勘

第94図 -125

擬

ELHT

18.6

4.5

口帝舞郭1/6

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la15YR4/6う 障持聰 /黒

(内)5YR4/6赤褐-2/1黒褐

口縁部 |く 」状を呈する (外)刷毛調整

(内 )属J毛調整

2縄響節亦

第 94図 -126

甕
　
師

18.8

4.9

口縁部2/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(夕02.5YR4/6赤褐

(内)2.nR4/6赤褐

口縁部「く」状を呈する (タト)用唱詞醒暫刻礁で

(内 )用J毛調整後撫で

第38表 遺物観察表(10)
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離 配

離 血
維
糠

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

2 ヨ 勘

第94図 -127

鋒

■HT

14.0

14.8

5.8

ほとま折爾学

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・12.5YR4/8赤褐

(内)101TR2/3黒褐

平底より立ち上がり、

都中位で張りを持ち、

縁部「く」状を呈する

月同

口

lal撫で

(内)撫で 底部箆による押え

2号響割芥

第94図 -128

甕
　
卸

18.6

18.4

6.7

1/2

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 51TR6/64-N2/黒

(内)5YR5/6明赤褐～陽
/黒

平底より内弯しながら立

ち上がり、口縁部「く」状

を呈する

(PI・l撫で

(内)撫で

2鍔解節亦

第94図 -129

甕
　
卸

3.5

7.0

底部のみ

胎;石英・粗砂粒含む

焼涙好

色;1/1・l ЮYR6/3に馴 黄ヽ橙

(内)loYR6//3にか船 7 5YR4/4褐

平底 (71・l撫で

(内)撫で

2う響朝殊

第94図 -130

甕
　
卸

2.7

7.5

底部のみ

胎;石英・雲母囃靱粒含む

焼;良好
色;lal翼誦/64-4/1褐灰
(内)10YR10/8と こぶい黄橙

平底 (射撫で

(内)撫で

2鍔響卸芥

第95図 -131

甕
　
卸

4.7

5.0

底部 3/4

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼ぶ斉

色 la125躍 /8ラ緯雨YV31ぶし瀬
(内)5YR4/6赤褐

転 (如撫で

(内)撫で

2手謝鋤

第95図 -132

甕
　
帥

2.0

4.0

店部2/3

脂;ね英・傑・和紗種富む

焼;良好

雀1;(PI15YR4/6縮

(内)51a2/1黒褐

平底 俳 )撫で

(内)撫で

2=封鋤

第95図 -138

甕
　
卸

2.6

3.8

底部のみ

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・17.a昭 /4浅黄橙

(耐 7.5YR8/4涛鼈

平底 (PI・ l撫で

(内)撫で

2 矧 勘

第95図 -134

甕
　
卸

1,7

6.0

底部のみ

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR4/8赤

(応)5YR5/6明赤褐

平底 (如撫で

(内)撫で

2 矧 勘

第95図 -135

甕
　
卸

3.0

8,0

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 2.51a5/8明赤褐

(内)7.5照/4にぶい笹

平底 (如撫で

(内)用J毛調整

2 ヨ 勘

第95図 -136

甕
　
罰

25
7.4

底部 1/2

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1 loLR7/2に出 雑ヽ Ψ14軟

(n10YR7/2にぶし難 |ヽたれ辮

聴 lal撫で

(内)撫で

2張謝勃

第95図 -137

変
　
卸

5.1

8.5

廓 1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼涙舟
色;la1 loYR7/31゛ 飩 黄ヽ橙
(内)10YR7/21こぶい黄橙

上t,蘇味の底部 (PI・l撫で

(内)撫で

2捐響鞘妹

第 95図 -138

甕
　
罰

1.8

6.5

底部のみ

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む
焼;良好

色;la17.5YR5/4にぶし鳩

(房の5YR4/4に
'ド

し湘

上t勲 底部 lal撫で

(内)撫で

2 馴勘

第 95図 -139

甕
　
卸

5.0

8.1

瑯 1/8

月台;雲母。粗砂粒含む

焼涙雰

色;(外)2.5YR76/8橙

(内駅 5/41ざしヲ鵡

平底 (外)撫で

(内)撫で

2号辞朝亦

第 95図 -140

甕
　
卸

1.8

7.5

帥 3/4

月台瀬戻・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/41こぶい橙

(耐 7.5ツ硼 /4欝鼈

平底 (外)撫で

(内)撫で

2=弁勘

第95図-141

甕
　
罰

1.6

4.0

底部のみ

胎;石英・眸・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5YR4/6対母湯 /1黒

(内)7 5hR7//4にか W争乾51R4/6綿

平底 lal 雛 き後憮で

(内)箆削り後撫で

第39表 遺物観察表(11)
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配

配
離
離
維
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

2テ封勘

第95図 -142

甕
　
卸

9.9

6.0

底部のみ

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(列う5YR5/6明赤褐～3/1黒褐
(内)5YR7れ に馴 澄

平底より内弯気味に立ち

上がる

(州撫で

(内)撫で

2弓解期亦

第95図 -143

餐

■HT
4.6

6.8

底部のみ

胎拓瑛・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(pl.1 10YR7/21こぶい妻誌登

(オ0 10YR7/21こぶい芽講登

平底より内弯して立ち上
がる

俳 )鰺き鶴 で

(内)箆磨き後撫で

2鍔府寝諷亦

第95図 -144

甕
　
卸

2.5

8.0

廓 1/8

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/4にぶし鳩

(内)7.5釈7/4にぶい橙～ν
6明褐

平底 (PIl撫で

(内)撫で

2 ヨ 勘

第96図 -145

甕
　
鰤

3.4

5,8

底部のみ

胎 ;石英・雲母・粗砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)5鴎rヽにか C-25鴎チ亀明綿
(内)N3/暗灰

聴 (PIl撫で

(内)撫で

2=封訪

第96図 -146

甕
　
卸

4.4

5.7

底部のみ

胎;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la12.51R5/6明 赤褐

(ハ)10YR3/2黒褐

平底 (外)撫で

(内)撫で

2期

第96図 -147

甕

41F
4.0

6.0

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼:良好

色;(外)2.制陽/4助確持み/1赤黒
(向 2.51a5/6明縮

平底 (外)撫で

(内)撫で

2=裁鋤

第96図 -148

甕
　
卸

3.0

4.0

底部のみ

胎;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(21・15YR5/6明赤褐
(内)5YR5/6明瀧

平底 (外)撫で

(内)撫で

2張朔勘

第96図 -149

甕
　
卸

28
6.2

底部 1/2

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)llllR5/4にぶぃ剣母卸7暗灰
(内)2.5Y73浅黄

平底 lal撫で

(内)撫で

2β譜勁亦

第96図 -150

甕
　
帥

5.0

7.3

醐 1/2

胎;石英・雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色 (21・17.5YR5/31こ莉 璃
(内)7.5YR3/1黒褐

平底 (外)箆削り

(内)箆削り

2 矧 勘

第96図-151

餐

ELm
4,0

6.5

だ重喜

`2/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色 (如尉W/64-7.5YR8/6セ馨證
(内)7.5YR7/1こぶい橙

平底 (畑撫で

(内)撫で

獄 鋤

第96図 -152

餐

卸

4.5

6.8

底部 1/2

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外 )例R6/4にぶい陛詑 5Y3/1黒褐
(内罷/黒

平底 (如箆磨き後撫で

底部箆切り

(内)箆磨き後憮で

2 獄 鋤

第96図 -153

盗

卸

_3.0

6.6

底部のみ

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.aR5/8明赤褐
(耐 W/黒

平底 (外)撫で

(内)撫で

28鐸朝亦

第 96図 -154

甕
　
卸

3.4

7.5

底部のみ

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色,(外)7.51TR7/1明褐灰

(内)7.湘/41こぶい橙

上峨底 (外)撫で

(尚)撫で

2弓謡鞘弟

第96図 -155

甕
　
卸

2.2

6.0

だ筆漕邪2/3

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI17.51TR5/41こぶい褐

(内)7.51R3/3暗褐

平底 い )箆肖1り

(内)撫で

2 引 鋤

第96図 -156

餐

ELET

2.2

6.6

底部のみ

胎;石英。礫難p粒含む
焼;良好

色ila17.aR8/3浅黄橙
(ぬけ7.51R3/2灰白-4/4褐

(射撫で

(内)撫で

第40表 遺物観察表(12)
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配

配
離
剛
維
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

2 引 勘

第96図 -157

甕

■HF

4.6

7.1

劇 1/8

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR7/2にぶい黄橙

(n312.V7/3浅黄

平底 (如撫で

(内)撫で

2 ヨ 勘

第96図 -158

縫

卸

2.5

8,0

底部のみ

胎;石英。雲母。礫・粗嘘 む

焼;良好

色;(姉 10YR8/4浅黄橙

(内)10YR8/4離γl黒褐

平底 lal撫で

(内)撫で

2弓群勁亦

第 96図 -159

甕
　
卸

2.0

7.6

底部のみ

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色ilalЫM/6赤褐
(内)5VIR4/6赤褐

平底 (Pll撫で

(内)撫で

2テ謝勘

第96図 -160

弩

卸

1.8

5,7

底部のみ

月合;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色 (姉 7.5YR5/4にか 璃

(内)7.5YR6/6橙

平底 (外) 憮で 鰤

(内)箆削り後撫で

2振裁鋤

第96図-161

鮒
甕
卸

63
12.2

舗 1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼浪好

色;(外)5YR76明赤褐ド7 5YR4/1褐灰

(内)駅78嘘確卜101R4/2灰黄褐

台部直線的に開き、裾部

折り返す

(外)刷毛調整

(内)撫で

28器朝味

第97図 -162

甑
　
卸

17.8

10.1

32
2/3

月台;糸剛砂業立雀翼
`焼;良好

色;(対 101R8/3浅黄橙

(内)101TR8/4浅療橙

体部は内弯し、口縁部で

直立する。底部に 1孔を

有する

(外)撫で

(内)1劉磨き

2獄 鋤

第 97図 -168

甑
　
卸

14.0

7.2

2.3

ほI£落存

胎;石英・雲母・礫。粗砂粒含む

焼燦舞
色;la1 loYR7/41こ ぶい黄燈″〃1黒

(彦の101R7/31こぶヤヽ黄橙

体部は砲弾状を呈し、

縁部僅かに外反する。

部に1孔を有する

口

底

lal撫で

(内)撫で

2手朔鋤

第97図-164

甑
　
卸

42
22

底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)2.5Y7/2灰黄ⅢN3/暗灰

(内)N2/黒～3/暗灰

廓 に 1子しを行 る (prl撫で

(内)箆磨き後撫で

2;邦鋤

第 97図 -165

甑
　
卸

一　
・
４

・
８
海

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la15YR5/6明 赤褐

(内)5YR5/6明赤褐ド柁/黒

底部に1孔を有する lal撫で

(内)箆で押え後撫で

2=謝勘

第97図 -166

甑
　
卸

34
0.7

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色ilal前誦/64-4/1褐灰
(内)研誦/6明縮

店譜科こ17し籍 る (外)箆削り

(内)撫で

2鋤

第97図 -167

搬
壺
卸

160
8.5

口歳癬都2/3

月台;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 7.51TR8/3浅 黄橙

(耐 7.51R8/3老霧證

頸部から外反しながら立

ち上がり、口縁部屈曲外

庁 る

(外)撫 で

(内)撫で

2手封鋤

第97図 -168

鮒
　
師

９

，

８

‐６

．

３

一

舗

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)2.5鶴16明赤褐―N3/暗灰
(内)101R8/4浅黄橙

丸底から立ち上がり、体

部は偏平な球形を呈し、

口縁部にかけて直線的に

開く

(外)箆磨き後撫で 掴司丑痕

(内)撫で

2;封勘

第97図 -169

増
　
卸

７

．

９

‐３

．
５

一

詐

月台;石英・礫・粗砂粒含む

焼涙舟

色;(PI・12 5hRおぬ桂W5‖留//3にぶし消

(内)評Ⅳ/6僻7駅7み 1ざし遣

九底から立ち上がり、体

部は偏平な球形を呈し、

口縁 部 1こ か け て 直 線 的 に

開く

(ケ

'1ヽ

)撫で

(内)撫で

2期

第97図 -170

対
　
卸

8.0

91

口繕癬部秀覇字

胎;石英・礫・准砂粒釣

焼涙舟

色;(PI・17.5YR7/41こ ぶ叫登

(内)5YR7/6橙

口縁部直線的に開く (如撫で

(内)箆磨き後撫で

2 9勘

第97図 -171

増
　
卸

9.2

5.6

口鹿癬郊1/5

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舞

色;例05YR7ん 橙

(内)2.5YR6/8橙

口縁部直線的|こ開く (外)箆磨き

(内)箆削り

第41表 遺物観察表(13)
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配

配
離
鴎
維
磯

法  量 質器 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

第97図 -172

矧 鋤

ELm

増 8,1

5.2

口鹿癬都1/3

胎;雲母・裡砂種奮む

焼;良舟

色;la15Y5/1灰―N3/暗灰

(内)5Y5/1灰
～
嘲/暗灰

口わ群郭薩開縛均イこ開く lalf勧蓉き

(内)箆磨き

2弓解鞘赤

第97図 -173

＝
　
卸

9.0

5.0

口わ舞鄭1/2

胎;石英・雲母。礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/4にぶい橙

(内)7.5YR7/3にぶい橙

口縁部直線的に開く 1/1・l箆磨き

(内)撫で

2ナ謝鋤

第98図 -174

靖
　
卸

8.8

5.0

口縁部4/5

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 10YR7/6明黄褐

(内)10YR7/6明黄褐

口縁部直線的に開き、口

届瑠焔勤 1ゝこ内奪する

(外)撫で

(D撫で

2号辞朝亦

第 98図 -175

靖
　
卸

9.2

6.7

口縁部 1/4

胎;石英・雲母。礫・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)7.5YR8/8浅黄橙

(内)7.5YR8/3浅凄選挙も/1褐灰

口縁部直線的に開き、口

唇部僅かに内弯する

(夕け鱗 き

(内)箆磨き

2=謝勧

第98図 -176

靖
　
卸

9.0

5.3

口纏癬部1/4

月含;ね央

"む焼 ;良好

色ila17.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

口縁部直線的に開き、日

醐 Wこ内弯する

lal撫で

(内)撫で

2鞠

第98図 -177

増
　
卸

13.8

8.2

口わ癬郭―導部

胎;石英・礫靖靱猫稔む

焼;良好

色;la17.5YR6/4にぶV増

(内配ア敵

口縁部緩く内弯する。口

堰事著ヽつFり】三ヽ「

(如撫で

(内)撫で

2捐響勁亦

第98図 -178

対

卸

9.6

'ド

害ヽ2/3

胎;石英・雲母・粗砂粧含む

焼;良好

色;例05YR7/4にぶセ瑶解 7/6橙

(DN3/暗灰

体部偏平な球形を呈する 俳 )鱗 き後撫で

(内)箆磨き後撫で

2 鋤

第98図 -179 卸

堰 13.0

15.5

口縁 1/2月噛

胎;粗砂粒含む

焼涙野
色;(対 10YR6/6赤降郵V厭
(内)7.灘Ⅲ(渡接橙

丸底より立ち上がり、月同

部偏平な球状を呈し、口

縁部 2段に屈曲外反する
胴部に1孔を有する

(外)撫で

(内)撫で

2弓謡軸味

第 98図 -180

訪
　
卸

15,7

13.1

13.0

1よイず抗朝字

胎;石英・粗蜘 釣

焼;良好
色;(PI・1 10YR7/21こぶい芸南豊

(内)10YR7/2にぶい黄橙

イ部は内弯しながら開

き、脚部は住状を呈して、

榊 で大きく開く

(外)節部撫で 脚部箆磨き後撫

で

(内)撫で

2弓鐸節亦

第98図 -181

訪
　
帥

12.2

5.2

期 1/2

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色ila15YR6/64-2.5Y5/1黄灰
(内)Ы邸/6橙

杯部は内弯しながら開く (如撫で

(内)撫で

2妄封勧

第98図 -182

訪
　
卸

15,7

11.5

10.8

イ部 2/3隣瑯完

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la12.5YR7/6橙

(内)2.5YR7/8橙

不部下位で稜を持って開

き、裾部ラッパ状に大き

く開く

鉢 )鱗 き

(内)撫で

21裁勘

第 98図 -183

訪
　
卸

11.2

16.0

瑯 1/3躙 2/3

胎;石英・礫・粗憐 釣
焼;良好

色;(外)10YR7/4にボい黄橙

(内)7.副昭/4渋歯陛剤3/畝

イ部下位で稜を持ち、脚

都柱状を呈し、裾部大き

く開く

きlal鱗

(内)撫で

2;謝鋤

第 99図 -184

訪
　
卸

18,0

6.8

不部4/5

胎;石英・雲母囃靱粕唸む

焼;良好

色;la1loYR6/6赤橙
～
5YR7/6橙

(内)団陽/6橙

不部下位で稜を持ち、開
く

(如撫で

(内)撫で

2;封勘

第 99図 -185

訪
　
卸

15.8

8.4

不部3/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la15YR6/84-7.5YR7/6橙
(おけ7.5YR7/4とこおミヤ甘登

イ部下位で稜を持ち、開

く

(prl撫で

(内)撫で

2弓響勁亦

第 99図 -186

謗
　
卸

7.2

15.8

附 3/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.税電/6渡接橙

(内)7.熙16離

裾部大きく開く (射撫で

(内)撫で

第42表 遺物観察表(14)
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血

地
離
離
綿
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

2手封鋤

第99図 -187

訪
　
卸

7.0

15.6

脚部2/3

月台;石英・礫・粗砂粒含む

焼:良好
色;(PI17 51R8/8調陛詑 5Y6■ 欺

笛 )7.51TR6/4に熱 澄

裾部大きく開く 鉛 撫で

(内)撫で 指頭による押え

2;謝鋤

第 99図 -188

訪
　
卸

7.7

担即著邪2/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・1 10YR7/21こ ぶい安謝登

(内)10YR7/2に 示い黄橙

裾部大きく開く (外)刷毛調整後撫で

(内)撫で

2=謝鋤

第99図 -189

訴
　
卸

6.2

15.4

"甲

著下2/3

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;la17.5鴎|ヽ浅黄橙

～
5YR7/6橙

(内)5YR7/6橙

脚部大きく開く υり,秘審き

(内)箆磨き鰊 で

2妄押鋤

第99図 -190

訴
　
鰤

3.7

13.8

躙 1/2

胎;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)aR6/6橙Ⅲ10YR7/4にぶい黄橙

(内)10YR7/4にぶい黄橙

裾郡反り返る (外)箆磨き

(内)撫で

2劉

第 99図 -191

訪
　
卸

92

附 3/4

月台;雲母・粗砂粒含む

焼浪舟

色;(外)2.5Y5/1黄灰

(内)2.5Y3/1黒褐

脚部開く (外)箆磨き鰊 で

(内)箆削り後撫で

2=ヂ鋤

第99図 -192

絡
　
卸

3.4

鰤

胎;雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(外う5YR6/4にぶい笹

(内)5YR6/4にぶい怪

螂 (外)f劉審き

(内)撫で

2号響郵亦

第 99図 -193

不
　
卸

Ю

】

一
れ

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR5/6明43-N3/暗灰

(内)黒

丸底より立ち上がり、国

縁部内弯する

(外)撫で

(内)黒鯉

2劉

第99図 -194

郭
　
卸

４
．
５

７
．
６

一
務

胎;石英・粗雌 釣

焼:良好

色,(外)10YR73 1こぶい黄橙

(内)黒

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する
lal撫で

(内)黒色処理

2 ヨ 勘

第 lCXl図 ―

195

邪
　
卸

・
５

お

一
ん

月台;雲母。粗砂粒含む

焼涙舞

色;la12.「DY7/2灰黄

(内)黒

丸底より立ち上がり、日

縁部内弯する

lal撫で

(内)黒色処理

2号醤朝亦

第 llXl図―

196

イ
　
卸

・
５
　
・
０

一
ん

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;la1loYR7/4に ぶ喧鶏争名/3票隅

(内)黒

丸底より立ち上がり、日

縁部内弯する

(外)撫で

(内)黒色処理

2;封鋤

第 100図―

197

イ
　
卸

13.6

4.0

4/5

胎;礫・粗婉 釣

焼浪好
色;la12.5YR6/8橙

(内)黒

丸底より立ち上がり、口

縁部緩く外反する

(如撫で

(内)黒色処理

2テ謝勘

第100図―

198

イ
　
帥

118
5.2

1よ帽建売夕≠

胎;細砂粒含む

焼浪舟
色;(外)1側陽/1黒褐
(内)黒

丸底より立ち上がり、口

縁苗暖く外度する

(外)撫で

(内)黒鉤

2;封鋤

第 llXl図 ―

199

イ
　
卸

17.0

5.2

1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)10YR73にぶい4-N2/黒
(内)黒

丸底より立ち上がり、口

縁常陣書いに冽砺意ナる

(外)箆磨き後撫で

(内)黒色処理

2 矧 勘

第 100図―

200

郵

■BT

132
5,3

1/6

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む
焼;良好
色;(外)10釈7/3に出減控～5/1裡灰
(内)黒

口縁部「く」状を呈する (外)箆磨き後撫で

(内)黒色処理

2 獄 勘

第 100図―

201

イ
　
罰

15.2

6.3

1/6

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la12.5Y7/2灰黄
(内)黒

口縁部「くJ状を呈する (外)箆磨き後撫で

(内)黒色処理

第43表 遺物観察表(15)
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離 配

図版 配
絲
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

2醐

第 lCXl図 ―

202

イ
　
帥

130
6.0

1/5

胎洒漠。雲母囃脇粒含む

焼;良舜

色;la1loYR7/31こ ぶい黄橙

(内)黒

口縁部「く」状を呈する (外)撫で

(内)黒色処理

2手謝勘

第100図―

203

鉢
　
卸

■.8

6.0

1/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(21・12.5Y7/3浅黄

(内)黒

体部上位で張りを持ち、

口縁部短く孵 る

(71・l撫で

(内)黒鯉

2号辞朝亦

第 100図―

204

鉢
　
卸

・
９

“

一
ん

胎;石英。雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)101TR8/4浅到陛郵V緻
(内)黒

丸底より立ち上がり、

都中位で張りを持ち、

縁部短く外反する

体

口

(射撫で

(内)黒色処理

2鋤

第 llXl図 ―

205

鉢
　
卸

15,0

8.2

6.4

3/4

胎;粗砂粒含む

焼浪舟

色;(外 )lllYR78 tCド 中期豊卸3/暗灰

(内)黒

平底より内弯して立ち上

がり、体部上位で張りを

持ち口縁部に至る

(外)箆磨き

(内)黒趣処理

2=封鋤

第 100図一

206

鉢
　
銅

2.9

4.7

底部のみ

胎源漠・粗塀蜂融

焼;良好

色ila15ツ

“

/6橙
(内)黒

耽 (PI・l撫で

(内)黒趣処理

2携封勘

第 101図一

207

訴
　
卸

14.8

5.2

卿 薪

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR8/4淡橙

(内)黒

然部下位で稜を持ち、口

縁部開く

(pl・l撫で

(内)黒色処理

2弓解罰亦

第 101図―

208

沸
ア
卸

5.5

2.9

2.9

1よ 1ゴ養プ字

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(71・12.bY7/3浅炭

(内)2.5Y73浅黄

手握ね (PI・ l撫で

(内)撫で

2猥封勘

第101図―

209

沸
ア
卸

4.2

2.9

4.2

舗

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)51a6/6橙■M/灰

(内)副電/644-N4/灰

羽 毀 a (如撫で

(内)撫で

2;謝鋤

第 101図―

210

れ
ア
飾

39
2.8

嚇

胎;雲母。粗砂粧含む

焼浪舟

色;(外)10YR3/2灰自

(内)10YR8/2灰白

羽 毀 a (Pll撫で

(内)撫で

2号辞鞘亦

第 101図一

211

沸
ア
卸

3.5

瑯 1/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(Pl17.51R8/6浅 黄橙

(内)2.団鴎/6橙

手捏ね (外)撫で

(内)撫で

2=封鋤

第 101図―

212

イ
　
鎌

10.8

4.7

3/4

胎;白色礫含む

焼浪舟

色;(PI・lh14/灰

(内)雌/灰

丸底より立ち上がり、受

部は内に伸び、口唇部は

夕M貴する

(如韓櫨による撫で

(内)朝櫨による撫で

2;謝勘

第 101図―

213

不
　
無

13.4

3.3

1/3

月台;粗砂粒含む

焼;良好

色,(21・lN4/灰

(内)N3/暗灰

脚 中位に稜わ (外)機櫨による撫で

(内)軸櫨による撫で

鞠

第 101図―

214

郵
　
無

0.9

醐 1/2

河含;雅拗,�斉守む

焼 ;良好

色;lalN5/灰

(内)N5/灰

墟 (PI・l穣櫨による撫で

底面に箆記号を有する

(内)椛櫨による撫で

2手朔勘

第 101図―

215

蓋
　
無

11.4

3.9

1/5

月台;精良

焼 ;良好

色;(外 )N16/灰判 灰

(向 N5/灰

天丼部は偏平で稜以下は

直畔警する

(21・ l椛櫨による撫で

(内)軸櫨による撫で

2=謝鋤

第 101図―

216

蓋
　
無

12.4

3.8

1/2

胎;精良

焼;良好

色;(外)N3/暗灰

(内)M/灰

稜以下は僅力載こ外反し口

縁部に至る

lal椛櫨による撫で

(内)椛櫨による撫で

第44表 遺物観察表(16)
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地

地
離
醜
維
顧

法  量 器 質 成形・形態。文様ほか 整 形 ほ か

2兵狩喘賜本

第 101図―

217

謗

無

19.3

5.5

瑯 1/6

胎;精良

焼浪好

色;(PIIN3/暗灰

(内)嶋/灰

郵部は開き、外面に把手

を有する
lal機闊こょる撫で

沈線・波状文を施す

(内)機械による撫で

鋤

第 101図―

218

副

鶴

9.8

5.5

'下

喜ヽ 2/3

胎;精良

焼;良好

色;(外)M/灰
(内)M/灰

イ部中位に稜を持ち、口

縁部内傾する
lal機櫨による撫で

(内)軸櫨による撫で

2弓解勁亦

第 101図一

219

訪
　
鎌

2.8

接合部のみ

胎;精良

焼;良好
色;(チ噂N5/灰

(内)N5/灰

接合部のみ (姉鞠櫨による撫で

(内)椛櫨による撫で

鋤

第 101図―

220

縫

無

24.0

5.4

口帝舞第1/3

胎;石英。雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(211h14/灰

(内)N3/暗灰

口縁部稜を持ち、外反す
る

い )機櫨による撫で

(内)椛櫨による撫で

4堤結勁亦

第 102図 -1

郷
　
卸

19.6

8.1

1/3

月台;糸隣 雀祠Ⅲ

焼;良好
色ila12.5Y3/2灰A-2/1黒
(内)2.5Y5/1荒灰

丸底より立ち上がり、日

縁部内弯する

(如撫で

(内)撫で

4=鶏鰤赤

第102図-2

イ
　
卸

16.8

7.5

口鹿癬部宮準部1/4

胎;細砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.5Y73浅黄
(応)2.5Y7/4厳

口縁部内弯する 鉛 )撫で

(内)撫で

4=群勃

第 102図-3

甕
　
卸

17.8

3.6

口縁部 1/4

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色ila17.5YR4/3褐

(内)7.5YR5/4にぶい褐

口縁留修粒薄する (姉撫で

(内)撫で

4 H鋤

第 102図 -4

甕
　
卸

2.8

6.8

芝く著零1/2

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR4/2灰褐

lb17.5YR5た に崩 璃

平底 (外,撫で

(内)撫で

4振紺鰤弥

第 102図 -5

甑
　
卸

24.8

16.0

口縁 1/4胴一部

胎;礫・粗砂粒含む

焼浪舞

色;(外)5YR7/4にぶいC-7/5橙
(内)5YR7/5JE-7/41こ ぶい橙

胴部直線的に開き、日縁

紗 阪 する

6と同一個腕 ?

(PI・l撫で

(内)撫で

4矧報林

第 102図 -6

甑
　
卸

9.5

7.0

腫語緻よ1まテ爾字

胎;礫囃翔油唸む

焼;良好

色;(外)5YR7/4にぶい橙
～
喝/暗灰

lb15YR7た にか 鳩

底部より外傾して立ち上

がる

5と同一個体カマ

(畑撫で

(内)横位の撫で

4 封 勘

第 102図 -7

沸
ア
卸

5.0

3.0

口縁年部―導郁

胎;礫靖p粒含む
焼;良好
色;(外)10YR73 1こぶい黄橙
(内)10YR6/4にぶい黄橙

羽 獣 Д (PIl 撫 で

(内)撫で

4鋤

第 102図 -8

沸
ア
卸

2.1

2.6

廓 1/2

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;lal lttR7/2にれ済鯉■5/1倣
(内)10YR73にぶい黄橙

羽 毀 a (外)撫で

(内)撫で

5号馨鞘亦

第 103図 -1

不
　
帥

13.8

5.5

1よ胞時売7卒

胎;粗砂粒含む

焼;良好
色;(如 引w/6橙
(内)5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、回

縁部開く

(外)撫で

(内)撫で

5f謝鋤

第 103図-2

不
　
卸

9.8

4.8

1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR7/6橙年10YR6/1褐

(内)5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、日

縁部開く

(外)撫で

(内)撫で

5 鋤

第 103図 -3

イ
　
卸

15.4

4.8

1/3

胎;粗砂粒含む

焼浪舟
色;(PI・l嶋/暗灰

(内)2駅拗妻荻蒋751R7/4にがし澄

丸底より立ち上がり、日

縁部開く

lal撫で

(内)撫で

第45表 遺物観察表(17)

-171-



嚇 No

図版 配
維
籐

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

5;謝勘

第 103図 -4

不

卸

13.0

4.0

1/3

胎;礫・粗嚇 釣

焼;良好

色;la1loYR8/4浅黄橙■Nγ灰

(内)引郎ん橙

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(Pll撫で

(内)撫で

5弓解鞘亦

第 103図-5

郷

卸

12.0

4.9

1/5

胎;礫期p粒含む
焼;良舜

色;(外)51a6/6C-2.5YR5/8明 赤褐

(内)5YR6/6橙

口縁部開く (如撫で

(内)撫で

5手謝鋤

第103図-6

郷

■HT

147
4.7

1/3

清 ;裡砂種富む

焼浪野

色 (2f・1101R7/21ぶし難 /ヽ14販
(内)lolR7/2に か 渡誰

“

れ褐灰

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(婦撫で

(内)撫で

5手謝鋤

第 103図 -7

鉢

�

16.0

5.0

2/3

胎;粗婉 釣

焼;良舟

色;(外)7,N/41こぶい橙■陀/黒
(内)7.511R7/4にぶい橙

～
N7灰

丸底より立ち上がり、国

縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

5;弁勘

第 103図 -8

郵

■BT

13.0

4.5

口帝群郭1/5

胎;礫・粗砂粒釣

焼娘好

色 la15YR6/6M―N4灰
(内)5VR6/6橙

日縁部内弯する (射撫で

(内)撫で

5テ謝鋤

第 103図 -9

邦

■ET

H.4
4.3

1/2

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色ila12.5YR6/6橙

(内)2.51R6/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

lal口動 の撫で

(内)撫で

5矧勘

第103図 -10

杯

卸

13,4

4.6

1/2

胎;粗砂粒含む

焼ぶ舞
色;(PI・l鍬7μ t弔■連 51R7/6橙

い )5YR7た にか 澄

丸底より立ち上がり、ロ

縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

5手謝鋤

第103図一H

郭

■BW

14.0

42

口鹿癬都1/4

胎;粗砂粧含む

焼ぶ舞

色;(外)10R6/赤橙

(内)2 5YR7/6橙

口縁部内弯する (姉撫で

(内)撫で

5=謝鋤

第 103図 -12

杯

鰤

13.8

4.5

口帝癬郭1/3

胎;粗砂統含む

焼;良舟
色;(外)10YR72 1こぶい黄橙

～
M/灰

納 )lCIYR7カ にか 離ヽ

口縁部内弯する lal撫で

(内)撫で

5=謝勧

第 103図 -13

郵

ILm

12.4

4.5

回脚 1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5YR5/6明 赤褐

(内)2.5YR5/41こ ぶい赤褐

口縁部内弯する (外) 撫で

(内)撫で

5テ裁鋤

第 103図 -14

邦

卸

14.5

4.3

口帝舞郭1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR73 1こ ぶい黄橙

(内)10YR7/2にぶい黄橙
～
N3/暗灰

口縁部内弯する (PI・l撫で

(内)撫で

58響朝亦

第 103図 -15

琳

ELET

154
3,9

口縁部 1/4

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7 5YR3/4浅 剣き髭.研71歎
(内)1側R5ん にぶぃ封母�25Y5/1芸灰

口縁部内弯する (PI・l撫で

(内)撫で

5弓留勁亦

第 103図 -16

郭

卸

12.6

5.2

1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10R6/6赤橙

(内)2.511R7/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁部僅かに内弯する

(姉撫で

(内)撫で

5弓器勁亦

第 103図 -17

イ

■RT

8.3

3.7

1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)10YR7/3にぶい黄橙

(内)10YR7/3にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

続結判茎か|こ於浮チする

(外)撫で

(内)撫で

5号醤朝亦

第103図 -18

不

卸

12.2

5.5

4/5

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色 ;(21・ 15YR76橙～751R7/4にぶし増

(内)5釈ν6橙

丸底より立ち上がり、口

縁卸唱笏 こヽ内奪する

(211撫で

(内)撫で

第46表 遺物観察表(18)
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離 配

函版 配
絶
懃

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5弓解郵亦

第104図 -19

イ

■BT

11.6

40

1/4

胎;粗砂粒含む

焼;良好
色;la17.5YR8/2灰 白～5YR4/1灰白
(D7.5YR8/2灰白～5YR4/1灰白

丸底より立ち上がり、日

細 こヽ内弯する

(PI・l撫で

(内)撫で

5;謝勘

第104図 -20

イ

卸

13.6

3.9

1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5YR7/6橙 ■10YR7/1灰自

(内)10YR7/1灰白

丸底より立ち上がり、日

縁謝始勤Wこ内弯する

(PIl撫で

(内)撫で

5:謝鋤

第 104図 -21

イ

■ET

130
4.4

1/2

胎;雅p粒釣
焼;良舟

色;la17 5YR8/4渉揆憎■5/1褐灰
(内)75釈7/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁苗珀勤 こヽ内警する

(PI・ l撫で

(内)撫で

5 ヨ 勘

第 104図 -22

不

卸

14.0

41

口帝舞郭1/4

月台;礫囃妙粕含む

焼;良舞

色;la1loYR73 1こ ぶい黄橙
～
Nν灰

(内)10YR7/2にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

縁謝増勤 こヽ内弯する

(外)撫で

(内)撫で

5=裁勘

第 1飩 図-23

イ

■Hj

13.8

43

口帝弾郭1/3

月台;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・1251R帥 橙～7取7/3にか 澄
(内)5YR6/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁笥曜笏 こヽ内弯する

(姉撫で

(内)撫で

5 9鋤

第 104図 -24

イ

』  雨

12.8

3.5

口帝舞稲1/5

売‖争;】 ]日 BF,分 *色立ヽ:ヨド芝iP

焼;良好

色;(外)2.5Y72灰黄
(ぬけ2.5Y72灰黄

丸底より立ち上がり、 口
縁剖曜勤 こヽ内弯する

(外)撫で

(内)撫で

5=井鋤

第104図 -25

郵

卸

139
4.1

口繕癬都1/4

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)10YR73にぶし濃認卜ぷ3//暗灰
(内)nⅣ/31びし肖件 5々 |びし齢

口縁制陥勤 こヽ内争 る (PI・l撫で

(内)撫で

5テ賀勘

第 104図 -26

イ

■ET

14.6

4.8

1/2

月台;粗琵朔笠釣

焼;良好

色i la151TR6/6橙

(内)5YR6/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁部外傾する

(PI・l撫で

(内)撫で

5=謝鋤

第 104図 -27

イ

卸

13.4

5.0

1/5

月台光妙粕含む

焼;良好
色 ;(外)75釈7れ にぶい橙～10YR3/2灰 白

(内)75Wた にぶし増■25W/1灰白

丸底より立ち上がり、口

縁部外傾する

1/1・l撫で

(内)撫で

5;裁鋤

第 1飩 図-28

イ

卸

12.6

5.5

口帝舞郭1/4

胎;石英・雲母。礫・粗砂粒含む

焼 餅

色:(外)10YR8/2灰自

(内)10YR72 1こ ぶい黄橙

口帥 する (外)撫で

(内)撫で

5=謝勘

第 104図 -29

不

■HT

14.5

5.3

口帝弾郭1/8

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舟
色ila11側喝/2灰自

(″→10YR73にぶい黄橙

口縁部外阪する (畑撫で

(内)撫で

5;裁鋤

第 104図 -30

郷

tRT

152
5.3

口形舞郭1/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(71・12駅睛 4H-1蝋5カ庭鶏
(内 2.ЫK/6桂 -10YR4/1稚板

口籾常レM更する (外)撫で

(内)撫で

5鍔解覇亦

第 104図 -31

イ

卸

154
6.7

口帝弾郭1/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;la151R6/6橙

(内)51R7/6橙

口鋤 る (外)撫で

(内)撫で

5 鞠

第104図 -32

イ

■HT

19.0

8.0

口帝舞零1/5

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良斉

色ila15YR6/6橙
～
7/6橙

(耐 2.5Y3/1黒褐

口帥 する (PI・ l撫で

(内)撫で

5;朔鋤

第 ll14図 -33

然

卸

9.6

47

口脚 1/5

胎 ;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色ila17.5YR6/6橙

(内)7則V6櫂■llllTl明 にれ導遣

口縁部外傾する 鉢 )撫で

(内)撫で

第47表 遺物観察表(19)
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離 配

図版 配
絶
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5 矧 勘

第 104図 -34

イ
　
卸

10.2

4.4

1/2

月台選母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR4/6赤褐
～
聰/黒

(内)5YR5/4にぶい赤褐

丸底より立ち上がり、口

縁日曜勤 にゝ籍 る

(外)撫で

(内)撫で

5矧 勘

第 104図 -35

邦
　
卸

13.2

6.0

ロル癬都1/2

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.51TR7/4に ぶい橙

(内)7.5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、口

棚 W堺反する
(21・l撫で

(内)撫で

5瑠 勘

第 105図 -36

不
　
卸

11.0

5。 8

ほぽ抗覇字

月台;粗砂粒含む

焼;良舟

色ila15YR5/1褐灰-6た に勲 澄
(内)511R5/1褐灰～γ4にぶい橙

丸底より立ち上がり、口

縁部外反する

(外)撫で

(内)撫で

5鞠

第 105図 -37

イ
　
卸

16.4

6.0

1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI17.5YR6/3に か 璃

(内)7.51R6/3にぶい褐

丸底より立ち上がり、口

縁部外反する

(舛撫で

(内)撫で

5;封鋤

第 105図 -38

郷
　
卸

14.4

4.3

1/2

胎;粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)2.5Y73浅黄
(内)10YR4/31こ ぶい黄褐

丸底より立ち上がり、口

縁樹陵V意する

(姉撫で

(内)撫で

5;裁鋤

第 105図 -39

不
　
卸

16.0

4.2

口わ癬郭1/4

月台;雲母。】阻砂メ崎君む

焼;良好

色;(外)7.N/64-N3/暗灰
(内)5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、口

触 する

口唇部面取りを施す

(71・l撫で

(内)撫で

5;封勘

第 105図 -40

郭
　
罰

16.4

5.3

口縁部 1/4

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;例帆Ola7/3にか 難ヽ

(内)10YR7/3にぶい黄橙

口褐矧レ材オする (如撫で

(内)撫で

5=巽鋤

第 105図 -41

イ
　
卸

13.8

5.0

口鹿癬郭1/4

胎光p粒含む
焼;良好

色;(外)7 5YR8/6渡 炭橙

(内)■ 5YV6灘離卜ЮWW/3に蔚灘

口縁矧レ材財する (PI・l撫で

(内)撫で

5√抑鋤

第 105図 -42

イ
　
卸

120
3.8

口帝癬郭1/5

月台淵顕塀立釣

焼;良好

色;lall蝋 7々 tぶし器 Ⅲヽにか灘

(内)7.51R6/6橙

口縁部外反する lal撫で

(内)撫で

5テ謝鋤

第 105図 -43

不
　
卸

14.6

35

口帝弾郭1/3

月台;租砂粒含む

焼 ;良好

色 ;(外)10YR5/2灰黄褐～5/6黄褐

(内)101R4/1荘勒天

口縁部外反する lal撫で

(内)撫で

5;封鋤

第 105図 -44

杯
　
卸

13.0

5。 2

口帝弾郭1/2

胎;雲母・粗砂粒含む

焼浪好

色;(PI・12.5Y7/2灰黄

(内)2.5Y7/2灰黄

口縁部短く外反する (外)撫で

(内)撫で

5抒押鋤

第 105図 -45

イ
　
卸

12.0

5.0

口彬癬祁1/5

胎;粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)10YR74 1こぶい黄橙

(内)10YR4/6褐

口縁豫短く外反する (如撫で

(内)撫で

5手謝勘

第 105図 -46

郷
　
卸

14.0

4.7

口形癬郭1/5

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.制陽/2灰白～71褐灰
(内)10YR8/2灰白

体部上位に稜を持ち、口

縁部僅かに外反する

lal撫で

(内)撫で

5手謝鋤

第 105図 -47

不
　
卸

140
5.3

口寝癬郭1/5

胎;石英・雲母・細砂粒含む

焼;良舞

色;(外)51a7/31こぶい橙

(〆→a鸞/3にぶ峰追

体部上位に稜を持ち、口

榊 こヽ外反する

(外)撫で

(内)撫で

5 H勘

第 105図 -48

イ
　
卸

11.2

4.7

1/5

月台;粗砂粒含む

焼;良好

色;(21・17駅8/4涛鵡 W,引 7れ 灰白
(内)7.5関 /4渡黄橙

丸底より立ち上がり、体

部下位に稜を持ち、回縁

部開く

(姉撫で

(内)撫で

第48表 遺物観察表(20)
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離 配

図版 配
納
顧

法  量 質器 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

5

第 105図 -49

増 勘 杯

■BT

印
５．２
一締

胎

焼

色

石英・粗砂粒含む

鏃

la17.5YR7/64-2.引 的お明赤褐

(内)5YR6/6橙

丸底より外傾して立ち上

がり、体都下位に稜を持

ち、口縁都開く

い )撫で

(内)撫で

5勘

第 105図 -50

郵

卸

15.6

30

1/6

月含;る栗・雲母・操難り和富む

焼;良好

色 ;(外)7.5YR7/41こぶい橙

(内)75N/4にぶい橙

浅い丸底より外傾 して立

ち上がり、体部下位に稜

を持ち、日縁部開く

(ケ

'10

撫で

(内)撫で

5醐

第 105図 -51

j4N‐

ELET

17.4

3.3

1/3

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)51R6/6橙■N4/灰

(内)7.5YR6/6橙

浅い丸底より外傾して立

ち上がり、体部下位に稜

を持ち、口縁部開く

(pl・l撫で

(内)1無で

5振謝鋤

第 106図 -52

イ

鰤

18,8

3.4

口わ舞郭1/9

月台;石英・粗砂粒含む

焼;良好
色;(PI・17.5W的 /2灰褐

(向 7.殿12灰褐

体部下位に稜を持ち、国

縁部開く

(外)撫で

(内)撫で

5鋤

第 1∝ 図-53

不
　
卸

'6.63.9

口膨癬都1/5

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)51R6/6糟■M/灰
(内)51TR7/6橙

体部下位に稜を持ち、口

縁部開く

(外)撫で

(内)撫で

5=謝勘

第106図 -54

イ
　
卸

17.0

3.2

口形舞郭1/9

月台;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1 51TR6/6橙

(内)7.5YR7/41こぶセ澄

体部下位に稜を持ち、国

縁部開く

(PI・l撫で

(内)撫で

第 106図 -55

5 矧 鋤 杯

ILBT

15.2

4.8

口鹿癬都1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12.5YR7/6橙
～
聰/灰

(内)2.51R7/4杉持芳謝登

体部下位に稜を持ち、口

縁部開く

(PI・l撫で

(内)箆磨き後撫で

5ヨ 勘

第 106図 -56

イ

卸

16.6

3.2

口膨癬郭1/3

月台;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR7/6橙■聰イ灰

(内)5YR7/8橙

体部下位に稜を持ち、ロ

縁部開く

(prl撫で

(内)撫で

5テ謝鋤

第 106図 -57

郷

封

11.6

27

口ん棗郭1/5

胎;礫囃靱油宅む

焼;良好

色;(外)10YR6/4にぶい黄橙

(内)10照/31こぶい黄橙■N5/灰

体部下位に稜を持ち、口

縁部開く

(外)撫で

(内)撫で

5手謝鋤

第 106図 -58

鉢

卸

14.0

10.9

5.7

1/2

雲母・粗砂粒含む

麟

(PIl■ 5YR6//4に 出 龍挙■OYR4/1倣

(内)7制臨/4にか 瑶辟 101R471拒 恢

胎

焼

色

平底より内弯して立ち上

がり、体部中位で張りを

持ち、日縁部外反する

(外)撫で

(内)撫で 箆による押え

5翻

第 106図 -59

鉢

卸

12.0

8.8

口形群郭脚 1/3

雲母・粗砂粒含む

鏃

(外)2酬稲ん橙■10HR7/2にか済橙

(n10YR7/2にぶい黄橙

胎

焼

色

体部中位で張りを持ち、
回紡常V豆く刻づきする

(如撫で

(内)撫で

5=謝鋤

第 106図 -60

鉢

卸

10.8

91

口わ舞郭1/3

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17熙/442-nR7た にか 難ヽ
(内)7.Ы陥/4褐

口縁部内弯する (外)撫で

(内)撫で

5号鐸朝亦

第 106図 -61

鉢

師

8.5

6.0

1/3

胎;礫・粗憐 釣

焼;VT・
色;901例R731ぶい黄母嘔/1寮恢
(内)M/灰

平底より内弯して立ち上

がり、 口縁都僅かに/1・反
する

(PIl撫で

(内)撫で

5=謝勘

第 107図 -62 卸

弩 20.5

314
7.4

2/3

月合;微砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.51TR8/4浅黄橙■N3/暗灰

(内)7.5YR8/3浅寅橙

上げ底気味の底部より立

ち上がり、胴部球状を呈

し、口縁部「コ」状に外反

する 粘土帯積み上げ

(姉撫で

(内)撫で

5;邦勘

第 107図 -63 ■BT

甕 19,4

18.9

口庖癬祁1/2

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼浪舞

色;la15YR7/6橙
(内)5YR7/4にぶヤ遣

口縁部「コ」状に外反する 俳 )撫で

(内)吊J毛調整

第49表 遺物観察表(21)
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配

血
離
齢
納
麟

法  量 器 質 成 形 ・ 形 態 ・ 文 様 ほ か 整 形 ほ か

矧 鋤

第 10T図 -64

甕
　
卸

18.0

7.8

口権醇都2/3

胎;粗砂粒含む

焼ぶ好

色;la1lolR8/2灰白

(内)10YR8/2灰白―N3/暗灰

口縁部「コ」状に外反する
口唇 部 EBI蝦 りを施 す

(加撫で

(内)刷毛調整後撫で

5:謝勘

第 107図 -65

甕
　
卸

15.6

7.7

口
～
癬郭1/2

胎瀬映・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/6橙■10R3/2暗赤褐
(内)10YR4/1掏灰

口縁部「コ」状に外反する 1/1・ l撫で

(内)撫で

5ヨ 勘

第 108図 -66

甕
　
卸

17.6

6.0

口縁部 1/6

胎;石英・雲母・微砂粒含む

焼;良舞

色;(外)10YR7/4にぶ 黄ヽ橙
(bl1 10YR6/1樟恢

口縁部「コ」状に外反する (PI・l撫で

(内)撫で

5弓解勁亦

第108図 -67

発

■BT

17.2

6.4

口脚 1/2

胎;粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)7.5W肥/3渉済幡■例ろ/1灰白
(内)5Y7/1灰白

口縁部外反する (外)撫で

(内)撫で

5テ裁鋤

第 108図 -68

甕
　
卸

15.2

4.3

口形齋郭1/5

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la1 loYR7/41こ ぶヤヽ黄橙

(内)10YR7/4にぶい黄橙

口鞭 する

口唇部向収りを施す

(如 撫で

(内)撫で

5 鞠

第 108図 -69

甕
　
�

23.7

32.8

5.0

3/4

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・ll蝋5ハ癬 7 5YR7れ に出澄
(内)7.51TR7/4にぶい橙

平底より立ち上がり、
部上位で張りを持ち、
縁部「く」状に外反する

月同

口

(外)撫で

(内)撫で

5ナ謝鋤

第 108図 -70

甕
　
鰤

234
14.0

口帝齋鄭肺謀郭1/3

胎;粗砂粒含む
焼;RIT
色;(夕D7.即聰/41こぶい橙
(″0 101TR7/3にぶい黄橙

～
嶋/灰

口縁部「く」状に外反する

粘土帯積上げ

(pl・l撫で

(内)刷毛調整

5翔

第 109図 -71

餐
　
卸

19.3

6.5

口わ癬郭1/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(夕05YR4/41こ ぶヤヽ赤褐
(内)7.5HfR3/1黒褐

口縁部 く」状に外反する (如樹 滋 漁 で

(内 )横位の撫で

5鋤

第 ll19図 -72

甕
　
卸

17.4

6.0

口綽癬郭1/3

胎;雲母。粗砂粒含む

焼浪好
色;la15YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

口縁部「く」状に州更する

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外)横位の撫で

(内)撫で

5う鐸朝亦

第 109図 -73

甕

帥

16.8

5,9

口鹿癖部3/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良算

色;(外)5YR4/4にれ坊褐～3/2鵬
(内研酸/4にぶし淵 昨 3/2吻鵠

口縁部「く」状に外反する (外)刷毛調整後憮で

(内)刷毛調整後撫で

5ヨ 勘

第109図 -74

発

ELET

182
5,0

口蒻癖都1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼涙舞
色;(外)7.5YR5/6明褐
(耐 5YR6/6橙

口縁部「く」状に外反する lal撫で

(内)撫で

5:謝勘

第109図 -75

弩

卸

16.8

5.0

口帝癬郭1/3

胎;石英・雲母・細砂粒含む

焼涙好

色;(PI・17.511R5/4にぶセ溜

(内)7.例町/4にぶし鳩

口縁部「く」状に外反する (射撫で

(内)撫で

5;朔鋤

第 109図 -76

甕
　
卸

15.6

4.8

口帝弾郭1/5

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色 (71・15YR7/6橙

(内)51R5/6明赤褐-4/1褐灰

口縁部「く」状に外魔する lal刷毛調整後撫で

(内)刷毛調整

5手裁鋤

第109図 -77

甕
　
卸

25.2

11.1

口縁部 1/6

胎;雲母・粗砂粒含む

焼燦舞

色;la15YR3/4惨鵜■7.511R6/1裡灰
(内)2.5Y5/1黄灰

口鞭 する (PIl撫で

(内)撫で

5 矧鋤

第 ll19図 -78

甕
　
卸

19.0

73

口帝弾郭1/3

胎;粗砂粒含む

焼;R4T
色 la17.5YR6/6橙

(内 5YR4/6功鵡

口縁部外反する (如撫で

(内)撫で

第50表 遺物観察表(22)
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離 配

図版 配
線
麟

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5;謝訪

第 ll19図 -79

甕
　
卸

24.6

9.5

口帝群郭1/6

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR4/6褐

(内)7.5釈V6明褐

口翻 財 る (外)刷毛調整後撫で

(内 )用 1毛調整後撫で

5 引 鋤

第 110図 -80

甕
　
卸

254
6.7

口鹿癖都1/5

胎 ;雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7熙,2随肘ヤ5/4にぶい褐
いう7研誦/4にぶ予IB―IN5/灰

口纏常移Ч鷲する (pl・l撫で

(内)撫で

5 獄 勘

第■0図 -81

餐

卸

27.2

5.0

口帝舞郭1/4

月台;粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR7/4に 小 澄

(内)7.51R7/41こぶい経子■N7灰

口拐樹V材意する (外)撫で

(内)撫で

5 劉

第 110図 -82

盗

卸

19.2

4.7

口鹿癬都1/4

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 7.514R5/4に か 湘

(内)7.5YR7/41こぶい橙
～
NV灰

口減常レト万薄する (PI・l撫で

(内)撫で

5£群朝亦

第■0図 -83

甕
　
卸

15.2

4,9

口わ蒋郭1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la151「R6/6橙

(内)511R6/6橙

口醐 財 る lal撫で

(内)撫で

5=封鋤

第■0図 -84

甕
　
卸

16.4

29.3

7.7

1/2

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR7/41こ ぶt導戦3橙
(内)7.5YR7/41こぶい橙

平底より立ち上がり、胴

部砲弾状を呈し、口縁部

外反する

(外)口縁部横位の箆削り後撫で

(内)撫で

5妄弁鋤

第■0図 -85

甕
　
卸

168
19,0

口縁撃都月靡都1/3

胎;雲母・粗砂絃艶

焼:良好

色;(PI・17.駅3/2離 1(に莉 湘
(内)5YR6/8橙

口穆譜レ|】鷲する

粘土帯積上げ

(外)刷毛調整

(内 )昂 1毛調整

5手謝勧

第 110図 -86

甕
　
卸

17.8

9,0

口帝舞郭1/2

月含;雲母・裡砂種富む

焼浪舟

色ila15YR5/6明赤褐

(内)5YR5/6明縮

口縁制ψ粧意する (ケ

'1ヽ

)刷毛調整

(内)撫で

5手謝勘

第 111図 -87

甕

卸

17.4

17.2

1/2

胎;石英・雲母・糸醐粒含む

焼;良好

色;la15YR6/6橙

(内)酎%/6明赤褐

口紡常レ|[鵞する (71・l撫で

(内)撫で

5=謝勘

第 111図 -88

甕
　
卸

24.8

18.0

口わ舞郭1/3

晴ね 夷運科・程棚和言む

焼 ;良好

色ila17.即 6/2灰褐～2/1黒

(内)7.51R6/2灰褐

口翻 財 る

口唇部回収りを施す

(外 ) 撫 で

(内)撫で

5手封鋤

第 111図 -89

甕
　
卸

10,2

13.2

6.4

2/3

胎;石英。雲母・細砂粒含む

焼;良好

色;(姉 7.5YR7/3に熱 澄

い )7.5YR7/4にか 澄

平底より内弯して立ち上

がり、 口縁部外反する
(pl・ l 撫で

(内)撫で

5拝謝勘

第 111図 -90

甕
　
卸

12.8

9.0

日形舞郭1/2

月台;粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・15YR3/6賠淋褐

(耐 51W/1鶏

口縁鍋姑魔する lal撫で

(内)撫で

5=封鋤

第 111図 -91

甕
　
卸

13.2

6.2

口鹿癬郭3/4

胎;粗砂粒含む

焼浪舟

色;la17.5YR6/4に ぶい橙

(内)7.5獅 6/41こか 澄

口翻 財 る (71・l撫で

(内)撫で

5=封勧

第■1図 -92

甕
　
鰤

13.8

8.8

口わ舞郭1/2

胎 ;石英・粗砂粒含む

焼涙舟

色;la17郎V4に角澄翌 5躙た明ブ鵡

(内 10YR5/2灰黄褐

口縁制レ材甦する (PI・l撫で

(内)撫で

5;謝勧

第 111図 -93

甕
　
卸

14.0

6.7

口わ癬郭1/2

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色ila17.5YR7/6橙
(内)7.引W/4にぶい橙

口翻 財 る (外)撫で

(内)撫で

第51表 遺物観察表(23)
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配

配
離
醜
納
顧

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

59鋤

第■1図 -94

甕
　
卸

17.0

6.9

ロル舞郭1/2

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 5YR5/6明赤褐―N2/黒

(内)5YR5/4にぶV湘

口縁部受口状を呈する (外)撫で

(内)撫で

5£謡朝亦

第■1図-95

甕
　
卸

12.5

4.8

だ薫喜ヽ 2/3

月台J電翻畔立雀祠争

焼ぶ舟
色;(外)2.5YR7/6e― N2/黒

(内)5YR7/6橙

平底より立ち上がり、胴

部球状を呈する

鉢 )撫で

(内)撫で

5=却勧

第■2図 -96

甕
　
卸

12.7

4.5

底部胴部 1/2

胎光翻聴増む

焼;良好

色;(外)10YR8/2灰白―N3/暗灰

(内)10YR3/2灰白―N3/暗灰

平底より内弯して立ち上

がる

(外)撫で

(内)昂1魏

ヨ 勘

第 112図 -97

甕
　
卸

4.1

9.3

だミ譜弔3/4

月台;石英難賜粕含む

焼;良好

色;(外う7.5釈7/6橙

(内)7.Ы昭/4法羨橙

聴 (24・l撫で

(内)撫で

5弓響獅亦

第■2図 -98

甕
　
卸

4.6

9.0

底部のみ

胎;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色ila17.5YR7/41こ ぶい働 /1黒

(内)7.51R5/1裡灰

耽 (姉撫で

(内)撫で

劉

第 112図 -99

甕
　
卸

3.0

7.0

内部2/3

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(21・110YR72 1づい難争れ/1卒敦

(耐 10YR8/3浅黄橙

上げ輯 底部 lal撫で

(内)撫で

5ち響朝亦

第 112図―

ltXl

甕
　
帥

3.2

9.4

握重著弔1/2

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)10YR7/3にぶい黄橙■N7灰
(内)10YR7/31こ ぶい黄橙

～
N●r灰

平底 (外)撫で

(内)撫で

5√却勘

第112図―

101

甕
　
罰

2.1

6.8

底部のみ

月含;裡砂裡含む

焼;良好

色;la12.5YR6/8橙 ■10YR3/1黒褐

(内)101a3/1黒褐

平底 俳 )撫で

(内)撫で

5鋤

第■2図―

102

甕
　
帥

1.8

6.4

底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)10YR7/21こ ぶい黄橙

(内 N3/暗灰

平底 (姉撫で

(内)撫で

5携謝勘

第 112図―

103

甕
　
帥

5.0

6.8

廓 1/2

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼ぶ昇

色;la17 51a4/1褐 灰

(内)7.5YR7/31こ ぷ 滝

平底 (姉撫で

(内)撫で

5鞠

第 ■2図―

104

甕
　
卸

5.9

6.8

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(911 10YR7/31こ ぶヤヽ黄橙
(内)7.5YR6/6橙

税 (外)刷毛調整

(内)昂 J毛調整

9勘

第 112図―

105

縄

卸

6.2

56
底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼浪舟

色;(舛う5YR6/6橙■陽/黒

(内)5YR5/6明赤褐

聴 (外)箆削り

(内)撫で

5=封鋤

第 112図―

106

甕
　
罰

7.0

6.1

底部のみ

胎;雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la15YR6/4にぶヤ瑶件υ6橙

(内)N3/暗灰

平底 (外)撫で

(内)撫で

5 獄 勘

第■2図―

107

餐

卸

6.1

6.3

底部のみ

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la151TR6/8橙 ギ7/8橙

(D511R6/6橙

平底 (外)撫で

(内)刷毛調整

5ナ裁鋤

第 112図―

108

甕
　
卸

5.1

5.6

底部のみ

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)殿|ヽ橙
(内)5YR2/1黒褐

平底 (71・ l 撫 で

(内)撫で

第52表 遺物観察表(24)
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配

配
離
剛
糠
籐

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

劉

第 113図―

1∞

弩

卸

3.2

6.0

底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.51R5/8明赤褐

(内)10YR7/2とこぶい黄橙

平底 (姉撫で

(内)撫で

5妄封勘

第■3図―

110

甕
　
卸

4,1

6.6

底部のみ

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la12駅5/8明赤母W鶴 ■1環調
(内)7.5YR6/4にぷ 地

平底 (外)箆削り

(内)撫で

5=謝鋤

第 113図―

111

甕
　
笥

3.8

5.0

底部のみ

月台;粗砂粒含む

焼ぶ算

色;(PI・12.5YR4/8赤褐～3/1暗赤灰

(内)7.51R3/3賠褐

平底 (PI・ l撫で

(内)撫で

5鋤

第 ■3図―

112

甕
　
卸

6.5

5.7

底部のみ

月台;粗砂粒雀祠Ⅲ

焼ぷ舟

色;la151TR6/6橙 ■N3/暗灰

(耐 5YR6/8橙

平底 (如箆削 り

(内)撫で

5鍔響朝亦

第 ■3図―

113

甕
　
帥

4.3

6.6

底部のみ

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.5YR4/41こぶい赤褐
～
W/黒

(内)2.a4R4/6が褐

転 lal撫で

(内)撫で

5髪押勘

第■3図―

114

甕
　
卸

3.3

6.4

底部のみ

胎;礫難砂粒含む

焼;良好

色;la17.研 W/41こか 澄

(内)7.8LR3/4浅羨橙

平底 1/1・l撫で

(内)撫で

5号響期亦

第 ■3図―

115

甕
　
卸

3.3

5.8

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(如 7.5YR6/41こか 澄

(内 751a6/4にぶし澄

平底 (如撫で

(内)撫で

5鋤

第 ■3図―

116

甕
　
卸

2.9

5.9

底部のみ

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色:(外)7.研誦/4にぶい褐
～
嘲/暗灰

(D10HRク効馨禍

平底 1/1・ l?目肖Jり

(内)撫で

5 獄 勘

第■3図―

117

甕
　
卸

27
5,0

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂統含む

焼;良好

色;la15YR6/6橙

(″→10YR7/2にぶい黄橙

聴 (知撫で

(内)撫で

鋤

第■3図―

118

甕
　
帥

2.4

5.5

底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼涙舟

色;(外)5YR4/6赤褐―N3/暗灰

(内)5YR4/6赤褐

平底 (知撫で

(内)箆による押え

5 矧 勘

第■3図―

119

甕
　
卸

2.7

7.0

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼ぶ舞

色 la15YR7/6橙

(内 5YR4/1串萩

聴 (外)撫で

(内)撫で

5号謡勁亦

第 113図一

120

甕
　
卸

3.5

5.8

齢 3/4

月台;雲母・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la15YR5/6明縮 ―N3/晴灰

(耐 5YR5/6明縮

平底 (如撫で

(内)撫で

5髪却勧

第■3図―

121

蜀

■HT

3.1

6.1

底部 3/4

胎;雲母・微砂粒含む

焼浪舟

色;la17.51R6/3に ぶし溜

(内)7.5YR7/3にぶVhe―N3/暗灰

平底 (2rl撫で

(内)撫で

5縄辞勁亦

第 113図―

122

饗

卸

2.9

5.5

底部のみ

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.研誦/8明赤褐

(内)2.51a6/8橙

平底 (如撫で

(内)撫で

5号解覇亦

第 113図―

123

餐

帥

2.8

5.8

底部のみ

胎;石英・粗恥 釣

焼;良好
色;(外)10YR7/4にぶい黄橙■N7灰

(内)M/灰

平底 (Prl宮雷肖叫り

(内)刷毛調整

第53表 遺物観察表(25)
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血

配
離
酌
維
磯

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5ナ封鋤

第■3図一

124

甕
　
卸

2.5

5.0

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(pr17.制晩/3にか 絹

(内)7.5YR6/3に熱 鳩

聴 (射撫で

(内)撫で

5鍔解勁外

第 113図―

125

甕

■HT

26
5.6

底部のみ

月台;石英・粗砂粒含む

焼;良丼

色;(外)751R7//4に ぶし理卜Vl褐灰
(耐 7 5YR3/1黒褐

耽 (姉撫で

(内)箆による押え

5鍔解覇亦

第 113図―

126

甕
　
鰤

2.5

66
底部のみ

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舞

色;(71・125釈γ4にか 功鵡
(内)5YR5/4にぶい赤褐

平底 (如撫で

(内)撫で

5縄辞期亦

第 113図―

127

甕
　
卸

2.5

5.6

底部のみ

胎;雲母靖p粒含む
焼;良好

色;(外)2制略/8赤母W5釈4/1倣
(内)10囃す1褐灰

平底 (州撫で

(内)撫で

5手謝勘

第113図―

128

甕
　
卸

2.5

6.0

底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.51R8/4浅黄橙～
N7灰

(内)101R3/4濃 演橙

平底 (71・l撫で

(内)撫で

5月解節亦

第 ■3図―

129

餐

卸

27
4.6

底部のみ

胎;雲母。粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR4/8にぷ 赤ヽ褐

(耐 7.5Y恥/1写鵡

聴 lal撫で

(内)撫で

5テ謝鋤

第■4図―

130

甕

卸

2.1

5.4

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良斉
色;例う51R6/6橙

(内)5YR3/1黒褐

聰 lal撫で

(内)撫で

5 獄 鋤

第 114図―

131

餐

ELET

2.2

6.2

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;la12.Ы町れにぶい赤褐

(内)2.bYR3/1晴赤灰

平底 (如撫で

(内)撫で

5 矧 勘

第■4図一

132

弩

卸

2.7

6.0

底部3/4

月台;雲母・粗砂粒含む

焼;良野
色;(夕02 5VR4/6赤褐

(内)5YR4/4にぶい赤褐

平底 (如撫で

(内)撫で

5 耕勘

第 114図―

133

甕
　
卸

4.4

4.8

底部のみ

胎;雲母囃賜粒含む

焼;良斉

色;(PI・ 1751R64にか増ヽ猫hT15お 明綿

(内)10YR5/1褐灰

平底 (婦撫で

(内)撫で

5 9勘

第 114図―

134

甕
　
卸

3.0

5,4

底部のみ

月台;石英。雲母・粗砂粒含む

焼;良好
色;(刻02.5YR4/6赤褐

(内)5YR4/2灰褐

平底 (71・l撫で

(内)撫で

5 ヨ 勘

第■4図―

135

甕
　
鰤

3.5

4.3

底部のみ

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.51a7/31こぶい橙
(内)7 5YR7/3黒裡卜う/1黒褐

平底 (如撫で

(内)箆による押え

5振封鋤

第■4図―

136

甕
　
卸

28
5,3

底部のみ

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(夕05YR4/6赤褐

(耐 51R7/6橙

上| 瞭ゞ 味の底部 (PI・l撫で

(内)撫で

5鍔群勁赤

第 114図―

137

甑
　
卸

25.5

22.5

11 5

イよIゴ秀罰字

月台′範痣軒欄砂沼簾鍛ひ

焼;良好

色;(外)10YR7/31こ ぶい黄橙

(内)10YR5/1褐灰

底部より内弯して立ち上

がり、口縁部外反する。

体部|こ 1紺の把手を有す
る

(射撫で

(内)撫で

5手裁鋤

第■4図―

138

甑
　
卸

22.0

22.8

5.8

3/4

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR5/6明/48-N2/黒

(内)2.51a6/8橙 W的r灰

底部より内弯して立ち上

がり、口縁部姑反する

(外)吊U毛調整

(内)刷毛調整

第54表 遺物観察表(26)
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齢 配

図版 配
純
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5矧 鋤

第■5図―

139

甑

卸

25,3

22 5

7.6

3/4

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR3/6浅芸攪■喝/暗灰

(内)7.5YR8/6離

底部より外傾して立ち上

がり、口縁部外反する

(外)撫で

(内)撫で

5 瑚

第115図―

140

鋭

卸

23 4

6.3

口ん齋郭1/6

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5Ч肥/4浅演橙

(内)7 5YR8/4セ 撃證

口縁部外反する (外)撫で

(内)撫で

5£響期方

第 115図―

141

甑

■HT

21.2

8.2

蜘 1/3

胎;微砂粒含む

焼;良舟

色;(外)2.5Y72灰 黄
～
聰/黒

(内)1灘Ⅲ2灰黄褐

底部より内弯して立ち上

力式る

(PIl撫で

(内)撫で

潮 勘

第 115図―

142

甑

卸

19.3

7.8

欄 1/4

胎;微砂粒含む

焼;良好

色:(外)25Y7カ 灰黄■N2/黒

(内)2.5Y7/2灰黄

底部より外傾して立ち上

がる

(外 )撫 で

(内)撫で

5=裁鋤

第 115図―

143

甑

士工市

5.3

3.6

底部のみ

月台;石英・雲母・細砂粒含む

焼;良好

色;(外)751R3/3浅黄橙年3/1黒褐

(内)101R3/3浅演橙

螂 に 17しを行 る (州撫で

(内)撫で

5ヨ 勘

第 115図―

144

甑

卸

4.5

4.1

廓 1/2

胎;微砂粒含む

焼;良算

色;(PI・17.5YR6/4に由 澄

(内)7.5YR5/8明褐

底譜Hこ 17し宅街酢する (加撫で

(内)撫で

5;朔鋤

第 ■5図―

145

甑

■RT

4.1

1.3

底部のみ

月台;石英・雲母・細砂粒含む

焼;良好

色;lal駅 5/4にぶゅ潮黍2/1漂鴇
(内)10YR5/2囀

底常[に 17しを積 る (ケ

'11)

撫で

(内)撫で

5 ヨ 勘

第 116図―

146

訪

ELET

5.3

11.2

脚部のみ

月台;粗砂粒含む

焼;良好

色ila15YR7/6C-2.5YR6/6橙
(内)7.bYR7/4にぶい笹

脚郎は緩く外反する。

裾部面取りを施す

(PI・l撫で

(内)撫で

5手封勧

第 116図―

147

謗

■ET

4.9

10.6

脚部のみ

胎;雲母。粗砂粒含む

焼i良好

色;la17.5YR3/6浅羨橙

(内)5YR7/6橙

脚瑯外反する (外)撫で

(内)撫で

5弓謡騨亦

第 116図―

148

訪

tBT
75
12.5

脚 2/3

胎;雲母・細砂粒含む

焼;良好
色;(外)7.5YR3/2灰白

(内)7.5YR3/2灰自

脚瑯外反する

粘土帯積上げ

(畑撫で

(内)撫で

5 矧 勘

第 116図―

149

高 獅

卸

39
13.4

脚 1/5

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色ila15YR7/6橙

(内)2.5YR7/6橙■Nν灰

脚瑯外反する lal撫で

(内)撫で

5弓解鞘妹

第 116図―

150

訪

■HT

2.3

7.0

脚部のみ

胎;雲母・微砂粒含む

焼;良好

色ila15YR5/6明赤褐
(内)5関ん明縮

脚部大きく開く

裾部面取りを施す

(州撫で

(内)撫で

載 勘

第 116図―

151

イ

卸

12.8

4.9

1/2

胎;粗砂粒含む

焼浪舟
色 ;(21・151R7/741こ 禁ドラヽ接子‐iOⅥV/21爛 難ヽ

(内)黒

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(外)撫で

(内)黒色処理

5f謝勘

第 116図―

152

イ

■ET

13.6

5.2

口帝舞郭1/2

胎;雲母。細砂粒含む

焼;良好

色;(外)101R7/2にぶい黄橙
(内)黒

口縁部開く lal撫で

(内)黒色処理

5ヨ鋤

第116図―

153

杯

ELET

15,6

5。 1

1/2

胎;石英・雲母・細砂粒含む

焼;良好

色;(PI・llM731事し韓 ,1綿
(内)黒

丸底より立ち上がり、口

触 こヽ内弯する

(PI・l撫で

(内)黒色処理

第55表 遺物観察表(27)
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謙 血

離 配
納
顧

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5 獄 勘

第 116図―

154

イ
　
卸

165
4.1

1/3

月台;粗靱洪笠釣

焼涙舟

色;(外)10YR7/31こぶい黄橙

(D黒

丸底より外傾して立ち上

がり、体部下位に稜を持

ち、口縁部開く

(如撫で

(内)黒色処理

5矧 勘

第 116図―

155

郊
　
卸

16.8

3.2

4/5

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)7.5YR7/31こぶい橙
～
配/暗灰

(内)黒

丸底より外傾して立ち上

がり、体部下位に稜を持

ち、口縁部開く

(姉撫で

(内)黒色処理

5=弁勘

第 116図―

156

イ
　
卸

・
０
　
・
０

一
海

月台;雲母珀翔油宮む

焼娘舜

色ila15YR6/6橙■配/暗灰

(内)黒

丸底より外傾して立ち上

がり、体部下位に稜を持

ち、口縁部開く

(PI・l撫で

(内)黒色処理

5劉

第 116図一

157

イ
　
卸

16.5

3.1

回鹿癬郭1/5

胎;粗砂粒含む

焼浪舟
色i lal lKIYR7/2に調 浮譴■N3府灰
(内)黒

体部下位に稜を持ち、口

縁部開く

lal撫で

(内)黒色処理

5 矧 勘

第 116図―

158

冨哉

壺

■HW

4.8

口務岸部詩痒邪

胎;雲母・粗砂粒含む

焼;良舜

色;(PI・1 10YR8/3浅黄橙

(内)黒

口釉 曲犠 る (21・l撫で

(内)黒色処理

5号鐸朝亦

第 ■6図―

159

謗
　
卸

91

呻

胎;粗砂粒含む

焼涙舟

色;l■汚釈7れ にぶい橙
(内)杯部 黒 脚部 51R7/4にぶい橙

川瑠骸V意する (PI・l撫で

(内)郷都黒色処理

5 矧 勘

第 116図―

160

副

4T
7.7

呻

胎;雲母・礫・粗砂粒含む

焼ぶ舟

色;(外)101R73にボし浅肥■N3/暗灰
(内)黒

蝦 る (外)箆磨き

(内)杯部黒色処理

5鞠

第 117図―

161

訪

卸

5。 9

107
脚瑯のみ

胎;雲母。粗砂粒含む

焼浪舟

色;(PI・17.5YR7れ にか 鳩
(内)姉郭黒 脚邸 51R6/6橙

脚瑯ラッパ状に開く lal撫で

(内)イ部黒色処理

5手謝鋤

第 117図―

1磁

訪
　
�

4.2

接合部のみ

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;l■汚釈7/6橙

(内)杯部 黒 脚部 51R7/6橙

鰤 (加撫で

(内)野鄭黒色処理

5圭裁勘

第■7図―

163

訪
　
帥

5.5

接合部のみ

月台;粗砂粒含む

焼;良舟
色;la1loYR5/6黄褐
(内黒

邦部下位に稜を有する (州撫で

(内)節部黒色処理

5 9勘

第 ■7図―

164

沸
ア
卸

10.8

6.5

1/4

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色ila15YR5/6明/1XN2/黒
(D5YR5/6明赤褐ド聰/黒

羽 毀 a (州撫で

(内)撫で

5:封鋤

第■7図―

165

沸
ア
卸

10,8

4.6

1/4

胎難p粒飴
焼涙舞

色;lalM4/4に か 坊覗卜νl兵鵠
(内)5YR4/41こぶい赤褐

調 獣 a (PI・l撫で

(内)撫で

5号鐸割亦

第 117図―

166

沸
ア
卸

5.2

4.1

2.6

第

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/41こぶい橙
～
祀/黒

(内)7.51R7/41こぶい橙

詞 獣 a (pltl撫で

(内)撫で

5鋤

第 117図―

167

沸
ア
卸

３

．

３

０

・

４

一

薪

胎;初砂粒釣

焼ぶ昇

色;ltl・lttR74ほ飩理■lKIYR3/1灰白

(D10YR8/1灰白

報 lal撫で

(内)撫で

5号響朝亦

第 117図―

168

聯
ア
卸

3.2

2.9

2.3

詐

胎潮砂粒含む

焼;良好    I
色;(pl.汚報7μ イ●飩瑶卜101R8/1灰 白

(内)1014R8/1灰 白

羽 獣 a lal撫で

(内)撫で

第56表 遺物観察表(28)
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配

配
離
醜
維
麟

法  量 器 質 成形・形態・文様ほか 整 形 ほ か

5

第 117図―

169

獄 勘 沸
ア
卸

5.9

27

1/4

月合;粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI・12.5YR7/8橙～
5Y6/1灰

(内 2.m6/8橙

羽 獣 a (如撫で

(内)撫で

5=封鋤

第 117図―

170

沸
ア
卸

7.8

2.4

6.4

1/5

胎;粗艶 釣

焼;良好

色ila15YR6/6橙

(内)hR6/6橙

羽 雪 a (外)撫で

(内)撫で

5妄裁鋤

第■7図―

171

読
ア
卸

4.5

3.0

底部のみ

胎;石英・雲母・細砂粒含む

焼;良好

色i la1loYR8/3法演橙

(内)10YR7/3にぶい黄橙

羽 封 a lal撫で

(内)撫で

5 矧 勘

第■7図―

172

沸
ア
卸

6.0

4.8

底部のみ

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色 (PI・17.V船/3にか 増ド5/14歌

(内)7.5YR5/1裡 灰

羽 封 a (如撫で

(内)撫で

5駒

第 117図―

173

郷
　
無

11,0

4.5

1まぽテ罰字

胎;白色砂粒含む

焼;良舟

色;(PI・lN6/灰

(内)N6/灰

丸底より立ち上がり、受

部は内に伸び、口唇部外

財 る

底部回転箆切り

(外)柏鑢による撫で

底部に箆記号を有す

(内)軸械による撫で

9勘

第 117図―

174

杯
　
無

4.1

底部のみ

胎;石英。雲母。糸剛粒含む

焼;不良

色;la1loYR7/1灰 白

(内)10YR7/21こ ぶい黄橙

丸底より立ち上がり、日

傷樹防粒意する

底部回転箆切り

(外)靱壊膀豊I る撫

(内)機械による撫で

でこよ

5鋤

第 117図―

175

顕
壺
鎌

7.8

5.0

月聞 1/2

胎;石英・雲母。細砂粒含む

焼;不良

色ilal哨荻 -7.5YR7れ にか 澄
(内)N5/灰～7.5YR7/4にぶい橙

平底より内弯して立ち上

がる

lal機櫨による撫で

(内)朝櫨による撫で

5 鋤

第 117図―

176

蝠

無

０・９
・・２
一
第

月含;日色砂種奮む

焼;良好

色;(外)5YR5/3にぶい赤褐
～
N5/灰

(内)51R5//3にぶい対母ツ 51R4/6赤褐

丸底より立ち上がり、胴

部球状を呈し、口縁部に

稜を有し、外反する。

胴部に1孔を有する

(如機櫨による撫で

沈線・波状文を施す

(内)軸櫨による撫で

6縄謡勁亦

第■8図 -1

杯
　
卸

11.8

4.0

1/2

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR7/6橙■731こか vヽ橙

(内)5YR7/6橙

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(PIl 撫 で

(内)撫で

6;封鋤

第■8図-2

鉢
　
卸

13.8

5.0

1/2

月台;礫・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)2.5Y72灰黄勺6/1黄灰
(内)2.5Y6/1黄灰

丸底より立ち上がり、口

縁部内弯する

(外)撫で

(内)撫で

6=謝鋤

第■8図-3

不
　
卸

144
4.5

口鹿癬都―導部

胎;礫囃切粕含む

焼;良舟
色;la15YR6/6橙

(内汚釈7/4にぶい橙年ν6橙

体都中位に稜を持ち、口

縁部開く

(外)撫で

(内)撫で

6手謝勘

第 118図 -4

不
　
卸

18.2

2.5

90
1/4

胎;礫靖靱油倉む

焼;良好

色 la1loxR″ tぶし難 |ヽに莉灘

(内)2.5YR7/6橙

平底より外傾して立ち上

がり、体部下位に稜を持

ち、口縁部大きく開く

(夕0刷毛調整後憮で

(内)撫で

6£響節亦

第■8図 -5

甕
　
卸

21.2

47.0

7.5

2/3

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5YR7/41こ ぶい橙
～
陽/黒

(耐 N6/灰-3/暗灰

平底より外傾して立ち上

がり、胴部下位に張りを

持ち、口縁部「コ」状を呈

する

(PIl用1雛

(内)刷毛調整

6£需節亦

第■9図-6

甕
　
卸

19,2

18.4

口縁 3/4服部 1/3

胎;石英・礫・准靱粒含む

焼;良好

色;(外)10YR74 1こ ぶい黄橙

(内)10YR7/4にぶい黄橙

口縁部|コ」状を呈する。
口唇部面取りを施す

(外)昂け毛調整後憮で

(内)撫で

6鋤

第■9図 -7

縫

帥

18.2

13.4

口翻 局部螂

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.5Y5/1灰 ～3/1オ リーブ黒

(耐 7.5Y6/1灰

口縁部「コ」状を呈する
口唇部山収りを施す

粘土帯積上げ

(外)撫で

(内)撫で

第57表 遺物観察表(29)

-183-



離 配

図版 配
絶
麟

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

6鋤

第 119図 -8

甕
　
卸

19,0

6.0

口わ群郭1/4

胎;礫・細砂粒含む

焼;良好

色ila1lolR8/2灰白

(内)10釈721こぶい黄橙■N3/暗灰

口縁部外反する。
口唇部面取りを施す

(外)刷毛調整

(内)刷毛動 で

6手謝鋤

第 119図 -9

甕
　
卸

20.0

70

口歳癬郭1/4

胎;石英・礫・細砂粒含む

焼浪好

色;la17.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/4橙

口縁部外反する。

粘土帯積上げ

口唇部回収りを施す

(2「l撫で

(内)撫で

6=蒲鰤弥

第■9図 -10

甕
　
卸

15.6

20.0

口縁完胴部 1/2

月台拓瑛・礫・粗砂粒釣

焼;良好

色;(外)7肛Ⅳ/4にぶい橙■配/暗灰
(内)N3/暗灰

口翻 財 る (PI・l撫で

(内)撫で

6 鋤

第 120図―■

甕
　
卸

11,0

88
42
3/4

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良舞

色ila15YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

平底より立ち上がり、口

縁謝ψ粒惑する
(外)撫で

(内)撫で

6=封鋤

第 120図 -12

甕
　
卸

3.8

7.4

醐 螂

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)2.5Y7/1灰 白

～
N3/暗灰

(内)黒

平底 (PIl撫で

(内 )昂J毛調整

6手謝鋤

第 120図 -13

甕
　
卸

10 5

5.6

月聞 1/4恥

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)5YR6/64-N3/暗灰
(内)N3/暗灰

平底より外傾して立ち上

がる

(211撫で

(内)撫で

6妄却鋤

第120図 -14

甕
　
卸

4.2

7.4

底部のみ

胎;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)N3/暗灰

(内)5Y6/1灰

平底 (外)撫で

(内)撫で

6テ封勘

第120図 -15

甕

卸

35
74

底部のみ

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(Pl1 lolR7/3に 熱 浅趙■N7倣
(内)101R7/3にぶい黄橙

平底 (prl箆肖1り

(内)撫で

6;封隷跡

第 120図 -16

甕
　
卸

3.3

5.6

底部のみ

胎;石英・雲母・礫。粗砂粒含む

焼涙舞
色;lalW酪/4にぶい笹W島/暗灰
(内)5YR6/4にぶい橙

平底 (如撫で

(内)撫で

6 獄 勘

第 120図 -17

増
　
卸

9.5

7.7

口帝葬郭1/2

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;la1lola7/1灰白

(内)10YR7/1灰 白

口わ韓祁醐 に開く

粘土帯積上げ

(外)撫で

(内)撫で

6手封鋤

第 120図 -18

靖
　
卸

8.2

6.5

ロル癬祁1/3

月台;礫・粗砂粒含む

焼燦雰
色;(外)2.5Y71灰自
(内)2.工11灰白―N3/暗灰

口縁部直線的に開く (PIl撫で

(内)撫で

6 矧 鋤

第 120図 -19

増
　
卸

11.6

34

口鹿癬都1/4

胎;雲母・礫囃p粗含む
焼;良舟

色;(外)10YR7/31こぶい黄橙

(耐 10YR7/31こぶい黄橙

口縁部内弯する (畑撫で

(内)撫で

6ナ邦鋤

第 120図 -20

謗
　
卸

5.4

接合部のみ

月台;礫・糸剛粒釣

焼;良好

色;(外)10YR73にぶい黄橙
(内)101R7/31豪飩 妻ヽ謝登

鰤 (外)事蕉で

(内)撫で

6醐

第 120図 -21

イ
　
卸

19.8

7.0

1/8

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)7.5YR7/3にぶいC―N3/暗灰
(内)黒

平底より立ち上がり、口

縁鍋田引こ外反する

(姉撫で

(内)票隆処理

6手謝勘

第 120図 -22

不
　
鎌

3.1

底部のみ

月台;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良舜

色;(ケゆN5/灰

(内)N5/灰

墟

底部回転箆切り
υ卜)機櫨による撫で

(内)戟櫨による撫で

第58表 遺物観察表(30)
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離 配

図板 配
糀
顧

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

7 醐

第121図 -1

不
　
卸

15,1

5,3

1/3

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;(外)2.51TR6/6C―N3/暗灰

(内)2.5YR5/6明縮

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(24・l撫で

(内)撫で

ヨ 勘

第 121図 -2

玲

卸

12.2

45

1/2

胎;礫・粘賜粒釣

焼;RPT
色;(外)7.N/41こ ぶい橙

～
嘲/暗灰

(内)7.副R74にぶい橙

丸底より立ち上がり、口

縁樹確勤 とヽこけ る

lal撫で

(内)撫で

7弓解勁亦

第 121図-3

不

ELBfF

17.8

2.7

口穆癖部―導部

月台;細膠酌

焼;良好

色;lal側酌/6赤褐～71葎板
(内)5YR6/6橙

体部下位に稜を持ち、口

縁部大きく開く

(外)撫で

(内)撫で

7拝報鋤

第 121図-4

甕
　
卸

3.6

7.5

底部のみ

月含ン角ヌ]傑・和呻
焼;良好

色;(如 7.a4R5/3にぶい褐

?り 7.51TR6/3に か 璃

平底 ltl・l撫で

(内)撫で

7弓解節亦

第 121図 -5

甕
　
卸

4.7

84
底部 1/4

胎;石英・粗砂粒含む

焼;良好

色;(姉■即げ4tSし e/4tSレ絹
(内)7.51R6/4にぶい橙

平底 (州撫で

(内)撫で

7弓解卸亦

第 121図-6

甕
　
卸

3.4

7.4

底部 1/4

河台;ね英・傑・祖砂粗言む

焼;良好

色;(外)51R4/6赤褐

(D7.51R5/6明褐

平底 (24・l撫で

(内)撫で

獄 醐

第 121図 -7

郭
　
卸

12.8

47

1/4

胎;礫・細砂粒含む

焼浪舟
色;la1loYR8/3浅黄橙

(内)黒

丸底より立ち上がり、口

触 する

(外)撫で

(内)黒色処理

8弓辞卸亦

第 122図-1

甕
　
鰤

25.0

3.3

口鹿醇部―導部

胎;石英・粗恥 釣

焼;良好

色;彿妬YR6/8椙卜a/2灰褐

(内 H誦/84-7/41こ
'飩
進

口渡熱膨小財 る

口唇部面取りを施す

(外)撫で

(内)撫で

8=封勧

第122図 -2

甕
　
罰

3.5

44
劇 1/2

月台;石英・礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;(舛う2 5YR5/6明赤褐

(内)75釈 5/2灰褐ドγ4にぶい橙

平底 (州撫で

(内)撫で

8号解勁亦

第122図 -3

甕
　
卸

3.5

7.0

呻

胎;石英・藤・粗恥 釣

焼;良好

色;(外万1R5/4にぶい赤褐

(D5YR5れ に熱 綿`

平底 (外)撫で

(内)撫で

8抒封勘

第 122図 -4

甕
　
獅

3.8

7.0

帥 卸

月台;礫囃翻油倉む

焼;良好

色;(夕07 5YR7/41こ ぶい橙

(内)7.51a7/4にぶい橙

平底 (外)撫で

(内)撫で

7号土墳

第 123図 -1

杯
　
卸

12.8

5.0

1よ t£落存

胎;石英・雲母・礫。粘翔粒含む

焼;良好

色,(外)10YR4/2灰黄褐

(内)10YR4/1褐灰

丸底より立ち上がり、口

触 する

(ケ

'Iう

撫で

(内)撫で

75号ピット

第 124図 -1

必
　
卸

14.8

4.5

1/8

胎;粗砂粒含む

焼;良好
色;(外)2.5Y74浅黄
(内 10YR8/1灰白

丸底より立ち上がり、口

縁部開く

(PI・ l撫で

(内)撫で

77号ピット

第 124図 -2

餐

■HT

4,0

7.5

底部 1/4

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;(PI12.5YR4/4に 幾 赤`褐

(内)2.5YR5/6明濡

平底 (如撫で

(内)撫で

122号ピット

第 1塾 図-3

褥

卸

18.2

7.2

口縁部 3/8

胎;石英・雲母・礫・粗砂粒釣

焼;良好

色;lpl.151R6/6橙

(内)7.5YR7/4はぶい笹

口縁部外反する (如撫で

(内)撫で

第59表 遺物観察表(31)
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目庸 No

図恢配
綽
顧

法  量 器 質 成形・形態。文様ほか 整 形 ほ か

212号ピット

第 124図 -4

郷
　
卸

13.0

5.3

1/4

月台;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良好

色;la15Y4/1灰

(耐黒

丸底より立ち上がり、口

縁部外反する

lpltl撫で

(向黒数理

A区遺構外

第 125図 -1

杯
　
卸

２
．
２
５
．
３

一
務

月台;石英・礫囃砂和含む

焼;良好

色;(外)Ю釈7/2にぶし鰤 3/暗灰

(彦0 10YR7/21こ ぶい芸市霊

九底より立ち上がり、口

縁日確勤 とゝこけ る

(如撫で

(内)撫で

A区遺構外

第 125図 -2

イ
　
帥

11.4

4.8

3/4

胎洒庚・礫靖紗粒釣

焼;良好

色;(外)10YR7/2にぶい黄橙

(内)7.5Y3/1オ リーブ黒

丸底より立ち上がり、口

綴日増勧 1ヽこ内奪する

lal撫で

(内)撫で

A区遺構外

第 125図-3

不
　
卸

13.6

5.3

1/2

月台;礫・粗砂粒含む

焼;良好

色;lal駅7/4とこか C-7/1り撤
(内)5YR7/4にぶい橙■V2灰白

丸底より立ち上力dり 、 口
縁日配勤 にゝ崎 る

(豹撫で

(内)撫で

A区遺構外

第125図 -4

坪
　
卸

14.8

4.8

1/3

胎;礫・粗砂粒含む

焼;良好
色;例ジ .51R6/6橙

(内 2.研誦/6橙■71明赤灰

丸底より立ち上がり、口

縁部外傾する

(911撫で

(内)撫で

A区遺樗外

第 125図 -5

玲

卸

13.1

5.2

1/5

月台;石英・雲母・礫・粗琵嚇笠釣

焼;良好

色;lal lclYR5/1褐 灰

(内)10釈7/2にぶい黄橙

丸底より立ち上がり、口

傷常陣多いに冽砺をガる

(如撫で

(内)撫で

A区還儒外

第 125図 -6

甑
　
卸

5.0

2.0

帥 鄭

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼,良好
色;la17.5VR5/1褐灰

(内)7.5YR5/2灰褐

底部に1孔を有する (如撫で

(内)撫で

A区遺構外

第 125図 -7

靖
　
帥

8.2

4.8

口縁部のみ

胎;礫州翔油倉む

焼;良好

色;la17.51R7/41こ ぶし塔

(内)7.5YR7/4にぶい笹

口縁部直線的イこ開く (PI・l撫で

(内)撫で

A区遺構外

第 125図 -8

増
　
卸

9.5

体部 3/4

胎;礫囃紗粒釣

焼;良好
色;(刻07.5YR7/3イこ寿増Ч登

(耐 7.5YR7/3にぶい笹

丸底より立ち上がり、体

部偏平な球状を呈する

lal撫で

(内)撫で

A区遠捕外

第 125図 -9

謗
　
卸

7.5

13.0

脚部 3/4

胎;礫,粗砂糧含む

焼;良好

色;la17.副 R74に勲 C-8/2灰白
(内)7.5YR8/2灰 白

脚部大きく開く (外)撫で

(内)撫で

A区遺構外

第 125図 -10

副

ELET

5.4

13.4

脚部 1/4

胎;礫靖妙粒釣

焼;良舟

色;(夕07.5VR7/3イこぶヤ瑶俸れ/6橙

(耐 7.5YR7/6橙■7/2明褐灰

裾部大きく開く (外)撫で

(内)撫で

B軸

第 126図 -1

イ

帥

・
８
　
・
６

一
ん

胎;石英・雲母・粗砂粒含む

焼;良舟

色;(外)101R6/3にぶい黄橙■貶/黒

(″り251R6//3にぶい黄
～
75Y3/1オリーブ黒

丸底より立ち上がり、口

縁部僅かに内弯する

鉢 )撫で

(内)撫で

B瑚

第 126図 -2

郭
　
卸

３
．
８

４
．
６

一
睦

胎;石英囃砂粒含む

焼想昇
色;υ07 VⅣ/41螂r澄～2.駅6/6橙

(内)llJvR73 1'N浅譴■5WR76橙

丸底より立ち上がり、口

縁樹隆勤 1ヽこけ る

lal撫で

(内)撫で

B嘲

第 126図 -3

杯

■HT

18.8

8,4

1/3

胎;粗砂粒含む

焼;良好

色;(外ン 51R3/3癬鐙W ttR7/1灰白

(内 7.b■R8/3沸鞘 ツ 51R7/1灰 白

丸底より立ち上がり、口

縁日贈勤 イヽJ対琵する

(―

prl撫 で

(内)撫で

第60表 遺物観察表(32)
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遺構配 図版配 遺物名称 色 調
法  量

長さ(cm) 幅 (clll) 軍さ(cm) 重量 (g)

5号溝跡 第127図 -1 匙型土製品 7.5YR5/6明 褐 17.00 6.50 0.60 182.10

5号溝跡 第127図 2 匙型土製品 7.5YR6/6痢釜 8.80 3.30 1.90 52.86

5号溝跡 劣慧127彊コー3 不明 10YR7/3に ぶい黄橙 5,90 1.10 1.10 12.83

5号溝跡 Я零127彊コー4 不明 10YR7/3にぶい黄橙 5.30 0。 60 0.60 1.78

第61表 土製品観察表

遺構配 図版配 遺物名称 色 調
法  量

民さ(cm) 器径 (cm) 日径 (cm; 重量 (g)

5号溝跡 第127図-5 Σ可日 7.5YR7/4に漠ぶヤヽ瘤豊 6.30 86.76

第62表 羽口観察表

遺構血 図版配 遺物名称 材 質 色 調
法 量

民さ(cm) 隔 (cm) 予L径 (cHl) 享さ (cln) 重量 (g)

27号建物跡PG 第128図 -1 臼玉 石墨片岩 10GY2/1緑 灰 0。 70 0.60 0.30 0.4C 0。 24

27号建物跡PC 第128図 -2 臼玉 石墨片岩 7.5GY3/1阿音茄趣疋 0.60 0.60 0.30 0.40 0。 22

1号溝跡 第128図 -3 管玉 石昌片岩 7.5GY6/1緑灰 1。 90 0.50 0.20 0.40 0,71

1号溝跡 第128図 -4 管玉 石塁片岩 10BGl,7/1旱子写盈 2.20 0,70 0.50 0,70 2.05

5号溝跡 第128図 -5 管玉 石墨片岩 10G2/1緑 黒 2.50 0.50 0。 30 0,40 2.04

1号溝跡 第128図 -6 模造品 絹雲母片岩 7.5Y7/勒疋白 3.10 2.90 0.20 0。 30 3.21

2号溝跡 第128図 -7 模造品 滑石 2.5Y6/1黄灰 2.90 2.10 0.20 0.40 4.18

4号溝跡 第128図 -8 石鏃 珪岩 2 5GY6/レトリーブ灰 2.50 2,10 0.40 0,92

5号溝跡 第128図 -9 石鏃 黒耀石 2,70 1.50 0.40 1.12

遺構外 第128図 -10 石鏃 黒耀石 2.80 1.90 0,60 1.58

第63表 石製品観察表
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第 5節 ′Jヽ 結

今回発掘調査を実施 した西之手遺跡の調査面積は、第 2次調査部分 とあわせると約

16,000だ に及んでいる。この面積は、近年の上田市の発掘調査としては、かなり大規模

なものとなる。

今回の発掘調査により西之手遺跡は、古墳時代中期後半から後期前半の大規模な溝と掘

立柱建物群で構成された、特異な集落遺跡であるということが明らかになつた。さらに、

これまで比較的開発が遅いと考えられていた染屋台において、古墳時代中期後半には、か

なり大規模な開発行為があったということが実証された。これらのことは、上小地域の古

墳時代のあり方を理解し、また、染屋台の開発の起源を探るうえで、今後に重要な示唆を

与えるであろう。この節では、第 2次調査の成果も踏まえて、今回の発掘調査により明ら

かになった事実と今後の課題を簡単にまとめてみたい。

まず、掘立柱建物跡についてである。今回確認された 38棟の掘立柱建物跡を 1つのま

とまりとしてとらえてみると、ある一定期間このまとまりが存続し、建物が数期にわたつ

て変遷していつたと考えられる。その存続期間は、建物跡自体からの遺物の出上が微少で

あるためはっきりしたことはいえない。しかし、その存続期間と溝跡出上の上器の時期が

一致すると考えれば、古墳時代中期後半から後期前半とみてほぼ間違いない。

この建物群の興味深い点は、側柱式建物を中心に構成されており、総柱式建物
。竪穴住

居が確認されなかったことである。一般的な集落は、側柱式建物・総柱式建物・竪穴住居

が混在して構成されている。仮に、西之手遺跡を一般的な集落とすると、この建物群は集

落の一部分ということになり、近隣地に竪穴住居群等が存在する非常に大規模な遺跡とい

うことがいえるであろう。また、この建物群が単独で集落として存在するならば、西之手

遺跡はかなり特殊な性格を持つ集落ということになるであろう。この特殊な性格が、何に

起因するのかを判断することは、現時点では難しい。このことについては、類例の増加と

今後の研究に期待したい。

次に、溝跡についてである。今回の発掘調査において、特に、注目されるべき溝跡は、

第 2・ 5号である。両者とも遺構全体を確認することはできなかつたが、今回確認 した部

分だけでも非常に大規模な溝跡であることは明白である。両者あわせて、土器の出土量は、

コンテナ 30箱以上を数えた。しかし、両者における遺物の出土状況は大きく異なつてい

る。

第 2号からは、30点以上の一括土器が出土した。その出土状況から祭祀的な性格を帯

びた遺物である可能性が感じられた。第 5号では、この溝の東端から約 25m部分の溝底

には大小の円礫は存在するが、遺物はほとんど確認できなかつた。この部分から西側につ

いては一括土器の出土はほとんど確認されなかったが、小破片の上器が大量に出上し、土
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器棄て場ともいえる様相を呈していた。このことは、この部分についてのみ、土器の廃棄

が行われたことを示し、興味深い。これらのことから、今回の発掘調査の範囲に限定する

と、第 2・ 5号を土器の遺棄あるいは廃棄場所として二次的に利用していることがわかる。

それでは、第 2・ 5号の形成されたそもそもの目的は何であろうか。覆上の観察所見か

ら考えると、両者とも機能時には水流があったものと推定できる。染屋台が自然流の乏し

い乏水地域であることを考慮すると、その目的は、第一に、溝による水の確保ということ

が挙げられる。

さらに、もう一つの側面として、区画としての溝の可能性があるのではないだろうか。

第 2号は、一部分のみの確認であり、第 6号との接続も推測の域を出ない。だが、第 5号

は、西之手遺跡第 2次調査で確認された第 1号溝跡とかなり高い確率で接続すると思われ

る。第 2次調査の結果によると、第 2次調査範囲付近が西之手遺跡の東側の縁辺部に相当

するとの指摘がなされている。このため、第 2次調査の第 1号溝跡は、西之手遺跡の東端

を区切る溝と考えられる。

仮に、第 5号と西之手遺跡第 2次調査で確認された第 1号溝跡が接続するならば、第 5

号についても同様に区画としての機能があると考えることはできないだろうか。ただし、

第 5号の北側にも掘立柱建物跡が確認されているので、西之手遺跡の北端を区画する溝と

いうよりは、集落内を何らかの目的で区画する溝なのではないだろうか。今後の調査の進

展次第では、さらに、明確な事実が明らかにされるであろう。

2次にわたる発掘調査によって、西之手遺跡は、大規模な溝跡と掘立柱建物群で構成さ

れた遺跡であることが明らかになった。しかし、遺跡全体について調査が行われたわけで

はない。では、この遺跡のひろがりはどの程度になるのだろうか。

A区は、第 2号溝跡が南北にひろがる以外は、大きくひろがる可能性は少ないであろう。

B区は、第 2次調査範囲付近を西之手遺跡の東端とすれば、その北、南、西側に掘立柱建

物群が展開するだろう。

特に、西側は桁行 5間の大型の掘立柱建物跡が 2棟確認された。各柱穴の平面形は、楕

円形を呈し、柱自体の掘り方も明確である。このため、西之手遺跡の掘立柱建物群の中心

は、B区の西側に存在すると考えられる。また、第 5号溝跡をはさんで、 3棟の掘立柱建

物跡が確認されているので、北側にも掘立柱建物群が展開していくと思われる。これらの

建物群と南側の掘立柱建物群と機能面で明確な違いがあるとすれば、注目される。

本来、遺跡の性格は、遺跡の大部分が明らかになつてから論じられるべきものである。

未調査区域の残る西之手遺跡についても、今回の成果のみでその性格を論じるのは難しい。

このため、今後の課題を中心にまとめてみたい。

西之手遺跡を特徴づけているものは、掘立柱黛物群の存在である。この掘立柱建物群は、

どのような機能を持っていたのだろうか。具体的にいうと、この掘立柱建物群が、竪穴住
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居のような居住空間としての性格を持つかどうかということである。

もし、この掘立柱建物群が居住空間としての性格を持つならば、これは、一般の竪穴住

居と同様の機能を持っているということになる。では、なぜ竪穴住居を選択せずに、掘立

柱建物が選択されたのだろうか。地形的な制約があるとは考えにくいので、実際に、この

建物群に居住していた集団と一般の竪穴住居に居住していた集団の間には、何らかの違い

があったのではないかと考えられる。今のところ、その違いの背景を類推することはでき

ない。しかしながら、一般の集落に居住する集団とは明らかに異なる特殊な集団が居住し

ていた可能性が高い。

また、この掘立柱建物群が居住空間としての性格を持たないならば、この掘立柱建物群

に関わる集国が周辺に居住していたことになり、西之手遺跡自体もかなり大規模なものと

なってくる。このように、居住空間と居住空間ではない部分が明確に分けられるとすれば、

おのずと西之手遺跡の性格も限られてくるのではないだろうか。つまり、掘立柱建物群 (居

住空間ではない部分)が、政治的な施設としての色合いを帯びてくるのではないだろうか。

さらに、大胆な推測が許されるならば、西之手遺跡が染屋台周辺地域の当該期の政治的な

中心地である可能性も考えていかなければいけないのではなかろうか。

以上、簡単に今回の発掘調査についての成果をまとめた。あくまでも、遺跡の一部分を

調査しただけなので、今後の調査の進展により遺跡の全貌が明らかになることを期待した

い。

最後に、現在の発掘調査は、そのほとんどが何らかの開発行為に伴つた記録保存を目的

とした緊急調査である。調査方法も非常に詳細であり、調査期間も長期間にわたる。この

ため、経費はかなり高額になり、この負担は事業主体者にたよつている。このような状況

下、計画段階を含めると約 4年間という長期間にわたり、御理解と御協ヵをいただいたい

やおふくの皆様に心より感謝を申し上げて小結としたい。
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西之手遺跡発掘調査区域(平成 6年 5月 撮影のものに合成)
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第 1号掘立柱建物跡(南東から)

第 2号掘立柱建物跡 (南東から)

第 3号掘立柱建物跡(南東から)



第4号掘立柱建物跡(南東から)

第 5号掘立柱建物跡(南から)

第 6号掘立柱建物跡(南から)



第 7号掘立柱建物跡(南から)
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第10号掘立柱建物跡(北東から)

第11号掘立柱建物跡(東から)
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第13号掘立柱建物跡(西から)
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第16号掘立柱建物跡(南西から)
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第25号掘立柱建物跡(南から)
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第28号掘立柱建物跡(南から)
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第31号掘立柱建物跡(南東から)

第32号掘立柱建物跡(西から)
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第34号掘立柱建物跡(南東から)

第35号掘立柱建物跡(南東から)

第36号掘立柱建物跡(北東から)



第 1号堅穴住居跡(北から)

第 2号堅穴状遺構(南から)

第 1号溝跡(東から)
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